
ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
長
（
58
）
は
16
日
、

２
０
２
０
年
の
大
統
領
選
に
出

馬
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
の
宣
伝

広
告
で
同
市
長
は
「
労
働
者
家

族
を
第
一
に
（
ワ
ー
キ
ン
グ
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
）
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
挙
げ

「
大
統
領
と
し
て
、
米
政
府
が

労
働
者
に
仕
え
る
ま
で
、
富
裕

層
と
大
手
企
業
を
相
手
に
戦

う
」
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
や
有
休
病

気
休
暇
の
拡
大
、
プ
リ
Ｋ
の
無

料
化
、
不
法
移
民
の
た
め
の
医

療
カ
ー
ド
の
配
布
な
ど
、
国
内

最
大
都
市
の
市
長
と
し
て
果
た

し
た
功
績
を
主
張
し
て
い
る
。

同
市
長
は
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ

シ
ャ
ー
州
を
含
む
期
日
前
投
票

を
行
う
主
要
州
を
訪
れ
、
同
市

庁
舎
の
職
員
を
連
邦
政
治
活
動

を
行
う
委
員
会
に
移
動
さ
せ
る

な
ど
、
今
年
初
頭
か
ら
出
馬
の

姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
同
市
長

は
す
で
に
20
人
以
上
の
民
主
党

候
補
者
た
ち
に
加
わ
る
こ
と
に

な
る
が
、
ク
イ
ニ
ピ
ア
ッ
ク
大

学
が
昨
月
行
っ
た
調
査
で
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
有
権
者
の

76
％
が
同
市
長
の
出
馬
を
望
ん

で
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

同
日
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
番
組
「
グ

ッ
ド
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
メ
リ

カ
」
に
出
演
し
た
デ
ブ
ラ
シ
オ

市
長
は
同
結
果
に
対
し
、
「
一

般
的
に
世
論
調
査
は
ス
タ
ー
ト

地
点
で
は
な
く
、
終
わ
り
の
場

所
」
と
話
し
た
。
「
労
働
者
の

手
に
お
金
を
戻
す
」
と
い
う
発

言
に
対
し
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ

ア
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
局
の
ス
タ
ジ
オ
外

に
集
ま
っ
た
抗
議
者
た
ち
は

「
（
同
市
長
は
）
嘘
つ
き
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
を
運
営
で
き
ず

に
、
ど
う
し
て
国
を
動
か
せ
る

の
か
」
と
叫
ん
だ
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
同
発

表
後
す
ぐ
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、

「
彼
は
ジ
ョ
ー
ク
だ
。
で
も
も

し
市
民
が
高
い
税
金
と
高
い
犯

罪
率
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
彼
は

適
任
だ
」
と
綴
っ
た
。
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デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲

デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
の
出
馬
に

つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
聞

い
て
み
る
と
、
「
彼
は
、
私
が

子
供
の
時
、
パ
ー
ク
ス
ロ
ー
プ

の
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
コ

ー
チ
だ
っ
た
ん
で
す
。
近
所
の

お
じ
さ
ん
っ
て
感
じ
。
今
度
も

も
ち
ろ
ん
応
援
す
る
わ
」
（
Ｓ

さ
ん
）
、
「
庶
民
派
な
の
で
好
き

で
す
。
出
馬
は
い
い
と
思
う
」

（
Ｋ
さ
ん
）
と
い
う
声
に
対
し
、

「
国
の
政
治
の
前
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
を
な
ん
と
か

し
て
ほ
し
い
。
週
末
の
運
休
と

か
平
日
の
遅
延
と
か
」
（
Ｊ
さ

ん
）
、
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
優
遇

政
策
な
ど
に
、
ア
フ
リ
カ
系
ア

メ
リ
カ
人
の
奥
さ
ん
を
上
手
に

使
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
あ

ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
」
（
Ｓ
さ

ん
）
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
た
。

（
関
連
記
事
４
面
に
）

市
民
の
声

庶
民
派
期
待
も

大
統
領
選
へ

Ｎ
Ｙ
市
長
出
馬

北
海
道
旭
川
市
に
本
社
を
置

く
家
具
メ
ー
カ
ー
「
カ
ン
デ
ィ

ハ
ウ
ス
（C

onde
H
ouse

）
」

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
19
日
か
ら

22
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
北
米
最

大
規
模
の
家
具
見
本
市
「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
・
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
・

フ
ェ
ア
」
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｆ
）
に
参

加
し
た
。
今
年
５
月
発
売
の
新

作
で
深
澤
直
人
デ
ザ
イ
ン
の

「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
」
に
加
え
、
今

年
４
月
の
ミ
ラ
ノ
・
デ
ザ
イ

ン
・
ウ
ィ
ー
ク
で
発
表
し
た
際

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙

に
取
り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
っ

た
喜
多
俊
之
デ
ザ
イ
ン
の
「
Ｎ

Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
」
を
北
米
で
初
展
示

し
た
。
赤
と
白
の
モ
ダ
ン
な
デ

ザ
イ
ン
は
９
０
０
社
を
越
す
出

展
ブ
ー
ス
で
際
立
っ
た
。

同
社
は
３
年
連
続
、
４
回
目

の
出
展
（
本
紙
５
月
18
日
号
既

報
）
。
１
９
８
４
年
に
現
地
法

人
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
設

立
、
米
国
で
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
図
書
館
や
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
、
ア
ッ
プ
ル
本
社
大
会
議

室
な
ど
に
も
机
な
ど
を
納
品
し

て
い
る
ほ
か
、
西
海
岸
で
は
俳

優
の
シ
ル
ベ
ス
タ
・
ス
タ
ロ
ー

ン
や
歌
手
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ス
な
ど
米
著
名
人
が
愛
用

す
る
現
代
家
具
の
人
気
ブ
ラ
ン

ド
。
同
社
の
渡
辺
直
行
会
長
は

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
が

到
来
し
て
消
費
者
の
購
買
方
法

が
多
様
化
し
流
通
が
複
雑
に
な

っ
て
き
て
も
、
い
い
も
の
は
売

れ
る
」
と
東
海
岸
で
の
販
路
開

拓
に
意
欲
を
見
せ
る
。

喜
多
俊
之
デ
ザ
イ
ン
の
「
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
」
を
披
露
す
る
渡
辺
会
長

世界が舞台

喜多俊之の「ＮＵＰＲＩ」

Ｎ
Ｙ
国
際
家
具

見
本
市
で
披
露

Ｊ
・
オ
ニ
ー
ル
Ｎ
Ｙ
市
警
察
本
部
長
と
握
手
す
る
デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
（
３
月
16
日
五
番
街
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

旭川のカンディハウス

https://nipponexpressusa.com/
http://www.omen-azen.com
http://amnet-usa.com
http://nyseikatsu.com/editions/726/726.m4v
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■外部シェフとの食コラボ＆日本酒ペアリング＝NYで活躍するシェ

フを招いての食コラボ、今年はホイットニー美術館内「Untitled」

のエグゼクティブシェフ、スザンヌ・カップス氏が、日本クラブ

の安陵秀樹料理長と共にこの日限りの会席コースを創作する。日

本酒は菊水の選りすぐり

をペアリング。日時：

6/26（水）18：00〜21：

00　参加費：一般＄150、

会員＄120（税・サービ

ス料込み）要予約

■第４回「オペラの楽しみ

を探ろう！」＝今秋9/23に開幕するメット来シーズンを特集する。

第１部では著名なオペラ専門家フレッド・プロトキン氏が全オペ

ラ25演目について紹介。第２部では「オペラの楽しみを探ろう！」

発起人が、それぞれの一押しオペラを発表する。プログラム終了

後にはワインつきの懇親会を開催。日時：6/10（月）18：30〜

20：30。参加費：一般＄30、学生＄25、会員＄25

■女声コーラス部オープンハウス＝オペラ歌手の尾島陽子先生指導

のもと、さまざまなジャンルの歌に取り組む女声コーラス部のオ

ープンハウス。コーラス未経験者も経験者も音楽を通じて友達づ

くりをしたい人も大歓迎。参加無料。日時：6/13（木）10：00

〜12：30。問い合わせ・参加申し込み：womens.chorus@gmail.com

■日本クラブ企画展「地球の色 - 日本画と天然岩絵具」＝女子美術

大学名誉教授で岩絵具を使った日本画の第一人者でもある橋本弘

安氏監修による展覧会で、作家16人の作品を展示する。会期：

6/20（木）〜7/17（水）、月〜金10：00〜18：00、土10：00〜

17：00、日曜休廊。入場無料。橋本氏指導のもとNYの石で絵の

具を作りハガキに絵を描く「天然岩絵具ワークショップ」を6/22

（土）13：30〜15：30に開催。参加費：一般＄20、会員＄15

■カルチャー講座６月の一日・短期講座＝★リンパセルフケア講座

6/13（木）10：30〜12：00、参加費：＄30、講師：嶋津深雪

リンパの仕組みを学び、むくみやコリ、冷えなど解消のためのマ

ッサージの実演と練習　★フランス菓子講座〜グラスを使ったパ

ーティーデザート　6/28（金）・29（土）10：30〜13：00　参

加費：＄35（１回）、材料費：＄40　講師：中西由恵　フランス

で経験を積んだプロのパティシエ

ールが、オーブンを使わない手軽

なグラスを使ったデザートを季節

に合わせた内容で２種類紹介す

る。★手編み教室＜連続講座＞

6/4・11・18（火）10：30〜12：

30　参加費：＄90（全３回）、材

料費：＄40　＊予約締め切り5/28

（火）講師：郷津由美子　やわらかく編みやすいエコアンダリア

糸を使い、かぎ針で涼やかな帽子を編む。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St.,   New York, NY 10019

Tel: 212-581-2223 info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

６月 日本クラブの行事

秋
田
酒
ク
ラ
ブ
主
催
、
第
26

回
春
の
利
き
酒
会
「
秋
田
名
物

と
全
国
の
銘
酒
祭
り
」
が
、
31

日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
９
時

ま
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
西
45

丁
目
49
番
地
11
階
）
で
開
催
さ

れ
る
。
（
協
賛：

サ
ン
・
ポ
ッ

プ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

秋
田
酒
ク
ラ
ブ
は
２
０
０
６

年
に
秋
田
県
の
銘
酒
、
名
産
品
、

文
化
等
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目

的
に
発
足
、
現
在
は
全
国
の
銘

酒
を
飲
み
比
べ
す
る
き
き
酒
会

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
秋
田
県
か
ら
秋
田

晴
、
天
の
戸
、
木
村
、
太
平
山

な
ど
、
そ
の
ほ
か
東
北
を
中
心

に
桃
川
（
青
森
）
、
南
部
美
人

（
岩
手
）
、
鳳
陽
（
宮
城
）
、
奈

良
萬
（
福
島
）
や
、
八
海
山

（
新
潟
）
、
天
狗
舞
（
石
川
）
な

ど
40
種
類
以
上
の
銘
酒
を
提

供
。
秋
田
名
物
・
稲
庭
う
ど
ん
、

秋
田
味
噌
使
用
ハ
ニ
ー
地
鶏
、

い
ぶ
り
が
っ
こ
・
ち
ょ
ろ
ぎ
の

漬
物
、
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ

の
味
噌
漬
け
な
ど
の
お
つ
ま
み

も
用
意
し
て
い
る
。
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
小
澤
真
智
子
さ
ん
の

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と
秋
田
県
西

馬
内
盆
踊
り
も
披
露
さ
れ
る
。

参
加
費
は
50
ド
ル
（
当
日
、

現
金
に
て
支
払
う
）
。
お
ち
ょ

こ
や
グ
ラ
ス
の
持
参
を
推
奨
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
電

話
２
１
２
・
６
８
２
・
４
３
９

３
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

su
n
pop@

att.n
et

（
山
本
さ

ん
）
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

w
w
w
.facebook.com

/
akitasakeclub

を
参
照
。

秋
田
利
き
酒
会

31
日
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で

ネ
タ
が
大
き
い
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
寿
司
ラ
ン
チ
が
19
ド

ル
50
セ
ン
ト
。
ビ
レ
ッ
ジ
の

と
も
え
寿
司
（
ト
ン
プ
ソ
ン

通
り
１
７
２
番
地
、
電
話
２

１
２
・
７
７
７
・
９
３
４

８
）
。
ラ
ン
チ
は
午
後
１
時
か

ら
、
デ
ィ
ナ
ー
は
午
後
５
時

か
ら
。
予
約
は
取
ら
な
い
。

開
店
１
時
間
前
に
並
ぶ
こ
と

を
お
勧
め
。
月
曜
定
休
。（
三
）

ラ
ー
メ
ン
激
選
区
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
日
本
か
ら
の
出
店
を

希
望
す
る
人
気
店
が
17
、
18
日

の
週
末
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
９

番
街
56
丁
目
で
開
催
さ
れ
た
ジ

ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
ト
に
参
加
し

た
。
ラ
ー
メ
ンStyle

ジ
ャ
ン

ク
ス
ト
ー
リ
ー
（
大
阪
）
、
ラ

ー
メ
ン
楓
（
東
京
）
、
鬼
そ
ば

藤
谷
（
東
京
）
お
笑
い
芸
人

へ
い
た
く
ち
ゃ
ん
の
店
、
自
家

製
麺
ほ
う
き
ぼ
し
（
東
京
）
、

炊
込
物
語
の
し
ま
る
（
横
浜
）
、

れ
だ
ん
（
大
阪
）
、JT

R
R
D

C
A
F
E

（
大
阪
）
の
各
店
。

ラ
ー
メ
ンStyle

ジ
ャ
ン
ク

ス
ト
ー
リ
ー
（
井
川
真
宏
社
長
）

は
大
阪
に
直
営
４
店
舗
を
構
え

る
有
名
店
。
こ
だ
わ
り
抜
い
た

塩
ラ
ー
メ
ン
「
塩
の
キ
ラ
メ
キ
」

が
自
慢
の
一
品
。
４
月
の
ラ
ー

メ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
出
店

し
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
初
の
２

か
月
連
続
の
出
店
＝
写
真
＝
。

井
川
社
長
は
「
日
本
文
化
で

あ
る
出
汁
を
感
じ
ら
れ
る
ラ
ー

メ
ン
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の

お
腹
と
心
を
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
魂
を
込
め
て
作
り

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
店

を
目
指
し
ま
す
」
と
語
る
。
美

味
し
そ
う
に
食
べ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
に
「
オ
ー
、
ア
イ
ム
・

ハ
ッ
ピ
ー
」
と
笑
顔
で
接
客
。

ラ
ー
メ
ン
楓
（
か
え
で
）
は

北
海
道
旭
川
市
出
身
の
魚
崎
浩

敏
社
長
が
関
東
に
４
店
舗
を
構

え
る
北
海
道
ラ
ー
メ
ン
店
。

「
味
噌
ラ
ー
メ
ン
で
勝
負
、
高

温
に
熱
し
た
中
華
鍋
で
炒
め

る
、
楓
独
自
の
調
理
法
で
１
回

１
回
、
味
の
微
調
整
を
し
な
が

ら
心
を
こ
め
て
提
供
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
魚
崎
社
長
。
朝
か

ら
30
丁
目
界
隈
の
コ
リ
ア
ン
タ

ウ
ン
に
ス
パ
イ
ス
を
買
い
出
し

に
行
き
、
歩
い
て
来
た
と
言
う
。

日
本
か
ら
食
の
楽
し
み

Ｎ
Ｙ
出
店
を
目
指
し
て

お得な店

食探訪

ともえ寿司

40
銘
酒
を
提
供

人
気
の
す
し
ラ
ン
チ
。
う
に
（
７
ド
ル
50
セ
ン
ト
）
は
別
注

https://sapporobeer.com/age-gate/
https://www.restaurantnippon.com/
www.takesushi.us


南
カ
リ
フ
ォ

ル

ニ

ア

大

学

（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
）
で
、

ペ
ニ
ー
硬
貨
よ

り
も
小
さ
く
、

重
さ
が
わ
ず
か

95
ミ
リ
グ
ラ
ム

と
い
う
超
小
型

の
飛
行
型
ロ
ボ

ッ
ト
が
開
発
さ

れ
た
。
こ
れ
は

２
０
１
３
年
に

ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
で
実
施
さ
れ

たR
oboB

ee
Project

に

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
そ
れ
を

更
に
改
良
し
た
も
の
で
、

B
eeP
lu
s

と
呼
ば
れ
る
。

最
も
大
き
な
違
い
は
、
前

者
の
羽
根
が
２
枚
だ
っ
た

も
の
が
、
今
回
は
４
枚
に

増
や
さ
れ
、
実
物
に
よ
り

近
い
動
き
が
可
能
と
な
っ

た

こ

と

で

あ

る

。

R
oboBee

で
使
わ
れ
た
作
動
部

分
の
重
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
25
ミ

リ
グ
ラ
ム
。
そ
ん
な
小
さ
な
パ

ー
ツ
が
開
発
で
き
た
だ
け
で
も

大
変
な
こ
と
だ
が
、
所
詮
２
枚

の
羽
根
で
は
昆
虫
の
持
つ
４
枚

の
羽
根
の
持
つ
安
定
し
た
動
き

を
再
現
す
る
こ
と
は
困
難
。
さ

ら
に
飛
行
に
充
分
な
パ
ワ
ー
が

生
み
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

実
験
中
に
も
頻
繁
に
制
御
不
能

か
ら
墜
落
と
い
う
道
筋
を
辿
る

こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い

う
。
今
回
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
の
学
生
た

ち
が
開
発
し
た
羽
根
は
、
広
げ

た
状
態
で
そ
れ
ぞ
れ
33
ミ
リ
。

そ
れ
で
い
て
、
作
動
部
分
の
重

さ
は
４
つ
併
せ
て
56
グ
ラ
ム
と

い
う
、R

oboBee

と
実
質
的
に

ほ
ぼ
同
じ
重
さ
を
実
現
し
て
い

る
。
ま
た
、
作
動
時
の
負
荷
は

今
回
２
枚
の
羽
根
に
で
は
な
く

４
枚
の
羽
根
に
分
散
さ
れ
る

た
め
減
少
す
る
仕
組
み
だ
。

学
生
た
ち
は
極
小
ロ
ボ
ッ
ト

の
未
来
に
人
工
の
受
粉
は
も

と
よ
り
、
他
の
惑
星
で
の
サ

ン
プ
ル
採
取
の
よ
う
な
分
野

に
ま
で
夢
を
託
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
研
究
は
実
用
化
に

は
ほ
ど
遠
く
、
大
き
さ
に
し

て
も
重
さ
に
し
て
も
実
際
の

昆
虫
に
比
べ
れ
ば
比
較
に
な

ら
な
い
し
、
持
続
性
の
あ
る

動
力
源
も
確
保
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
れ
で
も
何
だ
か
ワ
ク

ワ
ク
し
て
し
ま
う
の
は
、
も

し
か
す
る
と
、
こ
れ
が
ネ
ッ

ト
上
で
の
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世

界
に
お
け
る
技
術
の
進
歩
で

は
な
く
、
た
と
え
小
さ
な
昆

虫
サ
イ
ズ
の
世
界
の
話
で
も
、

モ
ノ
を
実
際
に
手
に
取
る
こ

と
が
で
き
る
「
リ
ア
ル
」
な

話
だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
？

最
近
は
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
個

人
情
報
の
流
出
や
ダ
ー
ク
ウ
ェ

ブ
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、

ど
う
も
暗
い
話
題
が
多
い
。
も

ち
ろ
ん
技
術
そ
の
も
の
は

凄
ま
じ
い
勢
い
で
進
化
し

て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
ス

ピ
ー
ド
感
に
人
類
が
取
り

残
さ
れ
、
技
術
進
歩
の
弊

害
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
の
だ
。
リ
ア
ル
な

技
術
進
歩
に
触
れ
て
ほ
っ

と
す
る
。
妙
な
時
代
だ
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

www.egawanakaba.com
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ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
で
は
司

法
制
度
で
も
い
ろ
い
ろ
と
違
い

が
あ
り
ま
す
が
、
「
逮
捕
」
「
勾

留
」
に
対
す
る
印
象
も
そ
の
一

つ
で
す
。
日
本
だ
と
逮
捕
さ
れ

る
と
裁
判
ま
で
勾
留
が
続
く

（
釈
放
さ
れ
な
い
）
こ
と
も
珍

し
く
な
く
、
起
訴
さ
れ
た
刑
事

被
告
人
の
有
罪
率
は
99
％
を
超

え
ま
す
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ

は
70
％
で
、
逮
捕
さ
れ
た
と
し

て
も
調
べ
が
終
わ
れ
ば
す
ぐ
に

釈
放
さ
れ
て
起
訴
、
裁
判
を
待

つ
こ
と
も
多
い
。

そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
日

本
だ
と
「
逮
捕
＝
悪
い
人
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、

「
推
定
無
罪
」
と
い
う
大
原
則

が
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
ま
せ

ん
。４

月
、
池
袋
で
ブ
レ
ー
キ
と

ア
ク
セ
ル
の
踏
み
違
い
で
10
人

を
跳
ね
、
母
娘
２
人
を
死
亡
さ

せ
て
し
ま
っ
た
87
歳
の
男
性
が

逮
捕
さ
れ
ず
に
取
り
調
べ
を
受

け
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
こ

の
人
が
旧
通
産
省
工
業
技
術
院

の
院
長
ま
で
経
験
し
た
「
上
級

国
民
」
だ
か
ら
逮
捕
さ
れ
な
い

の
か
、
マ
ス
コ
ミ
は
な
ぜ
「
容

疑
者
」
と
呼
ば
な
い
の
か
、
と

い
っ
た
批
判
が
沸
き
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

交
通
事
故
で
も
な
ん
で
も
逮

捕
、
取
り
調
べ
が
常
態
の
日
本

の
警
察
で
、
こ
の
「
元
院
長
」

の
不
逮
捕
が
一
見
不
公
平
な
の

は
確
か
で
す
。
昨
年
２
月
に
東

京
・
港
区
で
元
検
察
幹
部
の
車

が
暴
走
し
て
１
人
が
亡
く
な
っ

た
と
き
も
、
そ
の
元
幹
部
と
い

う
「
上
級
国
民
」
は
逮
捕
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
（
自
身
も
負
傷

で
入
院
）
。
一
方
で
同
５
月
、

神
奈
川
県
で
90
歳
の
女
性
の
車

が
暴
走
し
て
１
人
が
死
亡
し
た

事
故
の
時
は
こ
の
女
性
（
負
傷

な
し
）
は
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
差
に
何
ら
か
の
恣

意
が
働
い
た
か
は
不
明
で
す

が
、
前
者
は
メ
デ
ィ
ア
で
は
肩

書
き
付
き
で
呼
ば
れ
、
後
者
は

容
疑
者
扱
い
で
し
た
。

こ
の
「
不
公
平
」
は
し
か
し

「
逮
捕
し
な
い
」
の
が
「
不
公

平
」
な
の
で
は
な
く
、
や
た
ら

「
逮
捕
す
る
」
方
が
「
悪
し
き

公
平
」
な
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
疑
問
を
提
起
し
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
逮
捕
は
法
律
で
そ
の
条

件
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。１

つ
は
、
逮
捕
し
な
い
と
逃

亡
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
。
い

ま
１
つ
は
証
拠
隠
滅
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
。
こ
の
２
つ
に
当
て

は
ま
ら
な
け
れ
ば
本
来
は
逮
捕

し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
ま

た
、
高
齢
や
健
康
に
無
理
が
あ

っ
て
勾
留
に
耐
え
ら
れ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
場
合
も
逮
捕
し
ま

せ
ん
。
で
は
、
誰
で
も
彼
で
も

逮
捕
、
勾
留
す
る
現
状
こ
そ
が

お
か
し
い
と
な
り
ま
す
。

「
な
ぜ
容
疑
者
と
呼
ば
な
い

の
か
？
」
と
い
う
批
判
も
不
思

議
で
す
。
実
は
89
年
以
前
は
、

逮
捕
さ
れ
た
時
点
で
す
べ
て
実

名
呼
び
捨
て
で
し
た
。
し
か
し

そ
れ
は
推
定
無
罪
の
原
則
に
反

し
て
メ
デ
ィ
ア
が
裁
判
前
に
断

罪
を
先
取
り
し
て
い
る
、
と
い

う
批
判
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら

「
○
○
容
疑
者
」
と
呼
称
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ

は
本
来
は
「
そ
の
人
が
犯
人
と

は
限
ら
な
い
」
「
ま
だ
容
疑
の

段
階
だ
」
と
い
う
、
人
権
擁
護

の
た
め
の
呼
称
で
す
。
な
の
で

「
容
疑
者
」
呼
び
も
、
実
は
批

判
す
る
人
た
ち
が
願
う
よ
う
に

「
悪
い
人
」
と
の
レ
ッ
テ
ル
張

り
と
は
逆
の
意
味
を
持
っ
て
い

る
（
は
ず
な
）
の
で
す
。

日
本
の
司
法
の
こ
う
し
た
逮

捕
主
義
は
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー

ン
日
産
元
会
長
の
逮
捕
・
勾
留

の
際
も
、
長
期
間
に
わ
た
り
身

柄
を
拘
束
し
て
自
白
引
き
出
し

を
狙
う
「
人
質
司
法
」
だ
と
し

て
海
外
か
ら
大
い
に
問
題
視
さ

れ
ま
し
た
。
一
方
で
「
巨
悪
は

眠
ら
せ
な
い
」
と
い
う
東
京
地

検
特
捜
部
を
（
政
治
的
思
惑
を

見
ず
に
）
英
雄
視
す
る
世
論
も

根
強
い
。
そ
の
背
景
に
は
「
お

上
の
や
る
こ
と
」
に
対
す
る
こ

の
社
会
の
先
験
的
な
依
存
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。

最
近
の
日
本
社
会
で
の
「
懲

罰
意
識
」
の
盛
り
上
が
り
が
気

掛
か
り
で
す
。
「
元
院
長
」
だ

け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に

「
こ
い
つ
は
け
し
か
ら
ん
」
「
懲

ら
し
め
て
や
れ
」
と
い
っ
た
空

気
が
す
ぐ
醸
成
さ
れ
る
。
他
人

を
貶
め
る
こ
と
で
自
分
が
何
様

か
で
い
ら
れ
る
よ
う
な
気
に
な

れ
る
、
そ
れ
は
自
信
の
な
さ
の

裏
返
し
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
嫌

韓
も
嫌
中
も
「
反
日
非
難
」
も
、

実
は
日
本
自
体
へ
の
危
機
感
の

裏
返
し
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）

「
上
級
国
民
」

交
通
事
故
を
起
こ
し
た
非
番

の
警
官
へ
の
ア
ル
コ
ー
ル
検
査

を
故
意
に
遅
ら
せ
た
と
し
て
起

訴
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警

の
日
系
警
官
ナ
オ
キ
・
ヤ
グ
チ

警
部
の
ベ
ン
チ
ト
ラ
イ
ア
ル

（
陪
審
な
し
の
裁
判
官
裁
判
）

が
５
月
18
日
に
ブ
ロ
ン
ク
ス
に

あ
る
市
刑
事
裁
判
所
で
開
か

れ
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
リ
ー
ブ
裁

判
長
は
訴
え
を
棄
却
、
無
罪
と

し
た
。

２
０
１
７
年
４
月
22
日
、
非

番
の
エ
フ
レ
イ
ン
・
メ
デ
ィ
ナ

巡
査
が
ブ
ロ
ン
ク
ス
で
軽
度
の

交
通
事
故
を
起
こ
し
た
。
第
40

分
署
の
署
長
で
あ
る
ヤ
グ
チ
警

部
は
午
後
９
時
半
頃
、
警
官
を

派
遣
、
メ
デ
ィ
ナ
巡
査
を
第
46

分
署
か
ら
45
分
署
に
移
動
さ
せ

る
な
ど
し
た
た
め
ア
ル
コ
ー
ル

吸
気
検
査
を
し
た
の
は
２
時
間

後
の
午
後
11
時
30
分
だ
っ
た
。

ブ
ロ
ン
ク
ス
検
察
局
は
２
時

間
後
と
い
う
の
は
検
査
と
し
て

不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

は
メ
デ
ィ
ナ
警
部
補
が
飲
酒
運

転
違
反
に
な
る
の
を
避
け
る
た

め
意
図
的
に
遅
ら
せ
た
も
の
だ

と
し
て
、
ヤ
グ
チ
警
部
を
公
的

不
正
行
為
と
管
理
妨
害
の
容
疑

で
起
訴
し
た
。

裁
判
で
ヤ
グ
チ
警
部
の
弁
護

人
を
務
め
た
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ラ

ン
ツ
弁
護
士
は
、
検
査
の
遅
れ

は
誠
意
あ
る
慎
重
な
対
応
と
警

察
の
仕
事
の
結
果
で
あ
り
、
逮

捕
者
を
出
す
前
に
注
意
が
払
わ

れ
た
だ
け
だ
と
主
張
し
た
。
検

察
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
を
裁

判
で
争
う
に
は
不
十
分
と
判
断

し
た
。
メ
デ
ィ
ナ
巡
査
は
運
転

に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め

て
い
る
。
　

ヤ
グ
チ
警
部
が
加
入
す
る
警

察
組
合
「
警
部
基
金
協
会
」
の

ロ
イ
・
リ
ヒ
タ
ー
会
長
は
「
そ

も
そ
も
起
訴
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
裁
判
官
が
こ

れ
が
何
で
あ
る
の
か
を
（
き
ち

ん
と
）
見
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
」
と
語
っ
た
。
フ
ラ
ン
ツ
弁

護
士
は
「
ヤ
グ
チ
警
部
は
私
が

い
ま
ま
で
出
会
っ
た
な
か
で
最

も
正
直
な
人
の
一
人
だ
。
彼
の

代
理
人
を
務
め
る
こ
と
は
名
誉

だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

ヤ
グ
チ
警
部
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
警
で
勤
務
14
年
。
日
系
ア

メ
リ
カ
人
と
し
て
初
の
警
部
と

な
っ
た
。

日
系
警
部
に
無
罪

事
故
の
同
僚
か
ば
っ
た
容
疑

１
９
６
１
年
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
生
ま
れ
。
父
は
ド
イ
ツ
系
移

民
、
母
は
イ
タ
リ
ア
系
で
７
歳

の
時
に
両
親
が
離
婚
、
母
親
の

元
で
育
て
ら
れ
母
親
の
姓
を
名

乗
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
（
学
士
）
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
（
国
際
・
公
共
政
策
大
学

院
修
士
）
卒
。
大
学
院
卒
業
後
、

中
米
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
た
。
１

９
９
４
年
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
レ

ン
ド
ル
連
邦
下
院
議
員
再
選

の
、
２
０
０
０
年
に
ヒ
ラ
リ

ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
連
邦
上
院
議

員
の
１
期
目
の
選
挙
参
謀
を
務

め
て
い
る
。

政
治
家
と
し
て
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
議
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
39

区
）
に
当
選
し
２
０
０
２
年
か

ら
２
０
０
９
年
ま
で
務
め
た
。

２
０
１
０
年
に
市
政
監
督
官
に

就
任
。
２
０
１
３
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
長
選
に
民
主
党
か
ら

立
候
補
、
貧
困
率
21
％
な
ど
ブ

ル
ー
ム
バ
ー
グ
市
政
下
で
所
得

格
差
が
拡
大
し
た
と
し
て
、
低

所
得
者
層
向
け
住
宅
や
保
育
施

設
の
整
備
を
訴
え
、
ジ
ョ
セ

フ
・
ロ
ー
タ
元
副
市
長
（
共
和

党
）
を
大
差
で
破
り
当
選
。
２

０
１
７
年
も
ニ
コ
ル
・
マ
リ
オ

タ
キ
ス
州
下
院
議
員
（
共
和
党
）

に
圧
勝
し
再
選
。
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
掲
げ
る
移
民
制
限
や
医
療

保
険
制
度
改
革
法
（
オ
バ
マ
ケ

ア
）
撤
回
、
富
裕
層
へ
の
減
税

と
い
っ
た
一
連
の
政
策
に
反
対

し
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
お
よ
び
リ

ベ
ラ
ル
層
の
高
い
支
持
を
持

つ
。
妻
は
ア
フ
リ
カ
系
の
作
家
、

詩
人
、
政
治
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ

ー
の
チ
ャ
ー
レ
ー
ン
・
マ
ク
レ

イ
さ
ん
。
息
子
と
娘
が
い
る
。

１
９
６
セ
ン
チ
の
長
身
。

次
期
大
統
領
選
挙
に
出
馬
表
明

デブラシオNY市長

こんな人

宇
宙
や
地
球
、
海
洋
の
解

明
か
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
昆
虫
、

恐
竜
、
食
物
か
ら
お
酒
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
自
然
科
学
に
関
す

る
テ
ー
マ
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

科
学
者
が
楽
し
く
解
説
す
る

「
ワ
ー
ル
ド
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
６

月
２
日
（
日
）
ま
で
市
内
各

地
の
会
場
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。29

日
（
水
）
に
は
キ
ュ
リ

ー
夫
人
ら
女
性
科
学
者
を
称

え
る
ガ
ラ
公
演
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
６
日
間
で
50
以
上

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
俳

優
で
演
出
家
の
ア
ラ
ン
・
ア

ル
ダ
、
宇
宙
飛
行
士
の
ク
レ

イ
ト
ン
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、

神
経
科
学
者
の
ウ
ェ
ン
デ

ィ
・
ス
ズ
キ
博
士
、
ア
オ

キ
・
チ
エ
博
士
、
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
の
レ
ス
リ
ー
・

ス
ト
ー
ル
な
ど
、
科
学
研
究

者
の
ほ
か
に
有
名
識
者
や
テ

レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
セ
レ
ブ

リ
テ
ィ
ま
で
多
数
出
演
。
子

供
か
ら
大
人
ま
で
趣
向
を
凝

ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
め

る
。入

場
料
・
公
演
の
内
容
な

ど
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
orldsciencefesti-

val.com

を
参
照
。

自然科学の祭典
６月２日まで市内各所で

https://mikoto-inc.com/nys
http://www.sakuraradio.com
http://hinomaru-limo.com


（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）5月25日（土）

●コスメプラウド「春のアンチエイジングセミナー」＝マンハッタ
ン会場 5/29（水）18:30〜　ＮＹ日系人会館（49 W.45th St.11Fl) 、
ＮＪ会場5/30（木）13:00〜　Homewood Suites By Hilton
Edgewater （10 Promenenade, Edgewater)　入場無料（要予約）。
同社社長の荒木勝也氏がコスメプラウドの近況報告や春のお手入れ
方法を語る。参加者全員にサンプル進呈。申し込みは電話201-947-
0010、Ｅメールinfo@cosmeproud.com(宮北さん）まで。●NJ補習
授業校2019年度第2期編入生向け「入園・入学説
明会および授業見学会」＝6/1（土）09:15〜
10:50　ニュージャージー補習授業校パラマス校

（425 Paramus Rd., Pramus, NJ 07652）問い合
わ せ は 電 話 201-493-9222、 Eメ ー ル
njws@jwsnj.orgまで。●ゴスペルコンサート＝6/2（日）16:30
NYめぐみ教会（465 Ridgeway, White Plains NY 10605）
Ridgeway Churchの礼拝堂、広い駐車場あり。電車の場合は、ハー
レムライン　White Plains 駅からタクシーで10分。連絡先は電話
203-531-1609（立石さん）●アップルキッズ主催「親子で歯の教
室」＝6/5（水）14:00〜15:30　ＮＹ日系人会館（49 W.45th

St.11Fl) 参加無料。海外邦人歯科クリニックのロバート・リム歯科医
が子供の歯のケア、歯磨き指導を解説する。子連れ参加可。歯ブラシ
のプレゼント付き。申し込みは電話212-840-6942まで。　●同志社
大学同窓会2019年度総会＝6/9 (日)13:30〜16:00　Fishing
Restaurant Zauo (152 W.24th St) 参加費:$60（1ドリンク付）ドレ
スコードはカジュアル。230FIFHTHルーフトップバーで2次会も予
定 。 出 欠 連 絡 ／ 参 加 人 数 5日 （ 水 ） 深 夜 ０ 時 ま で に Ｅ メ ー ル

nydoshishakaijimukyoku@gmail.comまたは
電話917-407-4013（木田マイクさん）まで。小
切手送付方法など詳細も連絡を。●JASSI第15回
セミナー「猫の健康管理についての正しい知
識」＝６/28（金）18:30〜20:00　参加費：

$20(当日現金または小切手事前支払い）ウィワーク・グランドセン
トラル（450 Lexington Ave.4Fl, 45th St.）定員30人。講師はヒュ
ーメイン・ソサエティー・オブ・ニューヨーク勤務の添田晋吾獣医
師。猫の肥満を防ぐにはどうすればいいのか、歯の健康管理、シニア
猫 の ケ ア な ど に つ い て 解 説 す る 。 申 し 込 み は Ｅ メ ー ル
jassinyevent@gmail.comまで。

www.nyseikatsu.comで詳報

ヘリ墜落で無事

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ヘ
リ
ポ

ー
ト
を
離
陸
し
た
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
15
日
午
後
２
時
20
分

頃
、
ハ
ド
ソ
ン
川
に
墜
落
し

た
。
乗
客
は
乗
っ
て
お
ら
ず

操
縦
士
は
無
事
救
助
さ
れ
た
。

左
手
を
け
が
し
た
が
、
軽
傷

だ
っ
た
。

エ
リ
ッ
ク
・
モ
ラ
レ
ス
操

縦
士
（
35
）
が
操
縦
す
る
ヘ
リ

は
西
30
丁
目
12
番
街
沿
い
に
あ

る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
給
油
。
離
陸

後
す
ぐ
に
、
突
然
機
体
が
バ
ラ

ン
ス
を
失
い
旋
回
し
始
め
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
に
戻
ろ
う
と
し
た
と

見
ら
れ
る
が
高
度
を
失
い
川
に

落
ち
た
。
同
操
縦
士
は
近
く
を

航
行
し
て
い
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
・

ウ
ェ
イ
・
フ
ェ
リ
ー
に
救
助
さ

れ
た
。
墜
落
地
点
は
ヘ
リ
ポ
ー

ト
か
ら
15
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所

で
、
操
縦
士
は
飛
ん
で
き
た
破

片
で
右
手
首
に
軽
い
け
が
を
し

た
。ヘ

リ
は
観
光
ヘ
リ
や
チ
ャ
ー

タ
ー
便
を
手
が
け
る
ジ
ッ
プ
・

ア
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
の
だ

が
、
機
体
に
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

か
ら
近
く
の
空
港
ま
で
の
ヘ
リ

で
送
迎
す
る
ブ
レ
ー
ド
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
サ
イ
ン
が
あ
る
。
こ

の
時
は
業
務
を
行
っ
て
い
な
か

っ
た
と
言
う
。
米
国
運
輸
安
全

委
員
会
が
事
故
の
捜
査
を
行
っ

て
お
り
、
キ
ャ
ロ
リ
ン
・
マ
ロ

ニ
ー
連
邦
下
院
議
員
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
選
出
、
民
主
党
）
は

安
全
が
保
証
さ
れ
る
ま
で
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

ハ
ド
ソ
ン
川
に

操
縦
士
を
救
出
軽
傷

全
米
の
日
系
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー

ム
が
年
に
一
度
集
合
す
る
全
米

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
大
会
（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
・
ラ
グ
ビ
ー
・
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
６
月
29

日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
、
ラ
ン
ド
ー
ル
ズ
ア

イ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
。
参

加
チ
ー
ム
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

シ
カ
ゴ
・
シ
ア
ト
ル
合
同
チ
ー

ム
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
。

２
０
０
５
年
に
山
口
良
治
氏

（
伏
見
工
業
高
〜
現
京
都
工
学

院
高
・
ラ
グ
ビ
ー
部
総
監
督
で

ド
ラ
マ
「
ス
ク
ー
ル
ウ
ォ
ー
ズ
」

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
物
）
を

招
い
て
第
１
回
大
会
を
開
催
し

て
か
ら
今
年
は
15
大
会
目
。

例
年
は
秋
開
催
だ
が
、
今
年

は
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
カ

ッ
プ
が
日
本
で
９
月
末
か
ら
開

催
さ
れ
、
観
戦
に
帰
国
す
る
メ

ン
バ
ー
も
多
い
た
め
、
春
の
開

催
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
チ
ー
ム
は

人
数
も
多
く
、
過
去
に
９
回
の

優
勝
経
験
が
あ
る
。
　
　

各
チ
ー
ム
と
も
学
生
・
駐
在

員
、
永
住
者
、
日
本
に
住
ん
だ

経
験
の
あ
る
米
国
人
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
顔
ぶ
れ
で
年
齢
も
十

代
か
ら
50
代
ま
で
幅
広
く
、
全

く
の
初
心
者
か
ら
大
学
・
社
会

人
リ
ー
グ
経
験
の
元
ス
タ
ー
・

プ
レ
ー
ヤ
ー
ま
で
、
多
彩
な
メ

ン
バ
ー
が
揃
う
。
試
合
終
了
後

は
　
日
本
ク
ラ
ブ
で
懇
親
会
を

行
う
。
同
ク
ラ
ブ
総
料
理
長
の

安
陵
秀
樹
氏
は
伏
見
工
業
高
ラ

グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
。

全
米
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

ラ
グ
ビ
ー
大
会
Ｎ
Ｙ
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
（
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
に
よ
る
と
、
11
日
午

後
５
時
24
分
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
ク
ラ
ウ
ン
ハ
イ
ツ
地
区
デ
ィ

ー
ン
通
り
交
差
点
に
赤
信
号
で

自
転
車
で
入
っ
た
日
本
人
、
中

川
健
一
さ
ん
（
22
）
が
青
信
号

で
入
っ
て
き
た
乗
用
車
と
衝
突

し
、
中
川
さ
ん
は
路
上
で
頭
部

を
強
打
し
、
搬
送
先
の
キ
ン
グ

ス
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
病
院
で
死
亡

が
確
認
さ
れ
た
。

警
察
に
よ
る
と
、
中
川
さ
ん

は
自
動
車
の
バ
ン
パ
ー
に
衝
突

し
た
。
乗
用
車
の
運
転
手
は
、

事
故
後
に
現
場
に
残
り
、
警
察

官
の
取
り
調
べ
を
受
け
た
が
、

青
信
号
で
交
差
点
に
入
っ
て
い

た
た
め
、
交
通
違
反
な
ど
の
罪

に
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
い
う
。

中
川
さ
ん
は
市
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
シ
ェ
フ
と
し
て
勤
め
て

い
た
。
親
し
い
友
人
が
病
院
に

駆
け
つ
け
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
地
元
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ポ
ス

ト
の
取
材
に
応
じ
て
い
る
。

16
日
付
同
紙
は
、
「
中
川
さ

ん
は
集
中
医
療
室
に
入
り
い
ま

に
も
起
き
そ
う
な
穏
や
か
な
顔

を
し
て
い
た
が
起
き
る
こ
と
は

な
か
っ
た
」
と
落
胆
す
る
友
人

の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
て
い

る
。
自
然
食
品
に
関
心
を
持
つ

シ
ェ
フ
だ
っ
た
と
報
じ
て
い

る
。
写
真
は
中
川
さ
ん
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
。
こ
こ
数
年

更
新
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

日
本
人
が
事
故
死

自
転
車
が
交
差
点
で
衝
突

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
は
12

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
学

校
の
通
学
路
の
ス
ピ
ー
ド
・
カ

メ
ラ
を
現
在
の
１
４
０
台
か
ら

７
５
０
台
に
増
や
す
こ
と
を
発

表
し
た
。

児
童
の
生
命
を
守
る
た
め
の

同
安
全
法
で
は
、
同
カ
メ
ラ
の

作
動
時
間
に
関
し
て
も
、
平
日

の
午
前
６
時
か
ら
午
後
10
時
に

延
長
す
る
。
同
知
事
に
よ
る
と
、

同
カ
メ
ラ
の
設
置
以
降
、
通
学

路
の
死
亡
事
故
は
55
％
減
少
し

た
と
い
う
。
設
置
工
事
は
、
今

後
３
年
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

る
。母

の
日
に
、
自
身
の
母
マ
チ

ル
ダ
さ
ん
と
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の

事
務
所
で
会
見
を
行
っ
た
同
知

事
は
「
複
雑
、
密
集
、
活
気
、

急
ぎ
、
狂
乱
が
入
り
混
じ
っ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
通
学
す

る
と
い
う
単
純
な
動
作
が
、
１

日
で
最
も
危
険
な
行
為
に
な
り

か
ね
な
い
。
こ
れ
ま
で
多
く
の

若
い
命
を
失
っ
た
。
苦
い
経
験

か
ら
出
た
判
断
だ
」
と
話
し
た
。

通
学
路
の
安
全

カ
メ
ラ
台
数
５
倍
に

5/18（土）
三菱商事３：双日２
デロイト12：三井物産６
みずほ銀行７：丸紅１
KPMG 10：第一三共製薬０

5/19（日）
三井住友銀行10：ジェトロ 4
堀田ローゼンバーグ/静岡銀行13：ジェトロ０

パ
リ
・
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の

ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
世
界

的
に
著
名
な
建
築
家
の
イ
オ
・

ミ
ン
・
ペ
イ
氏
が
16
日
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
自
宅
で
亡
く
な
っ

た
。
１
０
２
歳
だ
っ
た
。

ペ
イ
氏
は
１
９
１
７
年
中
国

広
州
市
生
ま
れ
、
18
歳
で
米
国

に
移
住
し
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
や
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
な
ど
で
学
ん

だ
。
ボ
ス
ト
ン
の
ジ
ョ
ン
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
記
念
図
書
館
の

設
計
を
任
さ
れ
た
こ
と
で
脚
光

を
浴
び
、
80
歳
を
過
ぎ
て
も
ド

バ
イ
の
イ
ス
ラ
ム
美
術
館
や
上

海
科
学
セ
ン
タ
ー
な
ど
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
手
が
け
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
の
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー

や
滋
賀
県
の
ミ
ホ
美
術
館
な
ど

も
設
計
。
高
松
宮
殿
下
記
念
世

界
文
化
賞
。
米
プ
リ
ツ
カ
ー
賞

を
受
賞
し
た
際
に
は
、
賞
金
10

万
ド
ル
で
中
国
人
学
生
の
米
国

建
築
留
学
奨
学
金
を
創
設
。

建
築
家
Ｉ
・
Ｍ
・
ペ
イ
氏
死
去

Ｎ
Ｙ
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
設
計

デ
ロ
イ
ト
対
第
一
三
共

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
行
を

禁
止
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

今
年
で
44
回
目
を
迎
え
る
日

本
ク
ラ
ブ
会
長
杯
軟
式
野
球
大

会
が
11
日
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ラ

ン
ド
ー
ル
ズ
ア
イ
ラ
ン
ド
球
場

に
て
開
幕
し
た
。
今
期
は
昨
年

の
覇
者
み
ず
ほ
銀
行
、
同
２
位

の
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
を
は
じ
め
、
住
友

商
事
、
伊
藤
忠
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
、
ジ
ェ
ト
ロ
、
三
井
住

友
銀
行
、
双
日
、
デ
ロ
イ
ト
、

丸
紅
、
第
一
三
共
、
三
菱
商
事
、

三
井
物
産
、
堀
田
ロ
ー
ゼ
ン
バ

ー
グ
／
静
岡
銀
行
、
シ
ス
コ
ム

の
14
チ
ー
ム
が
参
加
。
諸
般
の

事
情
か
ら
常
連
だ
っ
た
鹿
島
Ｕ

Ｓ
Ａ
と
富
士
電
機
の
２
社
が
不

参
加
だ
っ
た
。

予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
日
目

と
３
日
目
の
18
日
と
19
日
は
、

６
試
合
の
う
ち
３
試
合
が
５
回

コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。

試
合
の
結
果
次
の
通
り
。

日
本
ク
ラ
ブ
軟
式
野
球
大
会

14
チ
ー
ム
が
熱
戦

主催するニューヨーク・オール・ジャパン

ハドソン川から引き上げられる機体（Photo: ©FDNY）

https://www.hondag.com
http://www.shingoda.com/
https://ibec-usa.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
倫
理
友
の
会

は
16
日
、
し
ん
ば
し
レ
ス
ト
ラ

ン
で
第
19
回
春
の
ラ
ン
チ
ョ
ン

を
開
催
し
た
。
Ｎ
Ｙ
友
の
会
理

事
長
の
リ
ン
ゼ
イ
芥
川
笑
子
さ

ん
＝
写
真
上
／
右
＝
が
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
の
川
村
泰
久
国
連

日
本
政
府
代
表
部
特
命
全
権
大

使
、
国
連
日
本
政
府
次
席
代

表
＝
同
左
＝
を
紹
介
し
た
。
当

日
の
演
題
は
「
『
フ
ァ
ー
ス
ト
』

時
代
の
日
本
の
国
連
外
交
」
。

２
０
１
８
年
、
国
連
事
務
総

長
が
「
自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
主
義
」

の
広
が
り
に
よ
っ
て
国
連
が
深

刻
な
挑
戦
を
受
け
て
い
る
と
述

べ
た
。
戦
後
日
本
は
世
界
と
の

自
由
貿
易
で
大
き
く
発
展
し
、

国
連
の
活
動
を
支
え
て
平
和
国

家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

た
。
川
村
大
使
は
、
混
迷
期
に

あ
る
国
連
の
今
後
の
行
方
と
日

本
の
国
連
外
交
戦
略
に
つ
い
て

講
演
し
た
。
２
０
１
７
年
に
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
国
連
総
会
の

演
説
で
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー

ス
ト
」
と
い
う
米
国
第
一
主
義

を
唱
え
、
翌
年
の
総
会
で
は

「
国
益
が
大
事
だ
」
と
発
言
し

た
こ
と
に
触
れ
、
戦
後
一
環
し

て
国
連
を
支
え
、
負
担
金
の
４

分
の
１
を
担
っ
て
き
た
の
は
ま

ぎ
れ
も
な
く
米
国
で
あ
り
、
75

年
の
時
の
流
れ
を
経
て
「
時
と

し
て
立
ち
止
ま
り
『
国
益
と
は

何
か
』
と
問
い
か
け
る
の
は
当

然
だ
」
と
一
定
の
理
解
を
示
し

た
上
で
、
日
本
の
国
連
外
交
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

日
本
は
こ
れ
ま
で
に
非
常
任

理
事
国
の
席
に
11
回
、
７
年
に

１
回
は
常
に
席
い
た
状
態
で
、

国
連
分
担
金
も
90
年
代
の
22
％

か
ら
現
在
は
９
％
ま
で
に
減
っ

た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
世
界
第

３
位
の
分
担
金
を
担
っ
て
い

る
。
90
年
代
の
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

は
世
界
一
で
、
そ
の
貢
献
と
培

っ
た
信
頼
は
い
ま
も
強
く
実
感

で
き
る
。
国
連
で
は
常
に
重
要

ポ
ス
ト
の
選
挙
が
行
わ
れ
る

が
、
目
先
の
利
益
で
は
な
く

「
日
本
に
は
世
話
に
な
っ
た
」

と
い
う
気
持
ち
を
ア
フ
リ
カ
諸

国
の
大
使
た
ち
は
実
体
験
と
し

て
持
っ
て
い
る
。
日
本
に
対
す

る
彼
ら
か
ら
の
信
頼
感
で
は
、

日
本
は
ど
こ
の
国
に
も
負
け
な

い
自
信
が
あ
る
と
語
っ
た
。

ま
た
拉
致
被
害
者
救
済
の
た

め
の
北
朝
鮮
問
題
や
日
本
海
を

東
海
と
併
記
す
る
よ
う
求
め
る

韓
国
の
国
連
で
の
動
き
を
牽
制

し
、
国
際
機
関
を
通
し
て
人
権

と
平
和
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
述
べ
た
。

国
際
会
議
な
ど
で
テ
ロ
爆
破

が
あ
っ
た
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る

こ
と
も
あ
り
、
厳
重
な
警
備
の

中
に
も
背
後
の
盲
点
が
あ
る
よ

う
な
部
屋
に
各
国
大
使
が
堂
々

と
泊
ま
っ
て
い
る
の
は
「
我
々

が
こ
こ
に
宿
泊
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
こ
と
で
テ
ロ
リ
ス
ト
に

は
屈
し
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
い
る
」
と
い
う
毅

然
と
し
た
態
度
の
各
国
の
大
使

た
ち
の
姿
を
見
て
、
人
間
の
悲

劇
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
人
権
を

守
る
と
い
う
使
命
に
対
す
る
重

い
覚
悟
を
自
分
も
持
っ
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
し
た
。

最
後
に
国
連
に
対
す
る
日
本

の
人
的
貢
献
と
い
う
観
点
か

ら
、
現
在
８
５
０
人
い
る
日
本

人
の
国
連
職
員
を
２
０
２
５
年

ま
で
に
１
０
０
０
人
に
増
や
す

計
画
を
紹
介
。
日
本
政
府
代
表

部
で
面
接
の
仕
方
な
ど
の
説
明

会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
こ
と

も
伝
え
、
「
お
知
り
合
い
に
国

連
職
員
に
な
り
た
い
お
子
さ
ん

た
ち
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
頑

張
っ
て
目
指
し
て
く
だ
さ
い
と

お
伝
え
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

Ｎ
Ｙ
倫
理
友
の
会
春
の
ラ
ン
チ
ョ
ン

「
フ
ァ
ー
ス
ト
」
時
代
の
国
連
外
交

川
村
国
連
大
使
が
講
演

上
智
大
学
は
、
８
月
に
実
践

型
国
連
集
中
研
修
を
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
国
連
本
部
内
で
開
講
す

る
。
将
来
、
国
連
職
員
な
ど
国

際
公
務
員
を
志
す
学
生
や
一
般

社
会
人
を
対
象
と
し
、
国
際
公

務
員
に
な
る
た
め
の
知
識
や
ス

キ
ル
の
向
上
を
目
指
す
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
同
大
学
は
夏
休

み
期
間
を
利
用
し
て
毎
年
研
修

会
を
開
催
し
て
い
る
。

講
座
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
で
働
く
国
連
の
現

職
員
や
元
職
員
を
招
き
、
集
中

研
修
を
行
う
。
国
際
公
務
員
制

度
や
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
説
明
、

履
歴
書
の
書
き
方
、
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
面
接
な
ど
の
実
践
的
演

習
も
行
う
。
興
味
の
あ
る
方
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

研
修
期
間
は
８
月
12
日
（
月
）

か
ら
８
月
16
日
（
金
）
の
５
日

間
。
実
施
場
所
は
国
連
本
部
内

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
。
受
講
料

は
米
国
へ
の
渡
航
費
用
や
宿
泊

費
は
含
ま
な
い
。
一
般
社
会
人

６
万
７
５
０
０
円
。
上
智
大
学

以
外
の
学
生
４
万
５
０
０
０

円
。
受
講
条
件
は
①
日
本
国
籍

を
有
す
る
者
②
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
ｉ

Ｂ
Ｔ
80
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
５
０
、

英
検
準
１
級
以
上
程
度
の
英
語

力
を
有
す
る
人
。

講
師：

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
）
植
木
安
弘
上
智
大
学
教
授
、

（
元
国
連
広
報
官
）
、
そ
の
ほ
か

元
国
連
人
事
官
、
国
連
現
職
員

や
元
職
員
、
日
本
政
府
代
表
部

な
ど
。

申
し
込
み
期
限：

日
本
時
間

６
月
10
日
（
月
）
正
午
ま
で
。

申
込
み
方
法：

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、

国
際
協
力
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
リ
ン
ク
よ

り
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

記
入
の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
宛

先

：
hrcic@

cl.sophia.ac.jp

）
に

て
申
し
込
む
。

詳
細
、
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
は
、
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
。

_http://dept.sophia.ac.jp/i
s/shric/new

s/20190415.
htm

l

問
い
合
せ
先
・
上
智

大
学
国
際
協
力
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
　
Ｅ
メ
ー
ル

hrc-ic@
cl.sophia.ac.jp

上
智
大
学
が
国
連
研
修
会

国
際
公
務
員
を
目
指
し
て

参
加
者
を
米
国
で
も
募
集

ク
イ
ー
ン
ズ
を
拠
点
と
す
る

卸
業
者
デ
シ
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
ズ
は
10
日
、
未
申
告

の
亜
硫
酸
塩
が
混
入
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
干
し

ブ
ド
ウ
の
自
主
回
収
を
発
表
し

た
。米

食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ
州
の
検
査
官

が
定
期
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
７
オ
ン
ス
入
り

の
干
し
白
ブ
ド
ウ
か
ら
、
摂
取

す
る
と
致
命
的
な
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る

亜
硫
酸
塩
が
摘
出
さ
れ
た
と
い

う
。
透
明
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

袋
に
入
っ
た
同
製
品
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ほ
か
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
、
ペ
ン
シ
ル
べ
ニ
ア
、

ミ
シ
ガ
ン
州
に
卸
さ
れ
て
い

た
。
７
オ
ン
ス
入
り
の
ほ
か
、

３
・
５
オ
ン
ス
と
14
オ
ン
ス
入

り
も
回
収
対
象
と
な
っ
て
い

る
。消

費
者
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
な
ど
の
症
状
の
報
告
は
な
い

が
、
対
象
商
品
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
購
入
し
た
店
舗
で
全

額
返
金
を
受
け
る
。
同
回
収
に

関
す
る
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

fda.gov

を
参
照
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

名
所
を
追
加

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
歴
史
建

造
物
保
存
委
員
会
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）

は
14
日
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
）
の
歴

史
を
象
徴
す
る
６
か
所
を
歴

史
的
建
造
物
と
し
て
登
録
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と

発
表
し
た
。

今
回
新
た
に
登
録
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
は
次
の
通
り
。
同

性
愛
者
解
放
運
動
の
た
め
に
１

９
６
９
年
に
発
足
し
た
ゲ
イ
活

動
家
同
盟
が
、
拠
点
と
し
て
使

っ
て
い
た
消
防
署
（
ウ
ー
ス
タ

ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
99
番
地
）
、

女
性
解
放
運
動
セ
ン
タ
ー
（
西

20
丁
目
２
４
３
番
地
）
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
セ
ン

タ
ー
（
西
13
丁
目
２
０
８
番

地
）
、
同
性
愛
者
を
描
い
た
作

品
発
祥
の
劇
場
カ
フ
ェ
・
チ
ー

ノ
（
コ
ー
ネ
リ
ア
通
り
31
番

地
）
、
黒
人
の
同
性
愛
者
と
し

て
公
民
権
運
動
に
貢
献
し
た
小

説
家
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
の
住
居
（
西
71
丁
目

１
３
７
番
地
）
、
著
作
家
オ
ー

ド
リ
ー
・
ロ
ー
ド
の
住
居
（
ス

タ
テ
ン
島
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル

ズ
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
２
０
７
番

地
）
。

１
９
６
９
年
の
暴
動
事
件
で

有
名
な
グ
リ
ニ
ッ
チ
・
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
の
バ
ー
「
ス
ト
ー
ン
・
イ

ン
」
は
、
２
０
１
５
年
に
歴
史

的
建
造
物
と
し
て
登
録
さ
れ
た

が
、
そ
の
ほ
か
の
歴
史
的
跡
地

の
保
存
は
立
ち
遅
れ
て
い
た
。

同
委
員
会
は
今
後
、
公
聴
会
で

同
登
録
案
を
説
明
し
、
正
式
評

決
す
る
と
い
う
。

レ
ー
ズ
ン
回
収

亜
硫
酸
混
入
の
疑
い

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w
w
.n
y
s
e
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a
ts
u
.c
o
m
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米
国
運
輸
省
は
16
日
、
羽
田

発
着
枠
に
関
す
る
仮
決
定
を
発

表
。
デ
ル
タ
航
空
は
羽
田
空
港

と
シ
ア
ト
ル
、
デ
ト
ロ
イ
ト
、

ア
ト
ラ
ン
タ
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、

ホ
ノ
ル
ル
を
結
ぶ
５
路
線
の
仮

承
認
を
獲
得
、
実
現
す
れ
ば
羽

田
空
港
で
最
大
の
運
航
規
模
を

持
つ
米
国
航
空
会
社
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
羽
田
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
関
し
て
日
本
の
航
空
会
社

と
共
同
事
業
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ

ン
チ
ャ
ー
）
提
携
を
し
て
い
る

米
国
航
空
会
社
の
方
が
有
利
だ

っ
た
が
、
今
後
は
デ
ル
タ
航
空

も
競
争
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
デ
ル
タ
航
空
の
執
行
副

社
長
兼
最
高
法
務
責
任
者
、
ピ

ー
タ
ー
・
カ
ー
タ
ー
は
、
「
こ

の
仮
承
認
は
市
場
の
競
争
を
促

進
し
、
米
国
と
東
京
を
往
復
す

る
お
客
様
の
選
択
肢
を
増
や
す

と
い
う
米
国
運
輸
省
の
方
針
に

沿
っ
た
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
デ

ル
タ
航
空
の
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス

と
プ
ロ
ダ
ク
ト
、
高
い
運
航
の

信
頼
性
と
都
心
に
近
い
羽
田
空

港
の
利
便
性
と
の
組
み
合
わ
せ

が
実
現
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

新
路
線
は
政
府
承
認
を
経

て
、
２
０
２
０
年
夏
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
よ
り
運
航
を
開
始
す
る
。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
（
本

社：

シ
カ
ゴ
、
最
高
経
営
責
任

者：

オ
ス
カ
ー
・
ム
ニ
ョ
ス
）

は
、
６
月
１
日
（
土
）
か
ら
ス

パ
イ
ダ
ー
マ
ン
が
主
演
す
る
ミ

ニ
ド
ラ
マ
仕
立
て
の
機
内
安
全

ビ
デ
オ
の
上
映
を
開
始
す
る
と

発
表
し
た
。

ビ
デ
オ
で
は
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

航
空
社
員
が
緊
急
時
の
対
応
方

法
を
説
明
す
る
ほ
か
、
マ
イ
ル

を
利
用
し
て
ビ
デ
オ
へ
の
出
演

権
を
得
た
マ
イ
レ
ー
ジ
プ
ラ
ス

会
員
や
同
航
空
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
オ
ス

カ
ー
・
ム
ニ
ョ
ス
も
登
場
。
ま

た
、
『
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン：

フ

ァ
ー
・
フ
ロ
ム
・
ホ
ー
ム
』
の

北
米
公
開
（
７
月
２
日
）
に
合

わ
せ
、
同
映
画
が
テ
ー
マ
の
特

製
ア
メ
ニ
テ
ィ
キ
ッ
ト
を
ポ
ラ

リ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
向
け

に
提
供
す
る
。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
副
社
長
マ
ー

ク
・
ク
ロ
リ
ッ
ク
は
、
「
ス
パ

イ
ダ
ー
マ
ン
は
絶
え
ず
正
義
の

た
め
、
人
々
の
安
全
を
守
る
た

め
に
パ
ワ
ー
を
使
う
こ
と
の
重

要
性
を
示
し
て
き
た
。
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
航
空
も
フ
ラ
イ
ト
に
搭

乗
す
る
旅
客
と
乗
務
員
の
安
全

を
守
る
こ
と
が
最
大
の
責
任
と

考
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
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米
国
籍
の
夫
が
財
産
を
遺
し

て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
、
国
際
結
婚
歴
25

年
、
生
存
配
偶
者
は
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
を
保
持
す
る
日
本
人
と

日
米
二
重
国
籍
の
子
２
人
。
遺

産
は
、
米
国
に
あ
る
不
動
産
や

銀
行
預
金
、
４
０
１(

ｋ) 

プ
ラ

ン
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
あ
り
、

日
本
財
産
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
納
税
・
申
告
を
必
要
と
す

る
の
は
米
国
の
遺
産
税
だ
け
で

日
本
の
相
続
税
の
納
税
・
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

米
国
の
遺
産
税

（E
state

T
ax

）

は
、
故
人

（
被
相
続

人
）

が
遺
し
た
財
産
（
遺
産
）

の
価
値
（
時
価
評
価
額
）
に
対

し
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
あ

り
、
相
続
人

（
生
存
配
偶
者

と
２
人
の
子
）

の
人
数
に
関

わ
り
な
く
計
算
さ
れ
ま
す
。
財

産
を
受
け
継
ぐ
遺
族
（
相
続
人
）

に
対
す
る
課
税
で
あ
る
日
本
の

相
続
税
（Inheritance

tax
）

の
納
税
義
務
者
と
は
逆
で
、
被

相
続
人
（
実
際
に
は
遺
産
管
理

人
・
遺
言
執
行
人
）
が
遺
産
税

の
納
税
義
務
者
で
す
。
ま
た
、

州
レ
ベ
ル
の
税
制
度
が
存
在
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
が
そ
の
一
例
で
、
州

遺
産
税
の
納
税
・
申
告
も
必
要

と
し
ま
す
。

ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
、

ペ
ン
シ
ル
べ
ニ
ア
州
、
ケ
ン
タ

ッ
キ
ー
州
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

の
よ
う
に
、
遺
産
税
の
か
わ
り

に
相
続
税
を
課
す
州
が
あ
り
ま

す
。
連
邦
遺
産
税
の
税
率
は
、

２
０
１
９
年
現
在
18
％
〜
35
％

の
10
段
階
の
累
進
税
率
で
す
。

課
税
対
象
と
な
る
遺
産
の
金
額

が
基
礎
控
除
１
１
４
０
万
ド
ル

(

２
０
１
９
年
、
日
本
円
に
換

算
す
る
と
約
１
億
２
４
０
０
万

円) 

を
超
え
る
場
合
に
税
金
が

発
生
し
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

米
国
籍
の
夫
の
死

718

若い友人たちとの会話に、Side Hustleという言葉がよく出
てきます。もともと副業という意味で使われてきましたが、
今のミレニアル世代は、単にお金を稼ぐだけでなく、自分が
やりたい、そして、あわよくば起業にも繋がるようなサイ

ド・ビジネスという意味で使っています。自分で仕事を管理するという点で、パートタ
イムとして雇われるのとは別物と彼らは主張します。

アメリカ社会にGig Economy（個人が自分の技術をネットで切り売りする労働形
態）が広がっていることが、若者たちのSide Hustleを後押ししています。Day Job

（定職）を持ちながらも、余った時間を利用して自分の能力（IT、会計、翻訳、コーチ
ングなどの専門的なものを含む）を試したい人が多いのです。Side Hustleの広がりに、
若者たちが人に使われるよりもアントレプレナー（起業家）的な仕事をしたいという意
識があることが見えてきます。

リーマン・ショック以降、多くのアメリカの若者たちは伝統的な雇用を確保すること
の難しさを実感してきました。Side Hustleは、その中で、彼らが生み出した仕事への
新しいアプローチと言えるのではないでしょうか。（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Side Hustle

やりがいも求めて、自分で頑張る副業

【157】

米語
Watch

ヘ
ラ
ル
ド
ス
ク
エ
ア
34
丁
目

に
あ
る
大
手
デ
パ
ー
ト
の
メ
イ

シ
ー
ズ
旗
艦
店
の
上
に
超
高
層

ビ
ル
を
建
て
る
計
画
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
ジ
ェ
フ
・
ジ

ェ
ネ
ッ
ト
最
高
経
営
責
任
者

（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
15
日
、
メ
デ
ィ

ア
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え

た
。
メ
イ
シ
ー
ズ
以
外
の
商
業

用
テ
ナ
ン
ト
を
収
容
し
、
最
大

１
２
０
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
（
11

万
１
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）

の
規
模
に
な
る
と
い
う
。

メ
イ
シ
ー
ズ
の
広
報
担
当
者

に
よ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

や
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
と
会

い
、
数
か
月
に
わ
た
り
こ
の
計

画
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
き
た

と
い
う
。
「
メ
イ
シ
ー
ズ
の
営

業
は
続
け
つ
つ
商
業
用
の
オ
フ

ィ
ス
タ
ワ
ー
を
建
設
す
る
こ
と

は
、
デ
パ
ー
ト
の
潜
在
的
な
不

動
産
価
値
を
有
効
に
し
、
地
域

経
済
を
促
進
す
る
の
に
も
っ
と

よ
い
方
法
だ
」
と
広
報
担
当
者

は
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま

だ
計
画
初
期
の
段
階
で
あ
り
、

具
体
化
す
る
前
に
い
く
つ
も
の

課
題
が
あ
る
と
い
う
。
単
に
増

築
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ヘ
ラ

ル
ド
ス
ク
エ
ア
周
辺
を
取
り
囲

む
通
り
や
歩
道
も
大
幅
に
改
善

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
声
も
出

て
い
る
。

メ
イ
シ
ー
ズ
百
貨
店

超
高
層
ビ
ル
上
乗
せ

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ

ト
ロ
）
は
世
界
各
地
の
有
力
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
ア
ク
セ
ラ
レ

ー
タ
ー
等
と
提
携
し
、
各
国
の

先
進
的
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
日
系

中
小
・
中
堅
企
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

支
援
内
容
は
現
地
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
情
報
をF

acebook

ア

カ

ウ

ン

ト

「

JE
T

R
O

In
n

ovation

」
で
随
時
発
信

（w
w

w
.facebook.com

/jet
roin

n
ov

ation
/

）
、
現
地
ブ

リ
ー
フ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、
事

業
戦
略
立
案
に
関
す
る
個
別
面

談
メ
ン
タ
リ
ン
グ
（
事
業
機

会
・
資
金
調
達
等
）
、
現
地
パ

ー
ト
ナ
ー
候
補
・
Ｖ
Ｃ
等
投
資

家
等
の
紹
介
、
現
地
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
。
北
米

の
実
施
地
域
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
と
ボ
ス
ト
ン
。
支
援
対
象
は

日
系
中
小
・
中
堅
企
業
（
ブ
リ

ー
フ
ィ
ン
グ
は
大
企
業
も
利
用

可
）
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.jetro

.g
o

.jp
/ser-

vices/jhub.htm
l

を
参
照
す

る
。

エコシステム

ビジネス支援

ジェトロがサービス開始

デ
ル
タ
航
空
が
新
路
線

羽
田
と
米
５
都
市
結
ぶ

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
起
用

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

夏
期
イ
ン
タ
ー
ン
募
集

編
集
部
助
手
、
英
語
面
翻

訳
担
当
な
ど
委
細
面
談
。
問

い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル
で
三
浦

m
iura@

ny
seikatsu.com

http://www.terailaw.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.dipaolafinancial.com/
https://hls-global.com
http://www.rostamilaw.com
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ハドソンヤードの２寝室

い
ま
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
最

も
注
目
度
の
高
い
不
動
産
開
発

地
区
、
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
に
こ

の
ほ
ど
完
成
し
た
高
級
賃
貸
集

合
住
宅
、
ワ
ン
・
ハ
ド
ソ
ン
・

ヤ
ー
ド
（
西
30
丁
目
５
３
０
番

地
）
。
こ
の
春
オ
ー
プ
ン
し
た

豪
華
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

の
目
の
前
に
建
っ
た
こ
の
建
物

は
33
階
建
て
と
、
周
り
の
ビ
ル

か
ら
比
べ
る
と
背
は
余
り
高
く

無
い
が
、
ロ
ビ
ー
に
一
歩
足
を

踏
み
入
れ
る
と
金
箔
を
贅
沢
に

使
っ
た
テ
ー
ブ
ル
が
出
迎
え
る

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ
に
驚
く
。

室
内
に
は
品
と
セ
ン
ス
の
良

い
キ
ッ
チ
ン
ア
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
。
全
２
Ｂ
Ｒ
に
は
ワ
イ
ン
セ

ラ
ー
が
完
備
。
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

ス
ペ
ー
ス
は
贅
沢
に
取
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

浴
室
の
バ
ス
タ
ブ
が
日
本
人

好
み
の
深
さ
に
な
っ
て
い
る
の

が
う
れ
し
い
。
ビ
ル
内
設
備
に

は
、
テ
ナ
ン
ト
だ
け
で
楽
し
め

る
お
洒
落
な
ボ
ー
リ
ン
グ
場
ま

で
あ
り
、
高
級
ホ
テ
ル
の
バ
ー

を
感
じ
さ
せ
る
ラ
ウ
ン
ジ
も
充

実
し
て
い
る
。
新
築
に
つ
き
入

居
者
が
続
々
と
引
越
し
て
来
て

い
て
稼
働
率
は
か
な
り
高
い
と

不
動
産
業
者
の
間
で
も
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
２
寝
室
の
家
賃

は
９
５
１
０
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
・
Ｏ
Ｎ
Ｅ
不

動
産
　
電
話
２
１
２
・
６
６

１
・
１
１
１
１
　
山
辺
さ
ん
。

w
w
w
.jonefudosan.com

（
写
真
提
供
・
Ｊ
・
Ｏ
Ｎ
Ｅ
不

動
産
）

ビル越しにハドゾン川を眺める

キ
ッ
チ
ン
に
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
が
完
備

開
放
感
の
あ
る
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム

本格的なバーベキューシー
ズンになってきた。肉は炭火
で焼くのが一番だが、着火す
るのが結構難しい。マッチ１
本で着火が楽な「マッチライ
ト」というブランドの炭を着
火用に、肉を焼く時のチャコ
ールの風味付けには木炭100％
の「ロイヤルオーク」という
ブランドを２種類併せて使う
と火が簡単につき、なおかつ
肉のうま味も向上させること
ができる。炎が納まって炭が白くなってきた時が最も火力が強い。
Kingsford Match Light Instant Charcoal  11.6 pounds $7.99
Royal Oak Premium Ridge Charcoal 15.4ib. $7.69

バーベキューは炭を使い分ける

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
ナ
ッ
ソ
ー

郡
北
西
に
位
置
す
る
人
口
１

万
５
９
０
０
人
の
町
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
か
ら
の
公
共
交
通

機
関
と
し
て
は
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
鉄
道
が
34
丁
目
の
ペ

ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
出
て

お
り
、
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

が
終
点
駅
。
所
用
時
間
は
約

40
分
。
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ

デ
ィ
国
際
空
港
、
ラ
ガ
ー
デ

ィ
ア
空
港
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

と
の
間
に
あ
る
た
め
、
航
空
、

運
輸
、
流
通
、
光
学
、
ハ
イ

テ
ク
関
連
企
業
に
勤
め
る
日

本
人
駐
在
員
家
庭
が
比
較
的

多
く
住
む
。

町
の
沿
革
は
１
６
７
４
年

に
開
か
れ
、
牧
畜
と
カ
キ
の

養
殖
が
盛
ん
だ
っ
た
。
20
世

紀
に
入
る
と
、
砂
、
砂
利
の

生
産
が
主
な
産
業
と
な
り
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
高
層
ビ
ル
の

90
％
は
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

産
の
砂
で
で
き
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。
現
在
そ
の
元
採
掘

場
所
地
域
は
サ
ン
ズ
ポ
イ
ン

ト
と
い
う
高
級
住
宅
地
に
な

っ
て
お
り
、
富
裕
層
が
多
く

住
ん
で
い
る
。
固
定
資
産
税

が
高
い
が
そ
の
税
金
は
教
育

予
算
に
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、

教
育
レ
ベ
ル
が
高
い
。

ク
イ
ー
ン
ズ
区
以
東
の
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
中
で
は

最
も
日
本
人
が
多
く
住
む
町

と
な
っ
て
お
り
、
私
立
日
本

人
学
校
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育

英
学
園
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

校
が
あ
る
。
日
本
食
料
品
店

や
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
、
学

習
塾
も
あ
り
、
海
の
近
く
の

ゴ
ル
フ
場
は
、
日
本
人
に
も

人
気
が
あ
る
。
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
も
あ
り
、
四
季
を
通
じ

て
風
光
明
媚
な
土
地
だ
。

ロ
ー
カ
ル
沿
線
巡
り

ナ
ッ
ソ
ー
郡
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

とても便利な

週刊ＮＹ生活デジタル版

をご活用下さい！

紙面をまるごと読める機能はそのまま、

PC版とスマホ、タブレット版を共通にした

ことで、スマホやタブレットからも、記事や

広告リンクの活用やバックナンバー閲覧が

可能になりました。大変便利です！

是非ご利用下さい！！

www.nyseikatsu.com

http://kiku-ny.com
https://interiordesigncrafted.com/
http://precious-piece.com
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http://www.sumitomo-ny.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.taichirealty.com
https://www.redacinc.com/
http://brooklyntime.net
http://newyork-apartment-realestate.com
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時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と

つ
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
ア
メ
リ
カ
で
も
よ

く
耳
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い

で

し

ょ

う

か

。

「

S
u
stain

ab
le

D
evelopm

en
t
G
oals

（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
」
の
略

で
、
２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ

ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、

国
連
加
盟
の
１
９
３
か
国
が
２

０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま

で
の
15
年
間
で
達
成
す
る
た
め

に
掲
げ
た
目
標
。
17
の
目
標
と

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ネ
ッ
ト
で
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
検
索
す
れ
ば
い
ろ

い
ろ
と
出
て
く
る
は
ず
。
な
の

で
、
こ
こ
で
詳
し
く
は
触
れ
ま

せ
ん
が
、
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の

取
り
組
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
た

り
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
企
業
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
日
本
で
も
「
Ｊ
Ａ

Ｌ
」
「
ロ
ー
ソ
ン
」
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」

な
ど
の
企
業
を
は
じ
め
、
い
ろ

ん
な
会
社
が
そ
の
取
り
組
み
を

社
会
や
学
生
に
対
し
て
ア
ピ
ー

ル
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
講
師
の
仕
事
も
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
話
せ
る

人
い
ま
す
か
？
」
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
も
増
え
た
。
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
を
理
解
す
る
た
め
の
ゲ
ー

ム
も
あ
れ
ば
、
ゲ
ー
ム
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
講
座
も
増
え
た
。
吉

本
興
業
も
「
笑
い
」
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
推
進
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。

17
の
目
標
の
な
か
に
は
「
貧

困
を
な
く
そ
う
」
や
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
な

ど
、
分
か
り
や
す
い
も
の
も
い

っ
ぱ
い
。
だ
か
ら
、
「
ど
ん
な

人
で
も
受
け
止
め
よ
う
」
「
パ

ー
テ
ィ
で
は
、
食
べ
物
を
残
さ

な
い
よ
う
に
工
夫
し
よ
う
」
な

ど
、
誰
で
も
取
り
組
め
る
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
る
。
何
よ
り
も

全
世
界
が
、
み
ん
な
で
「
持
続

可
能
な
世
界
に
し
よ
う
」
と
い

う
目
標
を
持
つ
こ
と
に
意
味
が

あ
る
。

楽
し
み
な
が
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

を
広
め
る
。
こ
れ
は
素
敵
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

講
師
と
し
て
、
わ
た
し
も
こ
の

考
え
方
を
広
め
て
、
行
動
で
き

る
人
を
増
や
し
た
い
。

お
お
た
に
・
ゆ
り
こ：

１
９
６
３

年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
「
笑
い
」
を

取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話
題
に
。

著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ
ー
（
Ｋ
Ｋ

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）
」
「
は
じ
め
て

講
師
を
頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
（
中

経
出
版
）」
な
ど
多
数
。

ガ
バ
ナ
ー
ズ
島
で

日
本
の
文
化
紹
介
8月30、31日

三大盆踊りNYで

17
日
午
後
、
日
本
ク
ラ
ブ
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館

の
佐
藤
勝
広
報
セ
ン
タ
ー
長
、

Ｊ
Ｐ
Ａ
濱
田
代
表
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
秋
田
県
人
会
の
山
本
正
俊

会
長
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
岐
阜
県

人
会
代
表
の
成
田
敦
氏
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
徳
島
県
人
会
の
西
谷

尚
武
会
長
の
３
県
担
当
者
代
表

が
出
席
し
て
記
者
会
見
が
行
わ

れ
た
。
ガ
バ
ナ
ー
ズ
島
は
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に

乗
っ
て
８
分
で
ア
ク
セ
ス
で
き

る
小
さ
な
島
で
、
１
９
９
６
年

に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
ア
メ
リ
カ

陸
軍
の
駐
屯
地
や
ア
メ
リ
カ
沿

岸
警
備
隊
の
主
要
施
設
と
し
て

使
わ
れ
た
。
２
０
０
３
年
に
国

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
に
同
島
を
１
ド
ル
で

譲
渡
し
、
同
州
・
同
市
が
将
来

の
新
し
い
街
、
教
育
と
環
境
思

想
を
ベ
ー
ス
に
し
た
非
営
利
、

営
利
団
体
が
共
存
す
る
新
た
な

理
想
の
公
共
空
間
を
開
発
す
る

計
画
を
立
て
現
在
も
開
発
が
続

い
て
い
る
。

ガ
バ
ナ
ー
ズ
島
で
は
、
５
月

か
ら
10
月
ま
で
７
日
間
オ
ー
プ

ン
し
て
い
て
無
料
の
ア
ー
ツ
＆

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
、
現
在
で
は
、
毎
週
約

１
万
５
０
０
０
人
が
島
を
訪

れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
一
つ
の

観
光
名
所
に
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｐ
Ａ
が
昨
年
夏
、
石
見
神

楽
を
こ
の
島
で
披
露
し
た
公
演

の
評
判
が
良
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
同
島
側
か
ら
２
０
１
９
年

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
リ
ク

エ
ス
ト
を
受
け
た
。

盆
踊
り
が
開
催
さ
れ
る
の
は

ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
ヒ
ル
で
、
ガ
バ

ナ
ー
ズ
島
の
南
に
位
置
す
る
小

高
い
丘
の
上
。
自
由
の
女
神
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
摩
天
楼
が
一
望

で
き
る
場
所
で
、
こ
ち
ら
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
中
心
と
し
た

公
演
を
行
う
。
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク

ヒ
ル
に
は
、
提
灯
や
電
光
の
か

が
り
火
な
ど
で
、
盆
踊
の
雰
囲

気
を
作
り
、
夕
日
と
自
由
の
女

神
、
摩
天
楼
を
望
み
な
が
ら
の

盆
踊
を
屋
外
に
設
置
さ
れ
た
客

席
か
ら
鑑
賞
す
る
。
盆
踊
り
の

鑑
賞
整
理
券
（
無
料
）
は
、
両

日
共
に
当
日
午
後
４
時
く
ら
い

か
ら
島
内
で
配
布
す
る
予
定

（
各
日
限
定
１
０
０
人
）
。

ま
た
盆
踊
り
の
ほ
か
、
31
日

（
土
）
に
は
正
午
か
ら
午
後
８

時
ま
で
、
島
内
ノ
ー
ラ
ン
パ
ー

ク
で
日
本
食
の
屋
台
、
模
擬
金

魚
す
く
い
、
凧
あ
げ
、
輪
投
げ
、

福
笑
い
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
、

昔
な
が
ら
の
遊
び
・
ゲ
ー
ム
が

紹
介
さ
れ
る
。

三
大
盆
踊
り
祭
発
起
人
の
Ｊ

Ｐ
Ａ
代
表
・
濱
田
さ
ん
は
、

「
在
米
中
の
日
本
人
の
子
供
た

ち
や
、
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
す
さ

ま
ざ
ま
な
国
の
子
供
達
に
、
盆

踊
り
や
遊
び
を
通
し
て
、
日
本

の
文
化
、
風
習
な
ど
を
体
験
し

て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
の

も
こ
の
企
画
の
目
的
の
ひ
と

つ
」
と
言
う
。

日
本
文
化
を
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
を
通
し
て
紹
介
す
る
団
体
、
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
フ

ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
・
イ
ン
ク(

Ｊ
Ｐ
Ａ
、
濱
田
裕
子
代
表
）
は
８
月
30
日
（
金
）
と
31
日

（
土
）
午
後
７
時
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
南
沖
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
湾
に
浮
か
ぶ
ガ
バ
ナ
ー
ズ
ア
イ

ラ
ン
ド
で
、
秋
田
県
の
西
馬
音
内
（
に
し
も
な
い
）
盆
踊
り
、
岐
阜
県
の
郡
上
（
ぐ
じ
ょ
う
）

踊
り
、
徳
島
県
の
阿
波
踊
り
の
日
本
三
大
盆
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
。
日
本
の

三
大
盆
踊
り
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
一
堂
に
披
露
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。
日
米
の
愛
好
家
な
ど

約
50
人
が
踊
る
。
同
島
の
再
開
発
団
体
か
ら
夏
の
文
化
行
事
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
声
が
か
か
り
、

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
三
県
人
会
に
協
力
を
求
め
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
際
交
流
基
金

が
推
進
す
る
日
本
紹
介
イ
ベ
ン
ト
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
９
」
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

岐
阜
県
の

郡
上
踊
り

岐
阜
県
の
郡
上
踊
り
は
４
０

０
年
の
歴
史
が
あ
り
、
１
９
９

６
（
平
成
８
）
年
に
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
特
徴
は
、
お
盆
期
間
を
挟

ん
だ
２
か
月
間
、
町
の
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
に
開
催
さ
れ
る
週
末

が
当
て
ら
れ
、
毎
週
末
盆
踊
り

が
開
催
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
に
城
主
が
士
農
工

商
の
融
和
を
図
る
た
め
に
、
藩

内
の
村
々
で
踊
ら
れ
て
い
た
盆

踊
り
を
城
下
に
集
め
、
「
盆
の

４
日
間
は
身
分
の
隔
て
な
く
無

礼
講
で
踊
る
が
よ
い
」
と
奨
励

し
た
た
め
盛
ん
に
な
っ
た
。
曲

数
は
全
部
で
10
曲
あ
り
、
踊
り

の
会
で
は
１
曲
長
く
て
50
分
、

短
く
て
15
分
を
踊
る
。
　

盆踊り無料クラス

毎週日曜に開催

ワークショップ

秋
田
の
西
馬
音
内
盆
踊
り

や
、
徳
島
の
阿
波
踊
り
は
、
現

地
で
は
一
般
参
加
者
と
し
て
急

に
踊
り
に
参
加
す
る
こ
と
は
許

可
さ
れ
い
な
い
。
見
様
見
真
似

で
踊
れ
る
内
容
で
な
い
た
め
、

Ｊ
Ｐ
Ａ
で
は
毎
週
日
曜
に
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
で
無

料
ク
ラ
ス
を
設
け
、
踊
り
に
慣

れ
て
も
ら
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
中
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.JapanPerform

ingA
r

ts.O
rg

「

B
on

O
dori

Project

」
の
ペ
ー
ジ
参
照
。
　
　

229

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

記
者
会
見
し
た
前
列
左
か
ら
佐
藤
広
報
セ
ン
タ
ー
所

長
、
岐
阜
県
・
成
田
氏
、
秋
田
県
・
山
本
氏
、
徳
島
県
・

西
谷
氏
、
後
列
右
端
か
ら
濱
田
代
表
と
踊
り
の
メ
ン
バ
ー

https://www.suhakobi.com
https://www.mtckitchen.com
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徳
島
県
の

阿
波
踊
り

徳
島
県
の
阿
波
踊
り
は
４
０

０
年
の
歴
史
が
あ
り
、
日
本
国

内
で
は
極
め
て
有
名
な
踊
り

で
、
団
体
で
前
進
す
る
。
江
戸

時
代
で
は
、
川
に
囲
ま
れ
た
土

地
が
狭
く
踊
る
広
場
が
無
い
た

め
、
盆
踊
を
踊
り
た
い
民
衆
が

細
い
道
を
前
に
進
ん
で
踊
り
出

し
た
の
が
今
の
阿
波
踊
り
の
原

型
と
い
わ
れ
て
い
る
。
手
を
高

く
あ
げ
て
つ
ま
先
立
ち
で
踊
る

独
特
の
フ
ォ
ー
ム
は
、
ほ
ん
の

36
年
ほ
ど
前
（
１
９
８
３
年
）

に
一
人
の
女
性
が
や
っ
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。

秋
田
県
の
西
馬
音
内
（
に
し

も
な
い
）
盆
踊
り
は
７
０
０
年

の
歴
史
が
あ
り
、
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
１
９
８
１
（
昭
和

56
）
年
に
指
定
さ
れ
た
。

踊
り
の
特
徴
は
、
優
雅
で
し

な
や
か
な
踊
り
。
衣
装
の
特

徴
・
絹
の
着
物
と
花
笠
、
ま
た

は
木
綿
の
藍
染
の
浴
衣
か
彦
頭

巾
。
衣
装
は
自
前
で
一
人
ひ
と

り
色
や
柄
が
違
う
が
、
絹
地
の

つ
ぎ
は
ぎ
の
配
置
な
ど
は
一
定

の
ル
ー
ル
が
あ
る
の
で
、
全
体

を
見
る
と
統
一
感
が
あ
る
。
盆

踊
り
の
輪
で
踊
っ
て
い
る
時

や
、
輪
の
中
を
通
る
時
は
、
一

切
顔
を
見
せ
ず
、
花
笠
や
頭
巾

で
顔
は
隠
さ
な
い
と
い
け
な
い

ル
ー
ル
が
あ
る
。

秋
田
県
の

西
馬
音
内
踊
り

Jコラボ
レクサス展
6月8日から23日まで

９
日
に
は

落
語
披
露

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠
点
に
日

本
の
文
化
や
ア
ー
ト
を
発
信
す

る
非
営
利
団
体
Ｊ
コ
ラ
ボ
（
７

番
通
り
３
０
０
番
地
）
は
６
月

８
日
（
土
）
か
ら
23
日
（
日
）

ま
で
、
日
本
各
地
で
活
動
す
る

若
き
「
匠
」
を
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「LE

X
U
S

N
E
W

T
A
K
U
M
I

P
R
O
-

JE
C
T

」
と
の
コ
ラ
ボ
で
展
示

会
を
開
催
す
る
。
９
日
（
日
）

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
落
語
家

の
桂
三
輝
（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
）

や
笑
福
亭
笑
助
ら
の
落
語
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
ま
ざ
ま
な
催

し
が
予
定
さ
れ
る
。
詳
細
は
、

w
w
w
.facebook.com

/event
s/1536114633191417/

ラテンピアニスト

中井知恵美

6月5日ライブ

今
月
２
日
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

主
催
の
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
「
第
24

回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る

日
本
人
・
日
系
人
美
術
家
展
」

が
18
日
閉
幕
し
た
。
32
人
が
60

点
余
り
の
作
品
を
出
品
し
、
同

日
系
人
会
館
ホ
ー
ル
に
展
示
さ

れ
多
く
の
来
場
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
た
。
作
品
は
販
売
さ
れ
、

価
格
の
半
額
が
日
系
人
会
の
活

動
資
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
る
仕

組
み
。
今
年
は
12
枚
の
絵
画
作

品
が
売
れ
、
売
り
上
げ
は
２
万

１
４
５
０
ド
ル
と
昨
年
の
倍
以

上
を
記
録
し
た
。
最
高
値
は
、

Ｎ
Ｙ
植
物
園
の
赤
い
鳥
居
と
雪

景
色
を
描
い
た
澤
野
水
纓
さ
ん

の
油
絵
「
春
を
待
つ
」
の
１
万

２
０
０
０
ド
ル
だ
っ
た
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
早
間
美
紀

が
６
月
26
日
（
水
）
午
後
９
時

か
ら
、
ス
モ
ー
ク
・
ジ
ャ
ズ
ク

ラ
ブ
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
２
７

５
１
番
地
）
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
う
。

早
間
は
京
都
生
ま
れ
、
大
阪

音
楽
大
学
ピ
ア
ノ
科
卒
業
。
２

０
０
３
年
か
ら
Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に

活
動
し
、
現
在
は
黒
人
教
会
で

毎
週
日
曜
に
ハ
モ
ン
ド
オ
ル
ガ

ン
奏
者
と
し
て
雇
わ
れ
ゴ
ス
ペ

ル
音
楽
を
演
奏
す
る
ほ
か
、
多

数
の
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
と
し
て

ツ
ア
ー
や
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に

参
加
し
て
い
る
。

出
演
は
早
間
（
ピ
ア
ノ
＆
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
）
の
ほ
か
、
マ

ー
ク
・
シ
ム
（
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク

ス
＆
ウ
ィ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
）
、
ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
バ
ウ

ム
（
フ
ル
ー
ト
）
、
マ
ッ
ト
・

ブ
ル
ー
ア
ー
（
エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
・
ベ
ー
ス
）
、
ク
エ
ク
・
ス

ン
ブ
レ
（
ド
ラ
ム
）
。

入
場
料
は
20
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.sm

okejazz.com
/

を

参
照
。

早
間
美
紀

ス
モ
ー
ク
で

6月26日

JAZZコンサート

ラ
テ
ン
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
中
井

知
恵
美
が
６
月
５
日
（
水
）
午

後
７
時
か
ら
、
ロ
ッ
ク
ウ
ッ

ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、

ス
テ
ー
ジ
２
（
ア
レ
ン
通
り
１

９
６
番
地
）
で
、
３
月
に
リ
リ

ー
ス
し
た
自
身
の
３
枚
目
の
Ｃ

Ｄ
「
ア
セ
ン
ダ
ン
ト
」
の
発
売

記
念
ラ
イ
ブ
を
開
催
す
る
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
バ
ー
15
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トw

w
w
.rockw

ood-
m
usichall.com

を
参
照
。

夏の祭り
楽しもう

Ｊ
Ａ
Ａ
の
展
覧
会

売
上
２
万
ド
ル
超

会
場
で
作
品
の
説
明
を
す
る
澤
野
さ
ん
（
右
端
）

http://www.easeny.com/
http://www.jwsny.org
http://www.nikkeius.com
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調
理
器
具
メ
ー
カ
ー
の
グ
レ

ー
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ
社
を
共
同
経

営
す
る
シ
エ
ラ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ガ
ー
ト
さ
ん
と
起
業
家
の
マ
デ

ィ
・
モ
ー
リ
ス
さ
ん
は
30
日

（
木
）
午
後
７
時
か
ら
10
時
ま

で
、
同
社
Ｎ
Ｙ
オ
フ
ィ
ス
（
東

20
丁
目
39
番
地
）
で
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
日
系
カ
フ
ェ
「
コ
ン

ビ
」
の
タ
マ
ゴ
サ
ン
ド
や
カ
ツ

サ
ン
ド
を
１
日
限
定
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
に
提
供
す
る
。

ア
キ
ラ
・
ア
ク
ト
さ
ん
と
ニ

ッ
ク
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
さ
ん
が

作
る
こ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
混
ぜ
た
黄
色
い

茹
で
卵
や
千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
と

ト
ン
カ
ツ
の
具
材
を
白
い
フ
ワ

フ
ワ
の
食
パ
ン
に
挟
み
、
日
本

人
に
馴
染
み
深
い
だ
け
で
な

く
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
話

題
沸
騰
中
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ガ
ー

ト
さ
ん
と
モ
ー
リ
ス
さ
ん
は
、

「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
本
社
ス
タ

ッ
フ
に
も
フ
ァ
ン
が
多
く
、
同

店
の
味
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
紹

介
し
た
い
」
と
思
い
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
部
で
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
同
社
の

商
品
の
紹
介
や
試
食
だ
け
で
な

く
、
コ
ン
ビ
の
秘
伝
の
レ
シ
ピ

も
公
開
す
る
。
ま
た
日
本
の

「
コ
エ
ド
」
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
「
ス
リ
ー
ズ
・
ブ
リ
ュ
ワ
リ

ー
」
の
地
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
も

提
供
す
る
。
料
金
は
１
人
40
ド

ル
、
参
加
は
21
歳
以
上
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

konbixgreatjones.eventb
rite.com

を
参
照
。

懐かしの日本の

サンドイッチ

人気LA店がNYに

ア
メ
リ
カ
の
永
住
権
は
、
ア

メ
リ
カ
に
永
住
を
希
望
し
て
、

申
請
が
許
可
さ
れ
た
人
に
発
行

さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
ア
メ
リ

カ
を
長
期
間
離
れ
た
場
合
、
そ

の
永
住
権
は
無
効
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
永
住
権

を
申
請
し
て
取
得
後
に
、
ご
両

親
ま
た
は
ど
ち
ら
か
の
親
の
介

護
、
ア
メ
リ
カ
の
子
会
社
へ
の

駐
在
中
に
永
住
権
を
取
得
し
そ

の
後
親
会
社
に
帰
任
、
日
本
で

条
件
の
良
い
仕
事
が
見
つ
か
り

し
ば
ら
く
日
本
で
就
職
す
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
ア
メ
リ

カ
を
長
期
間
離
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
々
も
多
い
で
す
。
当

事
務
所
に
は
そ
の
よ
う
な
方
々

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
を
長
期
離
れ

る
こ
と
に
な
る
が
永
住
権
を
保

持
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
、
と
い
う
ご
相
談
を
多
く
受

け
ま
す
。
そ
れ
で
、
今
回
は
永

住
権
を
保
持
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
す
。

質
問
　
私
は
約
８
年
前
に
抽
選

永
住
権
を
申
請
し
、
幸
運
に
も

当
選
し
て
永
住
権
を
取
得
し
ま

し
た
。
そ
の
時
家
族
も
一
緒
に

永
住
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

２
年
前
、
主
人
の
仕
事
の
都
合

と
、
実
家
の
母
の
介
護
な
ど
で

し
ば
ら
く
日
本
に
住
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
息
子
が

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
通
っ
て
い

る
の
で
４
か
月
ご
と
、
ま
た
は

半
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
ア
メ
リ

カ
に
来
て
お
り
ま
し
た
。
今
ま

で
は
空
港
で
問
題
な
く
入
国
で

き
た
の
で
す
が
、
先
月
ミ
ネ
ア

ポ
リ
ス
の
空
港
の
移
民
局
審
査

官
に
な
ぜ
長
期
間
ア
メ
リ
カ
を

離
れ
て
い
た
の
だ
と
質
問
さ

れ
、
主
人
が
日
本
の
会
社
に
勤

め
て
い
る
の
で
、
と
説
明
し
た

と
こ
ろ
、
別
室
に
行
く
よ
う
に

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま

た
約
１
時
間
以
上
、
手
荷
物
の

中
と
携
帯
電
話
の
記
録
を
見
ら

れ
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
理

由
、
今
回
の
渡
航
の
理
由
な
ど

を
質
問
さ
れ
、
返
答
い
た
し
ま

し
た
。
よ
う
や
く
入
国
を
許
可

さ
れ
た
時
は
ぐ
っ
た
り
疲
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
審
査
官
に
言

わ
れ
た
の
は
、
次
に
入
国
す
る

と
き
はR

eentry
Perm

it

を

取
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
は
何
な
の
で
し
ょ
う

か
？

返
答

R
eentry

P
erm
it

と

は
再
入
国
許
可
証
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。
再
入
国
許
可
証
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
型
の
小
さ
な
冊
子

で
、
２
年
間
ア
メ
リ
カ
に
一
度

も
入
国
し
な
く
て
も
永
住
権
を

保
持
で
き
る
も
の
で
す
。
そ
の

期
間
内
、
１
年
後
だ
と
し
て
も

問
題
な
く
ア
メ
リ
カ
に
入
国
も

で
き
ま
す
。

申
請
時
に
は
、
申
請
書
や
申

請
費
用
と
も
に
パ
ス
ポ
ー
ト
と

永
住
権
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
、
写

真
１
枚
（
５
セ
ン
チ
×
５
セ
ン

チ
の
大
き
さ
）
の
書
類
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
書
類

提
出
後
、
約
１
か
月
半
ぐ
ら
い

でB
iom
etrics

(

生
体
情
報
摂

取)

の
知
ら
せ
を
受
け
取
り
ま

す
。
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
ら

移
民
局
に
出
向
き
、
生
体
情
報

を
摂
取
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
こ
の
申
請
書
を

提
出
す
る
時
に
ア
メ
リ
カ
国
内

に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
、B

iom
etrics

は
必
ず
指

定
さ
れ
た
期
日
に
所
定
の
移
民

局
に
行
く
こ
と
で
す
。
昨
年
秋

ぐ
ら
い
ま
で
は
指
定
さ
れ
た
期

日
か
ら
１
、
２
週
間
ず
れ
て
い

て
もB

iom
etrics

を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
現
在

は
指
定
の
期
日
し
か
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
こ
の
許
可
証
は
、

申
請
後
約
６
か
月
ぐ
ら
い
で
ア

メ
リ
カ
国
内
の
所
定
の
住
所
に

送
付
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

申
請
書
は
Ｉ-

１
３
１
と
い

う
申
請
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
移
民

局

Ｕ

Ｓ

Ｃ

Ｉ

Ｓ

の

サ

イ

ト

（w
w
w
.u
scis.gov/i-131

）

に
あ
り
ま
す
。
現
時
点
で
申
請

料
は
６
６
０
ド
ル
に
な
り
ま

す
。（
か
と
う
・
け
い
こ
／
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）

ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
王
様
の
ケ
バ
ブ
は
い
か

が
？

中
近
東
か
ら
伝
っ
た
さ

れ
る
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
ジ
ャ
ー

ブ
地
方
自
慢
の
一
品
。
付
け
合

せ
に
香
り
高
い
バ
ス
マ
テ
ィ
ラ

イ
ス
と
野
菜
で
、
ラ
ム
肉
を
召

し
上
が
れ
！

作
り
方

①

ラ
ム
肉
角
切
り
を
マ
リ
ネ

（
Ａ
）
し
て
味
を
漬
す
。
２
〜

４
時
間
位
お
く
。

②

バ
ス
マ
テ
ィ
ラ
イ
ス
を
同

量
の
水
で
炊
い
て
、
Ｃ
を
混
ぜ

合
わ
せ
味
付
け
る

③

串
に
肉
野
菜
（
Ｂ
）
を
刺

し
て
、
テ
フ
ロ
ン
パ
ン
で
強
火

で
両
面
を
焼
く
。

④

皿
に
ラ
イ
ス
を
盛
り
、
野

菜
を
添
え
ラ
ム
肉
串
を
上
に
し

て
、
レ
モ
ン
汁
を
か
け
る
。

仔
羊
ラ
ム
肉
の
ケ
バ
ブ

Spring Lamb Kebab

加
藤
恵
子

す
る
に
は

再
入
国
許
可
証
の
取
得
を

永
住
権
を
保
持

材料（２人分） 

ロースラム肉　　260ｇ
Ａ：マリネ用（ニンニク、玉ねぎ、生姜すりお
ろす）、Ｂ：ピーマン、玉ねぎ、トマト各々８
枚串２本、バスマティライス１カップ、Ｃ：ピ
ーマン、トマト、玉ねぎ（みじん切り）クミン
大１、塩,こしょう、付け合わせ；インゲン、
絹サヤ、レモン汁

http://www.myeventusa.com/
https://www.iace-usa.com


昼
夜
が
真
逆
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
な
ん
と
か
朝
を
迎
え

た
。
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
は
ア
ッ

プ
タ
ウ
ン
の
鄙
び
た
街
並
み
に

家
具
屋
、
楽
器
屋
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
カ
フ
ェ
が
並
ぶ
。
そ
の
上

空
を
な
ん
と
気
球
が
飛
ん
で
い

る
。
ど
う
や
ら
今
日
は
祭
日
の

よ
う
だ
。
慌
て
て
動
画
を
撮
っ

て
み
た
。
何
や
ら
面
白
そ
う
で

あ
る
。

朝
食
で
街
に
出
る
。
昨
日
歩

い
た
ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
に
行
っ
て

み
た
が
、
時
間
が
早
い
の
か
、

祝
日
だ
か
ら
な
の
か
、
店
が
た

く
さ
ん
閉
ま
っ
て
い
る
。
開
店

準
備
中
の
イ
タ
リ
ア
ン
カ
フ
ェ

に
入
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
と
ク
ロ
ワ

ッ
サ
ン
を
注
文
。

昼
に
今
回
の
ツ
ア
ー
の
首
謀

者
で
あ
る
ピ
ー
タ
ー
が
ホ
テ
ル

に
来
て
く
れ
た
。
彼
は
私
た
ち

が
遠
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
来

て
い
る
と
い
う
の
で
気
を
使
っ

て
く
れ
て
、
私
た
ち
夫
婦
を
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
ま
で
連
れ
出
し
て

豪
華
な
ラ
ン
チ
を
ご
馳
走
し
て

く
れ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
気
持

ち
は
本
当
に
嬉
し
い
の
で
あ
る

が
、
私
は
時
差
ボ
ケ
が
非
常
に

辛
い
こ
と
と
、
そ
ん
な
中
で
今

夜
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ

ブ
、D

izzy's
Jazz

C
lub

で

ト
リ
オ
演
奏
が
あ
る
の
で
、
な

る
べ
く
ホ
テ
ル
で
休
み
た
い
。

わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
ホ
テ
ル
か

ら
歩
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
イ
タ

リ
ア
ン
で
パ
ス
タ
を
い
た
だ
い

た
。
彼
と
し
て
は
、
街
で
一
番

気
に
入
っ
た
中
華
料
理
か
日
本

料
理
を
と
思
っ
て
く
れ
て
い
た

と
思
う
が
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

食
事
を
い
た
だ
い
た
ら
、
や
は

り
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
休
憩
、
起

き
て
か
ら
そ
の
晩
演
奏
す
る
曲

の
ソ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
る
。

演
奏
の
日
程
は
、
今
回
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
ま
と
め
て
く
れ
た
。
よ
く
ま

と
ま
っ
た
の
か
、
強
硬
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
の
か
は
紙
一
重
で
、

到
着
し
て
次
の
日
に
早
速
一
番

ハ
ー
ド
な
ト
リ
オ
の
、
し
か
も

結
構
名
門
な
ク
ラ
ブ
で
の
演
奏

が
あ
り
、
そ
の
次
の
日
は
午
後

の
ピ
ー
タ
ー
主
催
の
コ
ン
サ
ー

ト
と
夜
の
ク
ラ
ブ
で
の
ソ
ロ
ピ

ア
ノ
が
ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
で
組

ん
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
は
か
な

り
き
つ
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

演
奏
で
は
、
時
差
が
な
く
な
る

ま
で
３
日
間
遊
ん
で
い
ら
れ
た

こ
と
が
た
い
そ
う
な
贅
沢
に
思

え
る
。

で
も
、
頑
張
る
し
か
な
い
。

夕
方
起
き
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

U
ber

でD
izzy's

へ
。
運
転
者

は
南
米
か
ら
き
た
移
民
で
あ
っ

た
。
移
民
の
立
場
か
ら
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
ど
ん
な
国
か
を

聞
け
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
。

日
本
を
凄
く
良
い
国
だ
と
思
っ

て
い
て
く
れ
た
。

街
は
意
外
と
小
さ
い
の
で
、

す
ぐ
に
会
場
に
到
着
。
今
回
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
２
人
と
ト
リ
オ
を
組

む
。
ベ
ー
シ
ス
ト
の
ベ
ン
・
ロ

バ
ー
ト
ソ
ン
と
ド
ラ
マ
ー
の
ダ

ニ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

の
つ
な
が
り
で
お
願
い
し
た
。

な
ん
と
私
が
普
段
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
演
奏
し
て
い
る
ド
ラ
マ
ー

と
は
兄
弟
弟
子
で
あ
り
、
世
の

中
が
非
常
に
狭
い
こ
と
を
改
め

て
実
感
。

と
て
も
レ
ト
ロ
で
お
洒
落
な

建
物
の
２
階
が
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

で
、
そ
の
１
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
と
食
事
。

生
粋
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語

が
耳
に
心
地
よ
い
。
夏
に
過
ご

し
た
ロ
ン
ド
ン
の
ア
ク
セ
ン
ト

と
似
て
い
る
が
少
し
違
う
。
隣

に
い
た
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
、
自

己
紹
介
し
に
来
て
く
れ
た
。
な

ん
と
私
を
聴
き
に
来
て
く
れ
て

い
る
の
だ
と
い
う
。
な
ん
と
い

う
光
栄
。

時
間
と
な
り
上
階
の
ク
ラ
ブ

へ
移
動
。
や
は
り
時
差
で
眠
い

（
涙
）
。
チ
ェ
コ
製
のPetrof

と

い
う
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
置
い

て
あ
る
。
美
し
い
ピ
ア
ノ
だ
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

が
甘
い
が
、
何
と
か
な
る
だ
ろ

う
。
問
題
は
時
差
ボ
ケ
だ
。
頑

張
ら
ね
ば
。

祭
日
と
あ
っ
て
お
客
さ
ん
は

た
く
さ
ん
は
来
て
も
ら
え
な
か

っ
た
が
、
日
本
の
会
社
員
時
代

の
繋
が
り
で
来
て
く
れ
た
人
、

現
地
の
フ
ァ
ン
の
か
た
、
あ
り

が
た
い
こ
と
に
、
行
き
の
飛
行

機
で
知
り
合
っ
た
新
し
い
友
達

ジ
ム
が
メ
ル
ボ
ル
ン
の
女
性
を

連
れ
て
聴
き
に
来
て
く
れ
た
。

ま
さ
に
、
一
期
一
会
だ
！

リ
ハ
無
し
で
、
初
め
て
の
共

演
者
、
初
め
て
の
土
地
、
か
な

り
の
時
差
ボ
ケ
で
非
常
に
苦
し

い
ス
テ
ー
ジ
で
あ
っ
た
が
、
最

後
は
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
た
。

こ
の
２
人
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
、
腕
も
人
柄
も
本
当
に
良
い
。

ク
ラ
ブ
オ
ー
ナ
ー
の
若
い
カ
ッ

プ
ル
も
本
当
に
良
心
的
で
採
算

を
度
外
視
し
て
ギ
ャ
ラ
を
く
れ

た
。
感
謝
感
激
で
あ
る
。
が
、

演
奏
は
も
っ
と
上
手
く
で
き
た

と
思
う
。
そ
う
思
う
と
悔
し
く

て
、
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
も
な
か

な
か
寝
つ
け
な
か
っ
た
。

明
日
は
ハ
ー
ド
な
１
日
だ
。

昼
間
は
教
会
で
の
ソ
ロ
コ
ン
サ

ー
ト
、
夜
は
ク
ラ
ブ
で
の
ソ
ロ
、

同
じ
ソ
ロ
で
も
ソ
ン
グ
リ
ス
ト

は
違
う
。
頑
張
っ
て
寝
な
け
れ

ば
。
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

浅
井
岳
史
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作

曲
家
　
／
　w

w
w
.ta
k
e
s
h
ia

sai.com
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毎
年
５
月
18
日
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

（
国
際
博
物
館
会
議
）
が
定
め

た

国

際

博

物

館

の

日

（International
M
useum

D
ay

）
で
す
。
こ
れ
を
記
念
し

て
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
記

念
行
事
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、

私
は
韓
国
お
よ
び
中
国
に
招
待

さ
れ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
韓
国
は
ソ

ウ
ル
の
国
立
中
央
博
物
館
、
中

国
は
長
沙
の
湖
南
省
博
物
館
が

メ
イ
ン
会
場
で
し
た
が
、
こ
こ

で
は
湖
南
省
博
物
館
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

湖
南
省
博
物
館
は
、
１
９
５

６
年
に
開
館
し
、
18
万
余
点
の

収
蔵
品
を
有
し
ま
す
。
殷
、
周
、

楚
と
い
っ
た
古
代
中
国
、
紀
元

前
か
ら
の
出
土
品
を
中
心
に
展

示
し
て
あ
り
、
特
に
１
９
７
２

年
に
長
沙
で
馬
王
堆
漢
墓
（
ま

お
う
た
い
か
ん
ぼ
）
が
発
見
さ

れ
、
同
館
で
展
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
世
界
の
研

究
者
か
ら
高
い
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。
特
に
戦
国
時
代
か
ら

前
漢
初
期
ま
で
の
政
治
・
軍

事
・
思
想
・
文
化
・
科
学
な
ど

多
岐
の
分
野
に
わ
た
る
帛
書
や

Ｔ
字
型
の
一
重
の
絹
地
で
作
ら

れ
た
帛
画
を
含
む
簡
帛
類
（
竹

簡
木
簡
を
含
む
古
文
書
類
）
は
、

「
驚
異
的
出
来
事
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

馬
王
堆
漢
墓
は
、
紀
元
前
２

世
紀
の
墳
墓
で
、
前
漢
初
期
の

長
沙
国
で
丞
相
を
つ
と
め
初
代

タ
イ
（
車
篇
に
大
）
侯
と
な
っ

た
利
蒼
と
そ
の
妻
子
が
葬
ら
れ

て
い
ま
す
。
五
代
十
国
時
代
に

長
沙
で
楚
王
と
し
て
割
拠
し
た

馬
殷
の
墓
と
誤
っ
て
伝
え
ら
れ

て
き
た
こ
と
が
、
「
馬
王
堆
」

と
い
う
名
の
由
来
で
す
が
、
１

９
５
１
年
、
中
国
科
学
院
考
古

研
究
所
の
調
査
に
よ
っ
て
漢
代

の
墓
葬
群
と
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
１
９
７
２
年
の
発
掘
時
、

利
蒼
の
妻
の
遺
体
が
ま
だ
生
け

る
が
如
き
状
態
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
１
０
０
社
に
の
ぼ
る
マ
ス

コ
ミ
が
競
っ
て
こ
れ
を
報
道

し
、
周
恩
来
総
理
（
当
時
）
か

ら
一
般
庶
民
ま
で
が
こ
の
「
西

漢
女
尸
」（
前
漢
の
女
性
遺
体
）

の
発
見
に
沸
き
立
ち
ま
し
た
。

副
葬
品
に
も
貴
重
な
工
芸
品
や

帛
書
が
含
ま
れ
て
お
り
、
漆
器

に
「
タ
イ
侯
家
」
、
封
泥
に

「
タ
イ
侯
家
丞
」
と
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
恵
帝
の
時
に
列
侯
に

叙
せ
ら
れ
た
タ
イ
侯
家
ゆ
か
り

の
女
性
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

「
妾
辛
追
」
と
読
む
べ
き
綬
つ

き
の
印
章
が
見
つ
か
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
利
蒼
の
妻
、
姓
名

は
辛
追
、
と
判
断
さ
れ
て
い
ま

す
。同

館
の
２
階
に
は
、
す
べ
て

こ
の
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
の
出
土

品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
ハ
イ

ラ
イ
ト
は
、
最
後
に
、
古
墳
が

発
掘
さ
れ
た
時
と
同
じ
16
メ
ー

ト
ル
の
深
さ
が
再
現
さ
れ
て
お

り
、
壮
麗
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
基
底
部
に

降
り
て
い
く
と
、
一
番
最
後
に

完
全
に
温
室
管
理
さ
れ
た
前
述

の
利
辛
追
の
遺
体
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
日
本
で
は
、
２

０
０
４
年
に
湖
南
省
博
物
館
所

蔵
品
の
馬
王
堆
漢
墓
出
土
品
と

走
馬
楼
発
掘
品
が
来
日
し
、
サ

ン
ト
リ
ー
美
術
館
で
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

湖
南
省
博
物
館
は
、
２
階
が

「
湖
南
人

三
湘
歴
史
文
化
陳

列
」
と
い
う
青
銅
、
陶
磁
器
、

書
画
、
工
芸
の
４
つ
の
特
定
の

テ
ー
マ
か
ら
な
る
常
設
展
示
に

な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
相
当

に
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
特
に

青
銅
器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
圧

巻
で
、
日
本
の
根
津
美
術
館
所

蔵
の
双
羊
尊
（
重
要
文
化
財
）

と
泉
屋
博
古
館
が
所
蔵
す
る
虎

卣
（
重
要
美
術
品
）
は
、
湖
南

省
の
出
土
品
で
す
。
い
つ
の
日

か
こ
れ
ら
が
一
堂
に
会
す
る
の

を
見
た
い
も
の
で
す
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第310回

湖南省博物館

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
旅
日
記
（
２
）

メ
ル
ボ
ル
ン
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
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舞
踊
家
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
順

子
さ
ん
は
、
沖
縄
本
島
中
部
の

伝
統
芸
能
あ
ふ
れ
る
読
谷
（
よ

み
た
ん
）
の
出
身
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
っ
子
で
祖
母
の
料
理
で
育

っ
た
と
言
う
。
「
野
菜
は
庭
か

ら
、
鶏
も
飼
っ
て
い
て
祖
母
が

絞
め
て
い
ま
し
た
」
。
夏
バ
テ

防
止
に
い
い
夏
野
菜
の
ゴ
ー
ヤ

ー
（
ニ
ガ
ウ
リ
、
ツ
ル
レ
イ
シ
）

を
使
っ
た
「
ゴ
ー
ヤ
ー
ン
ブ
シ

ー
」
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

「
和
食
で
い
う
と
筑
前
煮
の
よ

う
な
感
じ
の
煮
物
か
し
ら
」
。

「
ン
ブ
シ
ー
」
は
、
水
分
の

多
い
野
菜
と
豆
腐
や
肉
な
ど
を

味
噌
で
煮
込
ん
だ
料
理
の
こ

と
。
「
沖
縄
で
は
、
琉
球
王
朝

時
代
に
中
国
の
使
節
団
（
冊
封

使
節
）
を
歓
待
す
る
た
め
に
豚

肉
好
き
の
中
国
人
の
舌
に
合
わ

せ
て
料
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
さ
れ
、
そ
れ
以
前
は
牛
肉
だ

っ
た
ら
し
い
で
す
。
接
待
料
理

と
し
て
は
豚
の
角
煮
が
定
番
で

す
ね
」
と
話
す
。
神
様
に
備
え

る
肉
は
豚
の
三
枚
肉
と
決
ま
っ

て
い
る
。
今
回
は
食
べ
や
す
さ

や
見
た
め
よ
さ
を
考
え
て
三
枚

肉
に
し
た
が
、
い
つ
も
は
骨
付

き
肉
に
す
る
そ
う
で
、
黒
豚
と

シ
ョ
ウ
ガ
は
匂
い
が
き
つ
い
の

で
使
わ
な
い
の
は
「
お
ば
あ
の

味
」
と
の
こ
と
。

沖
縄
人
だ
け
あ
っ
て
ゴ
ー
ヤ

ー
に
う
る
さ
い
。
「
ア
メ
リ
カ

で
手
に
入
る
の
は
ト
ゲ
ト
ゲ
が

な
い
中
国
ゴ
ー
ヤ
ー
と
小
さ
い

イ
ン
ド
ゴ
ー
ヤ
ー
で
、
沖
縄
の

が
一
番
お
い
し
い
ん
で
す
が
、

今
回
は
中
国
ゴ
ー
ヤ
ー
を
使
い

ま
し
ょ
う
。
苦
す
ぎ
る
ん
で
す

け
ど
」
と
説
明
が
入
る
。
種
類

の
違
い
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
の

で
調
べ
て
み
る
と
、
順
子
さ
ん

が
言
う
「
中
国
ゴ
ー
ヤ
ー
」
は

白
レ
イ
シ
、
「
イ
ン
ド
ゴ
ー
ヤ

ー
」
は
あ
ば
し
ゴ
ー
ヤ
ー
な
ど

何
種
類
か
あ
っ
た
。
「
削
り
節

も
コ
ン
ブ
も
沖
縄
料
理
で
は
よ

く
使
い
ま
す
よ
。
コ
ン
ブ
の
消

費
量
は
日
本
一
と
も
言
わ
れ
て

る
ん
で
す
」
と
の
話
も
ち
ょ
っ

と
驚
き
だ
。

「
汁
が
多
い
の
は
私
流
」
「
砂

糖
は
少
な
め
に
。
味
噌
の
味
が

お
い
し
く
な
く
な
る
か
ら
」
な

ど
と
話
し
な
が
ら
、
肉
が
柔
ら

か
く
な
る
の
を
待
っ
て
い
る
間

に
用
意
し
て
く
れ
た
の
が
「
に

ん
じ
ん
シ
リ
シ
リ
」
。
ス
ラ
イ

サ
ー
で
薄
く
切
っ
た
ニ
ン
ジ
ン

を
ご
ま
油
で
さ
っ
と
揚
げ
、
溶

き
卵
を
入
れ
て
塩
胡
椒
で
味
を

つ
け
た
一
品
。
ど
ち
ら
も
白
御

飯
と
一
緒
に
い
た
だ
き
、
「
ま

ー
さ
ん
！
（
琉
球
語
で
「
お
い

し
い
！
」
）
」
。

順
子
さ
ん
は
、
１
９
８
８
年

に
英
語
留
学
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
来
て
そ
の
ま
ま
就
職
・
結
婚

し
て
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ダ
グ
ラ

ス
ト
ン
住
ま
い
は
20
年
ほ
ど
に

な
る
。
「
夫
が
リ
タ
イ
ア
し
た

ら
二
人
で
全
米
中
を
車
で
回
っ

て
、
あ
ち
こ
ち
で
沖
縄
舞
踊
や

創
作
舞
踊
を
踊
る
の
が
夢
」
と

そ
こ
ぬ
け
に
明
る
い
表
情
で
話

す
。
（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）
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豚
肉
を
茹
で
る

「まーさん！」(琉球語で「おいしい！）

お
ば
あ
の
味
ゴ
ー
ヤ
ー
ン
ブ
シ
ー

材
料

豚
肉
を
時
々
フ
ラ
イ
で

返
し
な
が
ら
煮
付
け
る

手つきが美しい順子さん

豆腐は大き目に手でちぎって

入れる

肉
を
入
れ
て
か
ら
最
後
に

味
噌
で
味
付
け

ゴーヤーと豆腐を煮ている鍋

に豚肉を入れる

<作り方＞
① ゴーヤーは半分に切り、タネをスプ
ーンで取り、大き目に斜めに切る。
② ぶつ切りにした豚肉を１分程茹で
る。茹で湯は捨てる。（茹でてから切る
方法もある）
③ 同じ鍋で、しょうゆ、みりん、料理
酒で肉を煮付ける。（泡盛を入れる方法
もある）
④ 別鍋で削り節をさっと茹で、（皿に
盛った時のアクセント用に）少しカス
を残して濾す。
⑤ ④の鍋にゴーヤーを入れ、豆腐は大
きめに手で千切って、水を適宜足しな
がら強火で５分ぐらい煮る。
⑥ ③の肉を汁ごと掬って加え（汁も入
れていい）、味噌を入れ、肉が柔らかく
なったら出来上がり。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
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１
９
１
５
年
開
業
の
米
老
舗

ス
ー
パ
ー
「
ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
」

が
10
月
27
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
第
１
号
店
を
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
・
ネ
イ
ビ
ー
・
ヤ
ー
ド
（
フ

ラ
ッ
シ
ン
グ
街
）
に
開
店
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。
「
ウ
ェ
グ

マ
ン
ズ
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
」
店

は
７
４
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
の

広
さ
で
同
ス
ー
パ
ー
の
な
か
で

は
一
番
小
さ
い
が
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
ス
ー
パ
ー
と
し
て
は
レ

ッ
ド
フ
ッ
ク
の
「
フ
ェ
ア
ウ
ェ

イ
」
や
ガ
ワ
ナ
ス
の
「
ホ
ー
ル

フ
ー
ズ
」
よ
り
広
い
。
６
万
種

類
も
の
食
品
を
提
供
す
る
だ
け

で
な
く
、
中
２
階
に
食
事
と
飲

み
物
を
提
供
す
る
バ
ー
も
併
設

す
る
。

予
定
地
は
ア
ド
ミ
ラ
ル
ズ
ロ

ウ
（
提
督
館
通
り
）
と
呼
ば
れ
、

現
在
は
市
民
戦
争
時
の
建
物
が

廃
墟
状
態
。
約
10
年
来
、
保
存

か
開
発
か
で
議
論
が
交
わ
さ
れ

て
き
た
が
、
３
年
前
に
開
発
が

決
ま
り
、
「
ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
」

の
進
出
が
決
ま
っ
て
い
た
。

ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
・
フ
ー
ド
・

マ
ー
ケ
ッ
ツ
・
イ
ン
ク
（
本

社：

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
チ
ェ

ス
タ
ー
市
）
は
現
在
、
東
海
岸

に
99
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
持
つ
。
家
族
経
営
の
会
社
で
、

２
０
１
９
年
の
あ
る
消
費
者
調

査
で
は
、
「
企
業
の
評
判
」
第

１
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
ほ
ど
愛

さ
れ
て
い
る
。
「
ウ
ェ
グ
マ
ン

ズ
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
」
店
で
は
、

８
０
０
人
以
上
の
雇
用
を
予
定

し
て
い
る
。

ローカル

スクランブル

Brooklyn

米
老
舗
ス
ー
パ
ー

ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
開
店
へ

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
で
、
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
心
屋
仁
之

助
さ
ん
が
６
月
13
日
（
木
）
午

後
７
時
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ

ン
ト
「
ト
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ

イ
ブ
」
を
バ
ル
ー
ク
・
パ
フ
ォ

ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
・
リ
サ
イ
タ

ル
ホ
ー
ル
（
レ
キ
シ
ン
ト
ン
街

55
番
地
／
24
丁
目
と
25
丁
目
の

間
）
で
開
催
す
る
。
開
場
は
午

後
６
時
。
参
加
は
招
待
者
の
み
。

招
待
客
と
な
る
に
は
寄
付
１
０

０
ド
ル
ま
た
は
３
５
０
ド
ル
が

必
要
。
寄
付
金
は
全
額
慈
善
団

体
「
ル
ー
ム
・
ト
ゥ
・
リ
ー
ド
」

に
寄
付
さ
れ
、
女
子
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
貧
困
に
悩
む
国
の
子

供
た
ち
の
た
め
に
使
わ
れ
る
。

心
屋
さ
ん
は
、
累
計
著
書
４

７
０
万
部
超
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

作
家
。
個
人
の
心
の
豊
か
さ
と
、

笑
顔
を
導
き
出
し
、
能
力
を
大

幅
に
向
上
さ
せ
る
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
で
セ

ミ
ナ
ー
や
講
演
活
動
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
運
営
し

て
い
る
。
公
式
ブ
ロ
グ
「
心
が

風
に
、
な
る
」
は
月
間
１
０

０
０
万
ア
ク
セ
ス
。
心
屋
さ

ん
の
「
魔
法
の
言
葉
」
と
し

て
発
信
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
初

め
て
。
当
日
は
、
人
の
心
の

幸
せ
や
、
豊
か
さ
、
本
来
の

自
分
の
可
能
性
に
気
づ
か
せ

て
い
く
話
を
披
露
す
る
予
定
。

ま
た
前
日
12
日
（
水
）
午

後
６
時
か
ら
紀
伊
國
屋
書
店

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
（
ア
ベ
ニ

ュ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
ア
メ
リ
カ

ス
／
６
番
街
１
０
７
３
番
地
／

40
丁
目
、
電
話
２
１
２
・
８
６

９

・

１

７

０

０

）

で

新

刊

『
「
夫
婦
神
話
」
を
捨
て
た
ら
幸

せ
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
』

（
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版
・
刊
）
の
出

版
記
念
サ
イ
ン
会
を
開
催
す
る

（
入
場
無
料
）
。
さ
ら
に
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
心
屋
認
定
講

師
（
休
暇
中
）
の
川
野
理
恵
さ

ん
主
催
に
よ
る
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

が
６
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

開
催
さ
れ
る
。
内
容
は
「
心
屋

と
は
・
心
屋
お
み
く
じ
体
験
・

プ
チ
ワ
ー
ク
体
験
」
。
会
場
は

Ｃ
Ｒ
Ｓ

（
４
番
街
１
２
３
番

地
２
階
）
。
参
加
費
は
寄
付
と

し
て
受
け
付
け
る
。
川
野
さ
ん

は
「
13
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

魔
法
の
言
葉
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
、
優
し
く
、
楽
し
く
、
パ

ワ
ー
を
得
ら
れ
る
、
そ
ん
な
豊

か
さ
の
循
環
を
ご
一
緒
に
体
験

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

13
日
の
「
ト
ー
ク
・
ア
ン

ド
・
ラ
イ
ブ
」
の
詳
細
と
申
し

込
み
方
法
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

：
h

ttps://w
w

w
.kokoro-

y
a.jp/topics/2

2
2
3
/

か

ら
。
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る

詳
細
の
み：

 https://
w

s.form
zu.net/dist/

S57581299/

心
屋
仁
之
助
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
が
語
る
生
き
方
6月13日

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ハ
イ
ツ
に
あ

る
地
下
鉄
の
ク
ラ
ー
ク
ス
ト
リ

ー
ト
駅
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事

の
た
め
１
年
間
、
閉
鎖
さ
れ
る

可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ハ
イ
ツ
協
会
と

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
カ
バ
ナ
ー
Ｎ
Ｙ

州
上
院
議
員
や
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

レ
ビ
ン
Ｎ
Ｙ
市
議
ら
が
５
月
８

日
、
地
下
鉄
を
運
営
す
る
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）

に
対
し
、
１
年
間
閉
鎖
す
る
と

の
決
定
を
す
る
前
に
、
こ
れ
を

避
け
る
す
べ
て
の
可
能
性
を
考

慮
す
る
よ
う
に
と
の
共
同
書
簡

を
送
っ
た
。

２
番
線
と
３
番
線
が
走
る
同

駅
は
３
基
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
老
朽
化
し
て
お
り
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
動
か
な
く
な
り
中
に
人

が
閉
じ
込
め
ら
れ
る
な
ど
問
題

が
た
び
た
び
生
じ
て
い
る
。
こ

の
た
め
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
昨
年
、
早
期

に
取
り
替
え
工
事
を
し
た
い
と

表
明
し
た
が
、
工
事
の
た
め
駅

自
体
を
丸
１
年
ほ
ど
閉
鎖
す
る

必
要
が
あ
る
よ
う
だ
と
Ｍ
Ｔ
Ａ

の
従
業
員
ら
か
ら
漏
れ
て
き
た
。

駅
は
地
下
10
階
に
位
置
し
階

段
は
非
常
時
の
み
し
か
使
わ
れ

な
い
。
構
内
に
は
ヘ
ア
サ
ロ
ン
、

ニ
ュ
ー
ス
ス
タ
ン
ド
、
コ
ー
ヒ

ー
シ
ョ
ッ
プ
、
靴
修
理
店
、
寿

司
店
、
小
売
店
な
ど
が
入
っ
て

い
る
が
、
閉
鎖
と
な
れ
ば
休
業

せ
ざ
る
と
得
な
い
。
ま
た
そ
の

間
の
レ
ン
ト
代
の
支
払
い
問
題

も
あ
る
。
駅
の
完
全
閉
鎖
と
な

れ
ば
通
勤
客
は
近
く
の
駅
を
代

用
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
駅

周
辺
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
大
き
な

影
響
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。
Ｍ

Ｔ
Ａ
は
７
月
に
工
事
の
詳
細
を

発
表
す
る
と
し
て
い
る
が
、
地

域
や
小
売
店
関
係
者
に
は
何
も

話
が
な
い
と
い
う
。

前
日
に
サ
イ
ン
会

ク
ラ
ー
ク
通
り
駅
１
年
間
閉
鎖
か

市
民
の
足
に
悪
影
響
懸
念
の
声

https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/
http://www.bnjcc.org/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/


ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
で
も

同
じ
だ
が
、
選
択
肢
が
多
い
の

は
良
い
と
さ
れ
る
。
選
択
肢
が

多
け
れ
ば
、
自
分
に
合
っ
た
も

の
を
選
べ
る
機
会
が
増
え
、
そ

の
結
果
そ
の
人
は
幸
福
に
な
る

と
い
う
考
え
方
だ
。

本
書
は
著
者
シ
ュ
ワ
ル
ツ
が

ジ
ー
ン
ズ
を
買
い
に
店
に
行
く

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
今
ま
で

履
い
て
い
た
「
普
通
」
の
ジ
ー

ン
ズ
を
買
お
う
と
す
る
が
店
員

は
「
ス
リ
ム
フ
ィ
ッ
ト
」
「
イ

ー
ジ
ー
フ
ィ
ッ
ト
」
「
バ
ギ
ー
」

「
エ
ク
ス
ト
ラ
バ
ギ
ー
」
「
ス
ト

ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」
「
ア
シ
ッ

ド
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」
な
ど
の
中
ど

れ
が
い
い
か
を
聞
く
。

彼
は
「
普
通
」
と
言
い
張
る

が
、
結
局
何
か
よ
い
も
の
を
見

逃
し
て
し
ま
う
恐
れ
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
ジ
ー
ン
ズ
を
試
着
す
る

こ
と
に
。

本
書
で
は
選
択
肢
の
多
さ
は

人
の
幸
福
に
は
つ
な
が
ら
ず
、

そ
れ
ば
か
り
か
う
つ
症
状
の
原

因
と
も
さ
れ
る
と
い
う
。
11
の

解
決
策
が
述
べ
ら
れ
、
多
く
は

納
得
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。

（
秦
隆
司
／
ア
メ
リ
カ
ン
・
ブ

ッ
ク
・
ジ
ャ
ム
編
集
長
）

に
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

そ
の
幻
の
「
五
馬
図
巻
」

を
初
め
て
高
精
細
な
カ
ラ
ー

図
版
で
、
し
か
も
原
寸
サ
イ

ズ
で
再
現
し
た
画
集
が
、
今

年
３
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
美
術
史
研
究
の
第
一
人

者
・
板
倉
聖
哲
教
授
（
東
京

大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
が

編
者
を
つ
と
め
、
詳
し
い
解

説
を
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
初
め
に
東
京
国
立
博

物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展

「
顔
真
卿- 

王
羲
之
を
超
え
た

名
筆
」
に
は
、
中
国
を
は
じ

め
海
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

方
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
な

か
で
も
隠
れ
た
目
玉
と
し
て

注
目
さ
れ
た
出
品
作
が
、
「
五

馬
図
巻
」
で
し
た
。
実
は
、

公
開
さ
れ
る
の
は
80
年
ぶ
り

の
こ
と
。
図
巻
に
は
書
家
と

し
て
有
名
な
黄
庭
堅
（
こ
う

て
い
け
ん
）
の
跋
文
が
つ
け

ら
れ
て
お
り
、
書
の
展
覧
会

に
出
品
さ
れ
た
ゆ
え
ん
で
す

が
、
そ
れ
以
上
に
、
幻
の
存

在
と
さ
れ
て
い
た
こ
の
絵
自

体
の
魅
力
が
、
多
く
の
観
客

を
呼
び
よ
せ
ま
し
た
。
「
五
馬

図
巻
」
を
知
る
研
究
者
や
美

術
商
は
、
世
界
か
ら
こ
ぞ
っ

て
本
物
か
ど
う
か
を
確
か
め

に
き
た
そ
う
で
す
。

李
公
麟
（
１
０
４
９
？
〜

１
１
０
６
年
）
は
残
さ
れ
た

作
品
も
少
な
く
、
日
本
で
は

馴
染
み
の
う
す
い
画
家
で
す
。

し
か
し
、
中
国
古
美
術
を
学

ぶ
人
に
と
っ
て
は
歴
史
的
に

非
常
に
評
価
の
高
い
、
白
描

画
に
秀
で
た
た
い
へ
ん
重
要

な
作
家
で
す
。

「
五
馬
図
巻
」
は
制
作
さ

れ
た
同
時
代
か
ら
「
神
品
」

と
し
て
称
賛
さ
れ
、
元
時
代

の
文
人
た
ち
に
と
っ
て
は
憧

憬
の
的
と
な
り
、
清
・
乾
隆

皇
帝
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な

る
な
ど
、
歴
代
王
朝
で
愛
蔵

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
へ

も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
清
王

朝
の
終
焉
前
後
の
混
乱
期
。

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に

は
、
昭
和
天
皇
御
即
位
大
礼

の
祝
賀
記
念
と
し
て
ひ
ら
か

れ
た
展
覧
会
で
公
開
さ
れ
、

多
く
の
識
者
の
目
に
触
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
速
や
か
に

重
要
美
術
品
に
指
定
さ
れ
た

も
の
の
、
以
降
は
表
舞
台
か

ら
姿
を
消
し
、
世
界
中
が
そ

の
在
り
処
を
探
し
な
が
ら
も
、

約
80
年
も
の
間
、
行
方
知
れ

ず
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

９
０
０
年
以
上
の
時
を
超

え
て
も
な
お
、
「
五
馬
図
巻
」

は
奇
跡
的
な
保
存
状
態
で
輝

き
を
放
っ
て
い
ま
す
。
澄
心

堂
紙
（
ち
ょ
う
し
ん
ど
う
し
）

と
い
う
こ
れ
自
体
が
研
究
の

対
象
と
な
る
北
宋
時
代
の
紙

に
描
か
れ
、
美
し
い
彩
色
と

流
麗
な
墨
の
線
で
、
見
る
人

を
驚
か
せ
ま
す
。
現
在
は
東

京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
、

次
に
公
け
に
さ
れ
る
時
ま
で

眠
り
に
つ
い
て
い
ま
す
。

幻
の
「
神
品
」
の
出
現
は
、

中
国
・
ア
ジ
ア
絵
画
史
に
と

っ
て
大
き
な
発
見
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
を
塗
り
か

え
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
の

美
術
史
に
も
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
と
な
る

は
ず
で
す
。

画
集
製
作
に
は
、
最
高
の

布
陣
が
集
結
し
ま
し
た
。
編

者
の
板
倉
教
授
を
は
じ
め
、

古
美
術
撮
影
で
は
日
本
随
一

の
写
真
家
・
城
野
誠
治
氏
に

よ
る
撮
り
下
ろ
し
に
、
世
界

的
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
原
研
哉
氏

に
よ
る
装
幀
。
ハ
イ
ク
オ
リ

テ
ィ
な
用
紙
を
つ
か
い
、
墨

の
濃
い
線
と
淡
い
彩
色
を
忠

実
に
再
現
し
た
印
刷
に
、
大

判
横
本
（
Ａ
３
判
上
製
、
ス

リ
ー
ブ
ケ
ー
ス
入
り
）
と
い

う
高
い
技
術
の
要
求
さ
れ
る

造
本
で
す
。

「
五
馬
図
巻
」
の
履
歴
を
世

界
で
初
め
て
詳
ら
か
に
す
る

解
説
は
、
中
国
語
の
全
文
訳

と
英
文
サ
マ
リ
ー
付
き
。
画

集
な
ら
で
は
の
、
細
部
ま
で

見
渡
せ
る
拡
大
図
の
迫
力
も

魅
力
で
す
。

w
w

w
.hatorishoten.co.jp

（
羽
鳥
書
店
、
矢
吹
有
鼓
）

■バベル九朔（万城目学、角川文庫）2016年に出版された
単行本を大幅改稿して文庫化。作家志望であり雑居ビルの
管理人でもある主人公は、カラス女に追われて異世界へ迷
い込む。「鴨川ホルモー」「プリンセス・トヨトミ」などの
人気作品を生みだした著者の世界が全開のファンタジー。
読者の想像力にゆだねる終わり方がさらに惹きつけられる。
■70歳のたしなみ（坂東眞理子、小学館）長寿大国日本、
人生100年時代と謳われるなか、2006年に大ブレイクした

「女性の品格」の著者が贈る、毎日を丁寧に生き、高齢期を
豊かな面白みのあるものにするための必修の教科書。70歳
で「終活」するには早すぎる。楽しく「老活」しよう、と
いうのが本書のテーマ。■ペンギン・ブックスが選んだ日
本の名短編29（ジェイ・ルービン編、新潮社）編者のルー
ビン氏は村上春樹作品の翻訳者として世界的に知られる、
翻訳家・作家。序文ではその村上春樹が収録作を軸に日本
文学を論じている。英語版を逆輸入的にしており、日本で
いうところの名短編とは毛色が異なる。英語版と対比させ
て読み比べたくなる一冊。■雲をつかむ話／ボルドーの義
兄（多和田葉子、講談社文芸文庫）雲をつかむ話は読売文
学賞・芸術選奨文科大臣賞を受賞。いつ見るか、どう見る
かで色合いが全く違ってくる。ボルドーの義兄はドイツ語
で発表した後日本語にした作品で、ハンブルグでの記憶を
ボルドーで少しずつ咀嚼していくようなストーリー。■総
理の女（福田和也、新潮新書）日本に内閣制度が創設され
て134年、現在に至るまでに98代62人の総理大臣が誕生し
ている。本書は、初代内閣総理大臣の伊藤博文やＡ級戦犯
として極東国際軍事裁判で死刑判決された東条英機など、
日本を導いた10人の元総理たちの本質を、その妻や愛人から読み解く。■
シーソーモンスター（伊坂幸太郎、中央公論新社）本書は文芸誌「小説Ｂ
ＯＣ」の創刊にあたり、８組の作家によって紡がれた「螺旋プロジェクト」
の一作。ふたつの一族が対立する歴史を描き、「昭和のバブル期」と「近未
来」をそれぞれ舞台とした２編が収録されている。（西口あや）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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BOOKS

始
終
ビ
ル
の
中
で
進
む
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
高
齢
期
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め
の
コ
ツ
。
ア

メ
リ
カ
人
選
、
日
本
の
近
代
・
現
代
文
学
短
編
集
。
世
界
が
注
目
す
る
日
本
人
作
家
の
魅

惑
の
２
編
。
元
総
理
た
ち
を
妻
・
妾
か
ら
読
み
解
く
。
文
芸
誌
の
競
作
企
画
の
一
作
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

画集・李公麟「五馬図」

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

羽鳥書店・刊

板倉 聖哲・編

『Paradox of Choice』
by Barry Schwartz

AMERICAN BOOK JAM

中
国
・
北
宋
時
代
を
代
表

す
る
画
家
、
李
公
麟
（
り
こ

う
り
ん
）
の
「
五
馬
図
巻
」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
作
品
は
長
い
歴
史
を
背
景

に
、
な
か
ば
伝
説
化
し
て
今

選
択
肢
の
多
さ
は
幸
福
に
あ
ら
ず

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.jwsny.org


「
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
、
い
い

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す

け
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
生
活
ス
タ

イ
ル
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
サ
イ
ズ

と
か
値
段
が
マ
ッ
チ
し
て
い
な

い
こ
と
が
と
て
も
多
い
ん
で

す
。
日
本
の
有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
日
本
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

使
っ
て
商
品
を
完
全
に
作
り
上

げ
ち
ゃ
っ
て
か
ら
持
っ
て
く
る

ん
で
す
。
そ
れ
が
す
ご
く
問
題

な
ん
で
す
」
と
言
う
。

こ
れ
ま
で
日
本
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
作
品
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近

代
美
術
館
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
、
ク
ー
パ
ー
・
ヒ
ュ
ー

イ
ッ
ト
美
術
館
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
美
術
館
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
美
術
館
、
デ
ン
バ
ー
美
術
館
、

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
美
術
館
な
ど

に
紹
介
し
、
３
０
０
点
以
上
が

永
久
保
存
作
品
と
し
て
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
実
績
が
言
わ

せ
る
自
信
の
言
葉
だ
ろ
う
。

こ
の
８
月
に
は
国
際
現
代
家

具
見
本
市
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｆ
）
と
同

じ
主
催
者
が
行
う
「
Ｎ
Ｙ
　
Ｎ

Ｏ
Ｗ
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
・
オ

ン
・
デ
ザ
イ
ン
に
35
年
間
70
回

出
展
、
ア
ク
セ
ン
ト
・
オ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
主

催
す
る
。

海
老
原
さ
ん
自
身
も
、
企
業

の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
バ

ー
グ
ド
ル
フ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
シ
ョ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン
の

制
作
を
担
当
。
１
９
８
３
年
以

降
、
ソ
ー
ホ
ー
に
デ
ザ
イ
ン
専

門
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
91
を
オ
ー
プ

ン
。
オ
ー
ナ
ー
、
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
活
動
し
、
88
年
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
界

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
日
本
人
初
の

名
誉
あ
る
賞
「
ブ
ロ
ン
ズ
・
ア

ッ
プ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
」
を
受
賞

し
て
い
る
。

94
年
以
降
プ
ラ
ッ
ト
・
イ
ン

ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
や
パ
ー
ソ
ン

ズ
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
デ
ザ

イ
ン
ほ
か
で
の
教
鞭
、
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
、
ク
ラ

ン
ブ
ル
ッ
ク
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・

オ
ブ
・
ア
ー
ト
な
ど
で
の
講
師

を
行
う
か
た
わ
ら
、
毎
年
Ｎ
Ｙ

の
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
の
卒
業

制
作
審
査
講
師
も
担
当
す
る
。

97
、
98
、
99
年
に
毎
日
デ
ザ
イ

ン
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

２
０
１
３
年
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

91
の
１
階
ス
ペ
ー
ス
を
閉
じ
、

２
階
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
兼
オ
フ

ィ
ス
で
各
美
術
館
シ
ョ
ッ
プ
、

ハ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
に
む
け
て
日
米
の
良
質
な

デ
ザ
イ
ン
商
品
を
展
示
し
卸
業

を
続
け
て
い
る
。

日
本
か
ら
の
海
外
進
出
デ
ザ

イ
ン
商
品
の
た
め
の
手
助
け
を

す
る
若
手
育
成
に
も
力
を
入

れ
、
助
言
と
汗
を
流
す
サ
ポ
ー

ト
を
惜
し
ま
な
い
。
「
ト
レ
ー

ド
シ
ョ
ー
な
ん
だ
か
ら
、
き
ち

っ
と
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
て
ほ
し

い
」
。
白
百
合
学
園
高
校
卒
、

女
子
美
術
大
学
卒
業
。
両
方
の

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
会

長
。
64
年
来
米
、
69
年
よ
り
永

住
。
趣
味
は
自
動
車
の
運
転
で
、

日
本
で
Ａ
級
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取

得
し
た
最
初
の
日
本
人
女
性
２

人
の
う
ち
の
一
人
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

ギャラリー91

オーナー、デザイナー

海老原嘉子さん

（17）　［NY生活ウーマン］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）5月25日（土）

天
然
岩
絵
具
を
テ
ー
マ
に
し

た
絵
画
展
「
地
球
の
色- 

日
本

画
と
天
然
岩
絵
具
」
が
６
月
20

日
（
木
）
か
ら
７
月
17
日
（
水
）

ま
で
、
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西

57
丁
目
１
４
５
番
地
７
階
）
で

開
催
さ
れ
る
。
協
賛：

Ｊ
Ｃ
Ｃ

フ
ァ
ン
ド
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
商
工
会
議
所
）

出
展
作
家
は
、
橋
本
弘
安

(

女
子
美
術
大
学
名
誉
教
授
）
、

村
岡
貴
美
男
（
同
大
学
特
任
教

授
）
、
岸
野
香
（
同
大
学
教
授
）
、

宮
島
弘
道
（
同
大
学
日
本
画
専

攻
教
授
）
、
稲
田
亜
紀
子
（
同

大
学
日
本
画
専
攻
准
教
授
）
、

渡
邊
三
奈
子
（
同
大
学
工
芸
専

攻
教
授
）
、
工
藤
直
（
同
大
学

工
芸
専
攻
教
授
）
、
吉
田
潤
一

郎
（
同
大
学
工
芸
専
攻
教
授
）
、

荒
姿
寿
（
同
大
学
工
芸
専
攻
准

教
授
）
、
大
崎
綾
子
（
同
大
学

工
芸
専
攻
特
任
准
教
授
）
、
能

見
英
子
（
同
大
学
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア

ル
デ
ザ
イ
ン
専
攻
教
授
）
、
松

本
博
子
（
同
大
学
プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ン
専
攻
主
任
教
授
）
、

尾
藤
衡
己
（
同
大
学
特
別
招
聘

教
授
）
、
内
藤
牧
男
（
大
阪
大

学
接
合
科
学
研
究
所
教
授
）
、

ア
ラ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
（
日
本
画

家
）
、
鈴
木
猛
利
（
書
家
）
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
金
曜
が
午
前
10
時
か
ら
午
後

６
時
、
土
曜
は
午
後
５
時
ま
で
。

日
・
月
休
廊
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
６
月
21
日

（
金
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
。

同
日
午
後
６
時
か
ら
本
展
監
修

の
橋
本
弘
安
教
授
と
日
本
画
家

の
ア
ラ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
氏
に
よ

る
講
演
会
を
予
定
し
て
い
る

（
要
予
約
）
。
問
い
合
わ
せ
・
予

約
は
電
話
２
１
２
・
５
８
１
・

２
２
２
３
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

y
hon

da@
n

ippon
clu

b.org

（
本
多
さ
ん
）
ま
で
。

■
同
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

６
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
、
橋

本
弘
安
氏
に
よ
る
天
然
岩
絵
具

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
石
で
ハ
ガ
キ
に
絵
を
描

き
ま
し
ょ
う
」
が
開
催
さ
れ
る
。

日
本
画
岩
絵
具
の
解
説
の
あ

と
、
橋
本
教
授
考
案
の
「
天
然

岩
絵
具
作
成
キ
ッ
ト
」
を
使
い

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
石
か
ら
岩
絵

具
を
作
り
ハ
ガ
キ
に
絵
を
描

く
。
石
で
遊
び
な
が
ら
美
術
や

ア
ー
ト
の
面
白
さ
を
体
験
す

る
。
参
加
費
は
一
般
20
ド
ル
、

会
員
は
15
ド
ル
。
定
員
20
人
。

日
本
の
デ
ザ
イ
ン
を
米
国
に
紹
介
す
る

地
球
の
色
で
描
く

天
然
岩
絵
具
テ
ー
マ

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
女
子
美
展

https://crsny.org
https://www.licensepower.net/
http://www.salon-oasis.net
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://artofhaiku.org/
http://www.idocenter.com
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
久
我
正
次
郎
校
長
）
の

中
等
部
２
・
３
年
生
は
４
日
、

か
つ
て
補
習
授
業
校
教
師
の
経

験
も
あ
る
稲
田
頼
太
郎
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
精
神
や
人
権
」
に
つ
い
て

考
を
深
め
る
学
習
を
行
っ
た
。

稲
田
さ
ん
は
テ
レ
ビ
東
京

「
世
界
な
ぜ
そ
こ
に
日
本
人
」

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
る
エ
イ
ズ
研
究
の
第
一
人
者

で
、
現
在
は
ケ
ニ
ア
に
お
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医
師
と
し
て
エ

イ
ズ
患
者
の
治
療
と
合
わ
せ
ケ

ニ
ア
人
医
師
の
育
成
に
も
尽
力

し
て
い
る
。
稲
田
さ
ん
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
医
師
と
し
て
無
償

で
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
救
済

に
人
生
を
懸
け
て
い
る
自
身
の

姿
や
思
い
を
語
っ
た
。
生
徒
た

ち
は
稲
田
さ
ん
の
話
を
食
い
入

る
よ
う
に
聞
く
と
と
も
に
、
授

業
後
は
「
世
の
中
に
は
と
て
も

辛
い
境
遇
に
あ
る
人
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
や
、
そ
の
人
た
ち

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
稲
田

さ
ん
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ

た
」
「
将
来
は
稲
田
先
生
の
よ

う
に
何
か
人
の
た
め
に
役
立
つ

仕
事
に
就
き
た
い
」
な
ど
と
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

奉
仕
精
神
と
人
権

稲
田
さ
ん
Ｎ
Ｊ
補
習
校
で
講
演

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
半
場
綾

子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
の
小
学
部

１
年
生
は
、
生
活
科
の
授
業
の

一
環
で
学
校
探
検
を
行
っ
た
。

出
発
前
は
、
職
員
室
に
出
入

り
す
る
時
の
挨
拶
を
「
し
つ
れ

い
し
ま
す
！
」
「
し
つ
れ
い
し

ま
し
た
！
」
と
大
き
な
声
で
練

習
し
た
り
、
職
員
に
ど
ん
な
質

問
を
す
る
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
っ
た
り
し
て
準
備
を
進
め

た
。
探
検
で
は
図
書
室
、
職
員

室
、
事
務
室
を
巡
り
、
上
級
生

の
各
教
室
を
見
て
回
っ
た
。
普

段
立
ち
入
る
こ
と
が
な
い
事
務

室
で
は
、
「
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
ま
す
か
」
と
質
問
し
、
職

員
の
話
に
耳
を
傾
け
た
。
職
員

の
パ
ソ
コ
ン
を
の
ぞ
い
た
り
、

学
内
各
所
に
あ
る
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
カ
メ
ラ
の
大
画
面
モ
ニ
タ

ー
を
見
つ
め
て
、
「
み
ん
な
が

よ
く
見
え
る
ね
。
先
生
の
お
仕

事
は
こ
れ
を
見
る
こ
と
？
」
と

微
笑
ま
し
い
質
問
も
飛
び
交
っ

た
。
ま
た
、
上
級
生
の
授
業
の

様
子
を
見
な
が
ら
、
「
あ
ん
な

こ
と
を
勉
強
す
る
ん
だ
」
と
話

し
て
い
た
。

教
室
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
探

検
し
て
み
て
分
か
っ
た
こ
と
を

積
極
的
に
発
表
し
合
っ
た
。
子

供
た
ち
が
自
分
た
ち
の
学
び
舎

を
も
っ
と
知
り
、
楽
し
く
安
全

な
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
機

会
と
な
っ
た
。

育
英
サ
タ
デ
ー
校

小
１
が
学
校
探
検

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の

保
育
部
門
は
、
４
月
か
ら
働
く

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
要
望
に
応
え
て

通
勤
に
便
利
な
少
し
早
め
の
早

朝
保
育
と
迎
え
の
時
間
に
丁
度

い
い
延
長
保
育
を
開
始
し
た
。

実
施
す
る
の
は
ア
ッ
パ
ー
ウ

エ
ス
ト
に
あ
る
フ
レ
ン
ズ
ア
カ

デ
ミ
ー
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
」

と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
フ

ォ
ー
ト
リ
ー
に
あ
る
り
ん
ご
ラ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
「
き
り

ん
の
へ
や
こ
ど
も
園
」
。
「
た
ん

ぽ
ぽ
幼
稚
園
」
は
午
前
８
時
か

ら
延
長
は
６
時
ま
で
、
「
き
り

ん
の
へ
や
こ
ど
も
園
」
は
午
前

７
時
30
分
か
ら
延
長
は
６
時
ま

で
実
施
し
、
希
望
制
で
朝
食
、

朝
の
身
支
度
、
ト
イ
レ
の
あ
と

自
由
遊
び
を
開
始
す
る
。

問
い
合
わ
せ
・
見
学
は
電
話

２
１
２
・
９
３
５
・
８
５
３

５

、

Ｅ

メ

ー

ル

Friends.N
yIkuei@

gm
ail.c

om

（
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
）
、

ま
た
は
電
話
２
０
１
・
９
４

７
・
４
７
０
７
、
Ｅ
メ
ー
ル

R
ingo.N

yIkuei@
gm
ail.co

m
（
り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
）
ま
で
。

早
朝
と
延
長
保
育
開
始

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
日
本
人

職
員
会
は
10
日
、
カ
レ
ッ
ジ
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
伴
里
美
さ
ん

（
サ
ト
リ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
代
表
）
を
講
師
に
迎

え
、
セ
ミ
ナ
ー
「
大
学
の
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
エ
イ
ド
」
を
開

催
し
た
。
職
員
か
ら
の
関
心
と

反
響
が
高
く
、
想
定
を
上
回
る

26
人
か
ら
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
夫
婦
で
の
出
席
者
も
い
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
エ
イ
ド
を
理
解

す
る
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き

用
語
の
説
明
が
あ
り
、
熱
心
に

メ
モ
を
と
る
姿
が
目
立
っ
た
。

日
本
の
大
学
と
違
っ
て
各
家
庭

が
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
支
払
う

学
費
が
異
な
る
た
め
、
不
安
に

思
う
人
も
少
な
く
な
い
が
、
そ

れ
を
事
前
に
知
る
方
法
が
紹
介

さ
れ
た
。
国
立
教
育
統
計
セ
ン

タ
ー
が
発
表
す
る
資
料
を
元

に
、
家
庭
の
収
入
に
よ
っ
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
と
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
学
の
学
費
が
ど
う
変
わ

る
か
も
例
と
し
て
提
示
。
最
後

に
、
学
生
が
ロ
ー
ン
を
組
ま
ず

に
大
学
を
卒
業
で
き
る
よ
う
な

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
イ
ド

が
充
実
し
て
い
る
大
学
リ
ス
ト

も
配
布
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
と
参
加
者

に
配
布
さ
れ
た
資
料
は
、
国
連

日
本
人
職
員
会
の
広
報
メ
ー
ル

で
全
世
界
の
国
連
事
務
所
の
日

本
人
職
員
に
シ
ェ
ア
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

国
連
日
本
人
職
員
会
会
長
の
小

松
原
茂
樹
さ
ん
は
、
「
ア
メ
リ

カ
国
外
で
も
、
子
供
を
ア
メ
リ

カ
の
大
学
に
入
学
さ
せ
た
い
と

思
う
国
連
日
本
人
職
員
は
多

い
。
セ
ミ
ナ
ー
の
資
料
は
そ
ん

な
人
た
ち
に
も
興
味
を
持
っ
て

読
ま
れ
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
た
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
エ
イ
ド
を

も
っ
と
よ
く
知
る
べ
く
、
第
２

弾
の
セ
ミ
ナ
ー
を
期
待
す
る
声

も
聞
か
れ
た
。

大
学
進
学
資
金
を
学
ぶ

国
連
日
本
人
職
員
会

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
大
会
が
４
日
、
ジ

ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
ー
に
あ
る
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
・
コ
ー
ン
ウ
ェ

ル
・
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
で
行
わ

れ
た
。

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
は
２
本
の
縄

を
両
手
で
交
互
に
回
し
て
跳
ぶ

競
技
。
同
大
会
は
２
本
の
縄
を

交
互
に
回
し
、
決
ま
っ
た
競
技

内
容
を
時
間
内
に
正
確
に
行
う

規
定
演
技
、
２
分
間
に
何
回
跳

べ
る
か
を
競
う
ス
ピ
ー
ド
競

技
、
そ
し
て
い
か
に
多
く
の
技

を
で
き
る
か
が
鍵
と
な
る
フ
リ

ー
ス
タ
イ
ル
競
技
の
３
種
目
か

ら
構
成
さ
れ
、
総
合
得
点
を
競

い
合
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
か

ら
は
、
選
抜
さ
れ
た
５
年
生
か

ら
高
校
生
ま
で
の
３
チ
ー
ム
、

総
勢
14
人
が
出
場
し
た
。
結
果
、

６
年
生
チ
ー
ム
「
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
」
、
７
年
生
チ
ー
ム
「
Ｎ
Ｉ

Ｎ
Ｊ
Ａ
」
の
２
チ
ー
ム
が
優
勝，

輝
か
し
い
成
績
を
残
し
た
。
ま

た
、
１
分
間
に
２
人
が
同
じ
縄

に
入
り
何
回
跳
べ
る
か
を
競
う

ツ
イ
ン
ス
ピ
ー
ド
部
門
に
も
参

加
し
た
。

初
め
て
同
大
会
に
出
場
し
た

高
校
生
チ
ー
ム
の
藤
田
千
里
さ

ん
と
河
野
栞
さ
ん
は
、
出
番
ま

で
は
表
情
が
硬
か
っ
た
が
練
習

通
り
の
こ
と
が
う
ま
く
で
て
緊

張
が
と
け
る
と
「
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
答
え
て
い
た
。
同
学

園
の
全
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
チ
ー
ム

は
、
こ
の
結
果
に
よ
り
６
月
に

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
で
行
わ
れ

る
世
界
大
会
の
出
場
権
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

幼
児
部
か
ら
体
力
作
り
の
た
め

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
ク
ラ
ス
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
リ
ズ
ム
感
、
運

動
神
経
、
協
調
性
を
養
え
る
こ

と
で
人
気
の
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
で
世
界
一
に
な

っ
た
経
験
を
持
つ
加
藤
義
隆
教

諭
、
笠
間
将
平
教
諭
が
日
々
熱

く
楽
し
い
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
外
部
生
が
入
れ
る
ク
ラ
ス

も
あ
る
。

世界大会出場へ育
英
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ

STUDENT  LIFE
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
小
島
昇
校
長
）
は
11
日
、

第
44
回
運
動
会
を
実
施
し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
栄

光

に

輝

く

〜G
em

s
of

effort

〜
」
。
開
会
式
の
選
手

宣
誓
で
は
赤
組
白
組
そ
れ
ぞ
れ

の
団
長
・
副
団
長
が
、
「
世
界

一
の
運
動
会
を
作
り
上
げ
る
た

め
、
き
ら
め
く
一
瞬
一
瞬
を
大

切
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
し
た
。

全
児
童
生
徒
は
赤
組
・
白
組

の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
演
技

や
競
技
に
元
気
い
っ
ぱ
い
取
り

組
ん
だ
。
短
距
離
走
は
全
員
が

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
全
力
で
駆

け
抜
け
た
。
団
体
種
目
の
「
ヘ

ル
プ
ミ
ー
！
（
１
・
２
年
）
」

「
ハ
リ
ケ
ー
ン
（
３
・
４
年
）
」

「
竹
取
物
語
（
５
・
６
年
）
」

「W
e

are
the

one!

二
人
三
脚

リ
レ
ー
（
７
〜
９
年
）
」
で
は
、

見
ご
た
え
の
あ
る
勝
負
を
繰
り

広
げ
た
。
応
援
団
は
こ
の
日
の

た
め
に
毎
日
の
休
み
時
間
を
利

用
し
て
練
習
を
積
み
重
ね
て
き

た
。
当
日
は
素
晴
ら
し
い
応
援

合
戦
を
披
露
し
、
運
動
会
を
大

い
に
盛
り
上
げ
た
。

初
等
部
と
中
等
部
に
よ
る
交

流
種
目
で
は
上
級
生
が
下
級
生

の
手
を
と
っ
て
リ
ー
ド
し
た
り

声
を
掛
け
た
り
し
な
が
ら
競
技

す
る
な
ど
、
微
笑
ま
し
い
場
面

が
多
く
見
ら
れ
た
。
最
大
の
見

所
で
あ
る
表
現
演
技
は
、
１
〜

３
年
生
が
飛
行
機
を
テ
ー
マ
に

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ダ
ン
ス
と
息
の

合
っ
た
フ
ラ
ッ
グ
を
披
露
し

た
。
４
〜
６
年
生
は
気
合
十
分

の
掛
け
声
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
、
７
〜
９
年
生

は
組
体
操
を
披
露
し
た
。

運
動
会
の
結
果
は
白
組
の
優

勝
と
な
っ
た
が
、
両
応
援
団
長

が
最
後
に
健
闘
を
称
え
合
い
、

全
校
で
エ
ー
ル
交
換
を
行
い
児

童
生
徒
の
絆
を
一
層
深
め
た
。

児
童
生
徒
が
心
を
一
つ
に
し
、

自
分
の
も
っ
て
い
る
力
を
精
一

杯
発
揮
し
よ
う
と
努
力
し
た
素

晴
ら
し
い
運
動
会
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

第
44
回
運
動
会
を
開
催

親子遠足楽しいな
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
高
松
さ
な
え
校
長
）
全
日

制
幼
児
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
は

16
日
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
島
へ
親

子
遠
足
に
出
か
け
た
。
橋
を
渡

る
車
や
き
ら
き
ら
輝
く
イ
ー
ス

ト
リ
バ
ー
な
ど
の
風
景
を
眺
め

な
が
ら
ト
ラ
ム
に
乗
っ
て
島

へ
。
「
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

み
た
い
だ
ね
え
」
と
ト
ラ
ム
の

ス
リ
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
。
島

に
到
着
後
は
目
的
地
の
公
園
に

向
か
っ
て
川
沿
い
を
散
歩
。
公

園
で
は
さ
わ
や
か
な
そ
よ
風
と

共
に
か
け
っ
こ
、
ボ
ー
ル
遊
び

な
ど
を
し
て
初
夏
を
満
喫
し

た
。
木
陰
で
昼
食
を
と
っ
た
後

は
親
子
ミ
ニ
運
動
会
を
行
い
、

家
族
と
心
地
よ
い
汗
を
流
し

た
。
最
後
に
袋
い
っ
ぱ
い
の
お

土
産
を
手
に
し
て
遠
足
を
終
了

し
た
。

ベ
ビ
ー
服
・
子
供
服
メ
ー
カ

ー
の
ミ
キ
ハ
ウ
ス
は
６
月
１
日

（
土
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
、
Ｎ
Ｙ
州
マ
ウ
ン
ト
バ

ー
ノ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
（45

South
Street, Suite

2S-1,
M

t.V
ernon, N

Y
10550

）
に

て
日
頃
の
感
謝
を
込
め
た
サ
ン

プ
ル
セ
ー
ル
を
開
催
す
る
。

０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
供

服
を
全
品
、
米
国
小
売
価
格
の

50
％
以
上
オ
フ
で
提
供
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１

４
・
６
６
７
・
０
１
８
８
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.m

ikihouse-usa.com

を
参
照
。

ミ
キ
ハ
ウ
ス

サ
ン
プ
ル
セ
ー
ル

日
本
語
に
よ
る
幼
小
一
貫
教

育
を
行
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英

学
園
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
リ
ウ
ッ

ド
ク
リ
フ
ス
）
は
６
月
２
日

（
日
）
に
全
日
制
小
学
部
・
幼

児
部
の
授
業
を
一
般
に
公
開
す

る
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
行
う
。

小
学
１
年
〜
６
年
、
幼
稚
園

年
少
〜
年
長
の
午
前
中
の
す
べ

て
の
ク
ラ
ス
を
自
由
に
参
観
で

き
る
。
時
間
は
、
幼
児
部
が
午

前
９
時
か
ら
10
時
25
分
ま
で
、

小
学
部
が
10
時
40
分
か
ら
午
後

12
時
20
分
ま
で
。

当
日
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら

学
園
へ
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
す

る
。
乗
降
場
所
は
、
①
39
丁
目

と
レ
キ
シ
ン
ト
ン
街
の
交
差
点

②
96
丁
目
、
１
番
街
と
２
番
の

間

③
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

前
（
１
０
３
丁
目
と
ウ
ェ
ス
ト

エ
ン
ド
）
④
96
丁
目
と
ウ
エ
ス

ト
エ
ン
ド
の
交
差
点
の
４
か

所
。
利
用
希
望
者
は
25
日
（
土
）

ま
で
に
申
し
込
む
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０

１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
ま

で
。
体
験
入
園
は
随
時
受
け
付

け
て
い
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トjapan

esesch
ool.org

を
参
照
。

育
英
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
バ
ス
送
迎

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
は
４
月
か
ら

６
月
ま
で
「
い
ろ
は
に
ほ
ん
ご

教
室
」
の
春
季
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
特
別
ク
ラ
ス
を
開
催
中
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
は
作

文
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
漢
字
検

いろは日本語教室

ワークショップ

特別クラス開催

定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
は
折
り
紙
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

で
は
作
文
教
室
な
ど
、
多
様
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
予
定
。
同

学
園
に
在
籍
し
て
い
な
く
て
も

参
加
可
能
。
ト
ラ
イ
ア
ル
参
加

が
で
き
る
も
の
も
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０

１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

iroha.nyikuei@
gm

ail.com

（
牧
野
さ
ん
）
ま
で
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

６
月
１
日
（
土
）
か
ら
10
月
31

日
（
木
）
ま
で
、
第
４
回
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
自
由
の
女
神
ア
ー

ト
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
作

品
を
募
集
す
る
。
テ
ー
マ
は

「
わ
た
し
の
誇
り
」
。
応
募
対
象

は
、
絵
画
部
門
が
幼
稚
園
児
か

ら
高
校
生
ま
で
、
作
文
部
門
が

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
。
両

部
門
へ
の
応
募
も
可
能
だ
が
、

１
人
１
作
品
の
み
。
入
賞
者
の

表
彰
と
作
品
展
示
は
２
０
２
０

年
３
月
に
開
催
予
定
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０

１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

T
rie

n
n

a
le

.n
y

ik
u

e
i

@
gm

ail.com

ま
で
。
絵
画
の

大
き
さ
、
各
学
年
の
作
文
の
文

字
数
な
ど
応
募
要
領
の
詳
細
は

学

園

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://japaneseschool.or
g

を
参
照
。

育英アートコンテスト

作品を募集中

大
学
進
学
の
豆
知
識

⑲

女
子
高
校
生
が
大
学
志
望

校
を
決
め
る
時
、
ほ
と
ん
ど

の
人
に
と
っ
て
女
子
大
学
は

対
象
外
の
よ
う
で
す
。
実
際
、

ア
メ
リ
カ
の
大
卒
者
の
う
ち

女
子
大
卒
業
生
は
２
％
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
で
も
ヒ
ラ
リ

ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
や
ナ
ン
シ

ー
・
ペ
ロ
シ
な
ど
社
会
で
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
卒

業
生
は
多
く
、
全
米
ト
ッ
プ

１
０
０
０
社
の
女
性
役
員
の

３
分
の
１
は
女
子
大
出
身
者

だ
そ
う
で
す
。
名
門
と
呼
ば

れ
る
女
子
大
学
で
も
思
っ
た

よ
り
入
り
や
す
い
の
で
、
毛

嫌
い
せ
ず
に
志
望
校
の
一
つ

と
し
て
考
え
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

（
伴
里
美
／
サ
ト
リ
・
カ
レ
ッ

ジ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

satoricollegeplanning.com

）

女
子
大
学
の
ス
ス
メ

国
連
平
和
の
鐘
を
守
る
会

（
本
部
東
京
都
、
高
瀬
聖
子
代

表
）
が
今
年
５
月
に
日
本
で

出
版
し
た
日
米
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
絵
本
『
コ
イ
ン
で
つ
な
く

平
和
の
鐘
』
が
８
日
か
ら
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
地

下
に
あ
る
国
連
ブ
ッ
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
販
売
さ
れ
始
め
た
。

（
米
国
内
発
売
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
活
プ
レ
ス
社
）
。

こ
の
本
は
、
日
本
が
国
連

に
加
盟
す
る
２
年
前
の
１
９

５
４
年
に
、
後
の
宇
和
島
市

長
と
な
る
中
川
千
代
治
さ
ん

が
、
パ
リ
の
国
連
会
議
場
で

各
国
大
使
や
外
交
官
た
ち
か

ら
集
め
た
コ
イ
ン
に
ロ
ー
マ

法
王
と
、
世
界
の
子
供
た
ち

か
ら
譲
り
受
け
た
コ
イ
ン
を

合
わ
せ
て
私
財
を
投
じ
て
作

っ
た
鐘
寄
贈
の
実
話
を
描
い

た
絵
本
で
、
絵
と
文
は
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
相
澤
る

つ
こ
さ
ん
が
手
掛
け
た
。

国
連
平
和
の
鐘
を
守
る
会

の
名
前
で
寄
贈
さ
れ
た
鐘
は
、

毎
年
９
月
の
国
連
総
会
初
日

に
国
連
事
務
総
長
が
突
く
の

が
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
が
国
連
に
加
盟
し
て
60

周
年
と
な
る
記
念
の
年
で
も

あ
り
、
日
本
人
の
善
意
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
絵
本
を
通
し
て

紹
介
さ
れ
る
機
会
も
増
え
そ

う
だ
。
定
価
23
ド
ル
。

書
店
購
入
以
外
の
問
い
合

わ
せ
は
本
紙
・
電
話
２
１

２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
ま

で
。

『
平
和
の
鐘
』
絵
本

国
連
書
店
、
本
紙
通
信
販
売
で

日
本
の
国
連
加
盟
60
周
年
を
記
念

日
米
で
同
時
発
売
。
国
連
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
、
本
紙
・

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
通
信
販
売
で
お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。

発売中!
日米バイリンガル絵本

学校教材に

所蔵図書に

アメリカ滞在の思い出に

通信販売でのお求めは

電話: 212-213-6069
e-mail: info@nyseikatsu.com

米国内発売元

ニューヨーク生活プレス社

販売定価 US$23.00

（送料別）

http://villagewellusa.com
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
https://satoricollegeplanning.com/
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THE NEW YORKERS

VOICES From

Jokichi Takamine

By Dan McDonald

In the
hustle and
bustle of
New York,
we have little
time to notice
the history
right under
our noses.
This great
city is full of
stories, including those of some notable
Japanese people who once called it
home.

Well-known chemist Jokichi
Takamine was one of them. Born in pre-
sent day Toyama Prefecture in 1854, the
biotech pioneer amassed a fortune after
inventing Takadiastase, the world’s first
indigestion remedy, in the 1890’s. In his
Manhattan laboratory, he also invented a
method to derive pure adrenaline, which
was used to prevent hemorrhaging dur-
ing surgery.

With his great wealth, Takamine
lived in a gracious townhouse which still
stands at 334 Riverside Drive. Despite
his scientific achievements and financial
success, however, the chemist from feu-
dal Japan encountered great adversity.
Discriminatory laws prohibited him
from taking American citizenship. His
family in Japan disapproved of his mar-
riage to Caroline Hitch, a blonde, blue-
eyed belle from New Orleans. An early
business venture in a whiskey distillery
in Peoria, Illinois was destroyed in a
suspected arson attack. He also suffered
for decades from liver disease, which
eventually took his life in a New York
hospital in 1922.

The legacy of this early member
of the Japanese community remains for
all to see. In 1905 he founded the
Nippon Club in his townhouse.
Takamine also donated many of the
beautiful cherry blossom trees which
grace Washington, D.C.’s tidal basin.
His upstate summer home Shofuden, a
gift from the Meiji Emperor, still attracts
visitors. Following his passing in 1922,
Jokichi Takamine was buried in a mau-
soleum in Woodlawn Cemetery in the
Bronx, where a stained glass Mt. Fuji
recalls the life of a man who bridged
two different worlds. 
(Dan is a newspaper columnist, editor
and Japanese translator. Interested
readers can contact him at
dan9605@hotmail.com.)

They sang “Day Tripper,” “A Hard
Day’s Night” and “Lady Madonna” by
The Beatles and “Imagine” by John
Lennon and got a round of applause
from the audience. At lunch time, the
traditional Japanese dance Bon Odori
was performed by The Japanese Folk
Dance Institute of New York.
Following Bon Odori was Japanese
taiko drumming and dance by COBU.
Yako Miyamoto, leader of COBU, said
they didn’t protect the taiko drums from
the rain because covering the drums
would affect the quality of the perfor-
mance. They had a tremendous perfor-
mance, but some of the taiko drums
were damaged. Miyamoto said, “We are
going to do another great performance
in Japan and buy a new one!” with a
smile on her face. Volunteers worked
very hard at the food tents and ITO EN
North America, Inc. handed out 3 mil-
lion bottles of tea. (Ryoichi
Miura/Translated by Chikako Iwasaki) 

The New York Japanese-American
Lions Club, led by President Riki Ito,
joined the 11th Sakura Health Fair spon-
sored by JAA and JAMSNET and sup-
ported by the Consulate General of
Japan in New York. The club hosted a
special lecture at the Japanese American

Association of New York, Inc. on April
27.

Four people from First Brand, Inc.
came to the United States to give lec-
tures. The first lecturer was Satomi
Yamaguchi, a judicial scrivener, who
gave a talk entitled, “Clean up Objects
and Your Mind.” She emphasized the
cleanup of documents which can only be
sorted out by you. She also said leaving
your property to your child is the best

way to protect your assets.
Tsuyoshi Tsuda, a psychological

counselor, gave a talk entitled, “How to
Make Yourself Shine.” He said, “You
always have to be positive, even if you
feel unhappy. That will give you confi-
dence and bring an opportunity to
shine,” and, “Find your aspiration. That
is the first step to be closer to the person
you want to be.”

After a lunch break, Hiroki Suzuki,
an architect, gave a talk entitled,
“Comfortable, Healthy and Relaxed
Renovation.” He talked about the bene-
fits of using Japanese interior pieces,
e.g. fusuma, tatami mats and koagari.

The last lecture was held by Junko
Miki, a clinical psychologist. She gave a
talk entitled, “The World Changes
When you Change.” Participants lis-
tened carefully to the lecture.

First Brand, Inc. are primarily
engaged in the internet advertising and
digital marketing sectors with a focus on

company and personal branding. In the
internet advertising business, they col-
laborate with media agencies nation-
wide, and they have built their own
advertisement portal called “My Best
Professional.” The number of regis-
tered professionals on their sites cur-

rently exceeds 2,400. They currently
have a presence in all 47 prefectures of
Japan. Their headquarters is in Osaka
City, led by President Fumiko
Kawamoto.

Last year, they hosted an event for
registered professionals and locals in
New York with huge success. The
Sakura Health Fair is their second time
hosting. President Kawamoto said, “I
want to introduce more professionals
who are in Japan to people in New York.
It would be a privilege if I can work as a
bridge for them.”
(Ryoichi Miura/Translated by Chikako
Iwasaki)

“Thank you for coming to the
park and for listening to my music on
this rainy day!” said Yoshihiro Kai.
Despite the all-day heavy rain, Japan
Day @ Central Park was held on
May 12. “I will sing a song dedicated
to Japanese people who admire New
York City.” Kai sang “500 Miles” by
Joan Baez and his big hit song,
“ Hero.” Kanji Yamanouchi,
Ambassador and Consul General of
Japan in New York, and Tsutomu
Takemura, President and CEO of
Nomura Holding America, Inc.,  held
a surprise performance on the stage.

https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/

Japan Day @ Central Park:
Heroes Gather on a Rainy Day

YOSHIHIRO KAI on Stage

First Brand, Inc. Sends Four
Lecturers to the United States

New York Japanese-American Lions Club
Holds a Special Lecture at the Sakura Health Fair

Yoshihiro Kai

(Photo Courtesy of Shintaro Ueyama)

Ambassador Yamanouchi on the guitar

and President Takemura on the drums

(Photo by Ryoichi Miura)

Front row from left to right: Miki, Yamaguchi, Kawamoto, Ito, Tsuda and Suzuki

Yuka Fukuoka developed stuttering at the age
of eight as a second grader in elementary school.
Spending her early childhood with no understand-
ing from the people around her, including from
her teacher when her stuttering symptoms arose
and even from her parents, she went through a
hard time with classmates bullying and teasing
her. With no progress in the social recognition of
stuttering at that time, she was just not able to
understand why she couldn’t talk normally.
Naturally, she was not able to explain the reason
for her stuttering to other people, and however
hard she practiced, she could not speak normally
like her friends around her. Therefore, her inferi-
ority complex and sense of isolation constantly
grew.  

When Yuka Fukuoka was in Japan, she con-
ducted many projects about the speech disorder
called stuttering. Her project was mainly divided
into two parts. The first was having created wear-
able devices which could perform a simulated
experience of stuttering symptoms. The second
was having developed a virtual reality application
software to reduce social anxiety disorder which
occurs from stuttering. Practical knowledge and
skills to relieve tension were highly integrated in
this software.  

She became a semi-finalist in America for a

next-generation technology contest called
Imagine Cup by Microsoft, and she cooperates
with stuttering associations in the United States.
“I would like to make use of my experience of
suffering from stuttering and show empathy to
such people concerned more than anyone else. As
a software designer who can leverage my own
output abilities, I am determined to establish a
social system for such people to live better,” she
says. (Article and Photo by Ryoichi
Miura/Translated by Mari Kawaguchi)

Her Two Projects: 
Wearable Devices Simulating Stuttering and

Software to Reduce Stutter-Induced 
Social Anxiety Disorder

http://www.anything.ne.jp/newyork/
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例文： I really miss not seeing you.miss(not)〜ing

Ｑ

現
地
校
に
通
う
小
学
６
年
生

（
グ
レ
ー
ド
５
）
の
娘
が
お
り
、

在
米
３
年
目
で
す
。
７
月
か
ら
夫

の
異
動
で
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
引

越
し
し
ま
す
。
赴
任
期
間
は
５
年

間
の
予
定
で
す
。
娘
は
日
本
の
高

校
へ
進
学
希
望
な
の
で
、
夫
の
帰

任
時
期
と
合
わ
な
い
場
合
は
母
子

で
帰
国
す
る
つ
も
り
で
す
が
、
で

き
る
か
ぎ
り
家
族
一
緒
に
過
ご
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
バ
ン
コ

ク
で
の
学
校
選
び
や
、
バ
ン
コ
ク

か
ら
日
本
の
高
校
を
受
験
す
る
際

に
留
意
す
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

米
国
か
ら
タ
イ
へ
、
海
外
間

の
異
動
を
さ
れ
る
の
で
す
ね
。
文

化
や
言
語
の
違
い
、
気
候
の
違
い

な
ど
、
さ
ら
に
大
き
な
カ
ル
チ
ャ

—
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
ら
れ
る
か
と

思
い
ま
す
。
新
し
い
場
所
で
も
、

貴
重
な
家
族
揃
っ
て
の
時
間
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
。

ま
ず
バ
ン
コ
ク
の
学
校
で
す

が
、
日
本
人
学
校
か
イ
ン
タ
ー
校

の
ど
ち
ら
か
に
編
入
と
な
り
ま

す
。
バ
ン
コ
ク
日
本
人
学
校
は
、

小
学
部
・
中
学
部
合
わ
せ
て
約
２

６
０
０
人
の
大
規
模
校
で
す
。
学

期
途
中
の
受
け
入
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
中
学
３
年
生
の
２
学
期
ま

で
編
入
が
可
能
で
す
。
イ
ン
タ
ー

校
は
英
国
系
・
米
国
系
を
中
心
に

日
本
人
の
受
け
入
れ
に
慣
れ
た
学

校
が
数
校
あ
り
ま
す
。
編
入
す
る

際
は
テ
ス
ト
を
受
け
ま
す
が
、
現

地
校
へ
現
在
通
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
十
分
対
応
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
日
本
人
学
校
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
お
子
さ
ん
は
英
語
で

の
学
習
環
境
に
慣
れ
て
い
ま
す
の

で
、
米
国
系
イ
ン
タ
ー
校
へ
の
編

入
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
思
い
ま

す
。イ

ン
タ
ー
校
へ
編
入
す
る
場
合

の
留
意
点
を
お
話
し
し
ま
す
。
高

校
受
験
時
に
中
学
課
程
修
了
の
グ

レ
ー
ド
９
が
途
中
と
な
る
た
め
、

中
学
課
程
を
修
了
さ
せ
る
に
は
、

①
バ
ン
コ
ク
日
本
人
学
校
へ
編
入

す
る
か
、
②
日
本
の
公
立
中
学
校

へ
編
入
す
る
、
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
で
公
立
高
校
を
帰
国
受
検
す
る

場
合
、
海
外
で
最
後
に
在
籍
し
て

い
る
中
学
校
の
属
性
に
よ
り
、
日

本
人
学
校
枠
か
イ
ン
タ
ー
校
枠
か

を
区
別
す
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

日
本
人
学
校
に
編
入
の
場
合
、
日

本
人
学
校
枠
で
受
検
と
な
り
、
イ

ン
タ
ー
校
で
の
成
績
が
反
映
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
②
の
場
合
は
イ
ン
タ
ー

校
枠
で
受
検
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
グ
レ
ー
ド
９
が
未
修
了
で
受

験
可
能
な
学
校
な
ど
、
受
験
資
格

や
受
験
種
別
は
学
校
毎
に
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
各
学
校
、
当
該

年
度
の
募
集
要
項
を
確
認
く
だ
さ

い
。①

で
イ
ン
タ
ー
校
に
学
年
修
了

時
ま
で
通
い
、
中
学
３
年
生
の
２

学
期
か
ら
日
本
人
学
校
へ
編
入
す

る
場
合
は
、
６
月
か
ら
８
月
ま
で
、

約
３
か
月
間
自
宅
学
習
と
な
り
ま

す
。
生
活
の
リ
ズ
ム
や
勉
強
す
る

場
所
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

か
、
お
子
さ
ん
と
話
し
合
い
準
備

し
ま
し
ょ
う
。
バ
ン
コ
ク
に
は
日

系
の
塾
も
多
く
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
活
用
す
る
の
も
一
つ
の
手
段
で

す
。
塾
で
情
報
を
得
た
り
、
先
生

や
友
人
と
お
喋
り
し
た
り
、
い
い

気
分
転
換
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
バ
ン
コ
ク
か
ら
直
接

日
本
の
高
校
を
受
験
す
る
際
考
慮

す
べ
き
な
の
が
、
体
調
管
理
と
一

時
帰
国
時
の
学
習
環
境
の
確
保
、

そ
し
て
受
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

す
。
湿
度
が
高
く
30
度
を
超
す
暑

さ
の
タ
イ
か
ら
、
乾
燥
し
た
真
冬

の
日
本
に
帰
国
す
る
の
で
、
想
像

以
上
に
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
る
時
期
な
の
で
、
予
防
接

種
を
受
け
て
備
え
た
い
と
お
考
え

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ

う
。
バ
ン
コ
ク
で
は
、
春
と
秋
、

年
に
２
回
ワ
ク
チ
ン
が
新
し
く
な

り
ま
す
。
予
約
不
要
で
接
種
可
能

で
す
が
、
地
域
ご
と
に
流
行
る
と

予
想
さ
れ
る
型
に
対
応
し
た
ワ
ク

チ
ン
が
出
る
の
で
、
日
本
で
接
種

す
る
型
と
同
じ
か
事
前
に
確
認
さ

れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

学
習
場
所
は
、
自
宅
、
塾
や
図

書
館
な
ど
、
公
共
機
関
の
利
用
が

あ
り
ま
す
が
、
中
だ
る
み
防
止
や

ス
ト
レ
ス
解
消
も
考
え
、
選
択
肢

を
用
意
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

最
後
は
受
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

す
。
海
外
で
受
験
可
能
な
学
校
も

あ
る
た
め
、
帰
国
生
の
受
験
は
ス

タ
ー
ト
時
期
が
早
く
、
長
期
に
な

り
が
ち
で
す
。
一
時
帰
国
の
日
数

や
回
数
、
受
験
す
る
学
校
数
を
、

お
子
さ
ん
の
希
望
を
第
一
に
、
無

理
の
無
い
範
囲
に
設
定
し
ま
し
ょ

う
。
　

受
験
時
は
悩
み
も
多
く
困
難
を

伴
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
親
子
一
緒

に
乗
り
越
え
、
結
果
だ
け
で
は
な

く
、
過
程
も
良
き
経
験
、
糧
と
さ

れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

＊
「
フ
レ
ン
ズ

帰
国
生

母
の
会
」

で
は
、
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル
に

て
相
談
を
受
け
賜
っ
て
い
ま
す
。

帰
国
前
・
帰
国
後
の
心
配
事
な

ど
、
同
じ
よ
う
に
海
外
で
子
育
て

を
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に

対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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「
真
の
友
と
は
、
あ
な
た
の

全
て
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
で

も
あ
な
た
の
こ
と
が
好
き
な
人

の
こ
と
で
あ
る
」
。
こ
の
言
葉

は
、
私
を
元
気
づ
け
て
く
れ
た

大
切
な
言
葉
だ
。
ア
メ
リ
カ
の

小
説
家
、
エ
ル
バ
ー
ト
・
ハ
バ

ー
ド
さ
ん
の
本
だ
っ
た
。
図
書

館
で
勧
め
ら
れ
た
瞬
間
か
ら
、

こ
の
言
葉
は
私
の
忘
れ
ら
れ
な

い
言
葉
に
な
っ
た
。

６
年
生
に
な
っ
て
す
ぐ
の
私

は
、
た
く
さ
ん
友
達
を
作
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
。
そ
し
て
友
達
が
二
人
で

き
た
。
最
初
は
二
人
と
も
優
し

く
、
い
い
友
達
だ
と
思
っ
た
。

で
も
、
実
際
に
は
違
っ
た
。
一

人
は
気
が
合
っ
て
、
ず
っ
と
友

達
で
い
た
い
と
思
っ
た
。
だ
が
、

も
う
一
人
の
子
は
、
他
の
友
達

を
作
っ
て
私
と
は
も
う
接
し
て

く
れ
な
か
っ
た
。
た
ま
に
話
す

こ
と
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
い
つ

も
会
話
は
短
い
。
「
ど
う
し
て

だ
ろ
う
。
何
か
悪
い
こ
と
し
た

か
な
。
」
と
考
え
て
み
た
。
で

も
私
に
は
、
そ
の
子
以
外
に
も

友
達
が
い
る
。
だ
か
ら
大
丈
夫

だ
と
自
分
を
慰
め
た
。

学
年
の
真
ん
中
ぐ
ら
い
に
な

っ
た
時
、
私
は
大
切
な
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

持
っ
て
く
る
の
を
忘
れ
て
し
ま

い
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
時
、

「
い
ぶ
、
大
丈
夫
だ
よ
。
ま
た

明
日
持
っ
て
く
れ
ば
い
い
か

ら
。
」
と
私
の
親
友
が
言
っ
て

く
れ
た
。
「
嬉
し
い
な
ぁ
。
こ

の
子
と
友
達
に
な
れ
て
よ
か
っ

た
。
」
と
思
っ
た
。
一
方
、
も

う
一
人
の
子
は
私
を
睨
み
つ
け

る
よ
う
に
見
て
い
た
。
「
明
日

は
絶
対
に
忘
れ
な
い
で
よ
ね
！

て
い
う
か
、
な
ん
で
忘
れ
て
ん

の
？
知
ら
な
か
っ
た
と
か
？
」

こ
の
言
葉
は
、
私
を
ナ
イ
フ
で

グ
サ
ッ
と
さ
し
た
か
の
よ
う
に

キ
ツ
か
っ
た
。

そ
の
時
に
出
合
っ
た
の
が
こ

の
言
葉
だ
。
も
し
こ
の
言
葉
に

出
合
わ
な
か
っ
た
ら
、
私
は
あ

の
子
か
ら
も
っ
と
悪
口
を
言
わ

れ
て
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

な
く
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ

の
言
葉
は
、
私
の
心
に
光
を
照

ら
し
て
く
れ
る
よ
う
な
す
ご
く

心
に
響
い
た
言
葉
だ
。

人
に
と
っ
て
、
ど
こ
で
も
魂

を
理
解
し
合
え
る
友
達
を
持
て

る
ほ
ど
の
喜
び
は
な
い
。
人
生

と
は
、
そ
の
よ
う
な
友
を
探
し

求
め
る
旅
な
の
で
あ
る
。
そ
う

思
っ
た
ら
、
な
ん
だ
か
大
丈
夫

だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
そ
し
て
、
友
達
は
大
切
で

自
分
を
き
ち
ん
と
分
か
っ
て
く

れ
る
人
だ
、
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
。

友
達
が
誤
り
を
お
か
し
た
時

は
、
次
は
自
分
が
慰
め
て
あ
げ

る
番
だ
。
こ
れ
が
真
の
友
が
す

る
こ
と
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

先
も
、
私
は
ず
っ
と
こ
の
言
葉

を
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。

（
滞
米
４
年
５
か
月
）

夏
休
み
に
日
本
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に

遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ピ
ン
ク
の
手

帳
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
何

か
と
思
っ
て
見
た
ら
、
表
紙
に

「
ひ
ば
く
者
健
康
手
帳
」
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、
た
ま
に
戦
争
の
時
の

こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。
こ

の
夏
も
ま
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
原
ば
く
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
「
二
才
だ
っ
た
か
ら
、
全

然
覚
え
て
な
い
ん
だ
け
ど
ね
。
」

と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
話
し
始

め
ま
し
た
。

七
十
五
才
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
二
才
の
時
広
島
で
原
ば
く

に
あ
い
ま
し
た
。
ピ
カ
ッ
と
光

り
、
た
ん
す
が
目
の
前
で
た
お

れ
て
き
て
、
下
じ
き
に
な
り
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ど
ガ
ラ

ス
が
割
れ
、
ト
イ
レ
に
行
く
前

だ
っ
た
の
で
、
お
し
り
に
ガ
ラ

ス
が
さ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
ピ

ン
ク
の
手
帳
に
は
、
ど
こ
で
ひ

ば
く
し
た
か
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る

と
、
ひ
ば
く
者
だ
と
い
う
証
こ

に
な
る
そ
う
で
す
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
親
せ
き
や
家
族
が
、
広

島
の
原
ば
く
で
十
人
亡
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ば
く

心
地
か
ら
一
・
五
キ
ロ
の
所
に

い
ま
し
た
。
熱
で
洋
服
に
火
が

つ
い
て
や
け
ど
し
て
、
そ
の
後

ケ
ロ
イ
ド
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。前

に
広
島
の
平
和
公
園
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
折
り

づ
る
で
有
名
な
佐
々
木
さ
だ
子

さ
ん
は
、
も
し
生
き
て
い
た
ら
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
年
だ
そ

う
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
友
達

と
小
学
校
で
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ

た
と
聞
い
て
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。

七
十
三
年
前
、
広
島
と
長
さ

き
に
一
発
ず
つ
原
子
ば
く
だ
ん

が
落
と
さ
れ
て
、
一
し
ゅ
ん
の

う
ち
に
何
十
万
人
も
の
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
原
ば

く
に
あ
っ
て
生
き
残
っ
た
人

は
、
ど
ん
ど
ん
年
を
と
っ
て
亡

く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
戦
争
の
話

も
聞
き
ま
し
た
。
ひ
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
け
い
察
官
で
、
い
つ

も
仕
事
で
家
に
い
な
か
っ
た
の

で
、
空
し
ゅ
う
け
い
報
が
鳴
っ

た
ら
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

弟
や
妹
た
ち
と
、
せ
ま
い
防
空

ご
う
へ
に
げ
て
い
た
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

去
年
の
十
二
月
、
現
地
校
の

授
業
で
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
ビ

デ
オ
を
見
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の

子
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
が
、
パ

ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
こ
う
げ
き
の

時
い
て
、
生
き
残
っ
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
私
は
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
「
ジ
ャ
パ
ン
、
ジ
ャ

パ
ン
。
」
と
、
ビ
デ
オ
の
声
が

言
う
度
に
頭
に
ひ
び
き
わ
た
り

ま
し
た
。
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
は

昔
の
ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
の

話
で
、
私
に
は
関
係
な
い
と
ず

っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

友
達
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
が
そ

こ
に
い
た
と
聞
い
て
、
関
係
な

く
は
な
い
と
思
い
始
め
ま
し

た
。
も
し
、
ひ
い
お
じ
い
さ
ん

が
そ
の
時
死
ん
で
い
た
ら
、
そ

の
友
達
は
今
、
こ
こ
に
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
近
、
日
本
語
の
テ
レ
ビ
で

「
こ
の
世
界
の
片
す
み
に
」
と

い
う
ド
ラ
マ
を
見
ま
し
た
。
主

人
公
の
す
ず
が
、
戦
争
で
右
手

が
な
く
な
り
、
広
島
の
家
族
が

原
ば
く
で
死
ん
で
し
ま
う
話
で

す
。
ド
ラ
マ
を
見
る
と
、
戦
争

や
原
ば
く
の
こ
わ
さ
が
よ
く
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

友
達
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
の

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
体
験
や
、

日
本
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
戦
争
の
話
を
聞
い

て
、
平
和
に
つ
い
て
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
た
。
私
の
父
は

ア
メ
リ
カ
人
で
、
母
は
日
本
人

で
す
。
七
十
三
年
前
ま
で
、
ア

メ
リ
カ
人
と
日
本
人
が
、
ば
く

だ
ん
を
落
と
し
て
お
た
が
い
に

殺
し
合
っ
て
い
た
な
ん
て
、
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

世
界
に
は
、
広
島
の
原
子
ば

く
だ
ん
よ
り
も
っ
と
強
力
な
か

く
兵
器
が
、
一
万
五
千
個
く
ら

い
も
あ
る
そ
う
で
す
。
か
く
兵

器
を
使
っ
た
ら
世
界
は
ど
う
な

る
か
考
え
た
ら
こ
わ
く
な
り
ま

す
。
か
く
兵
器
を
ロ
ケ
ッ
ト
に

の
せ
て
、
宇
宙
の
ず
っ
と
遠
く

に
全
部
捨
て
た
ら
い
い
の
に
と

思
い
ま
す
。
日
本
は
原
ば
く
を

落
と
さ
れ
た
、
世
界
で
た
っ
た

一
つ
の
国
で
す
。
広
島
、
長
崎

の
体
験
を
み
ん
な
に
伝
え
て
、

戦
争
や
か
く
兵
器
の
な
い
世
界

に
な
る
よ
う
、
う
っ
た
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
夏
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

見
せ
て
も
ら
っ
た
ピ
ン
ク
の
手

帳
の
こ
と
や
聞
い
た
話
を
、
ず

っ
と
覚
え
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
米
国
生
ま
れ
）

私
は
現
在
、
十
七
歳
で
高
校

二
年
生
で
す
。
私
に
は
弟
が
い

て
、
彼
は
小
学
一
年
生
で
す
。

私
と
私
の
家
族
は
今
年
の
７
月

に
再
び
ア
メ
リ
カ
に
父
親
の
転

勤
に
よ
っ
て
帰
っ
て
来
ま
し

た
。
私
の
弟
は
ア
メ
リ
カ
で
生

ま
れ
て
一
、
二
年
で
日
本
へ
帰

り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
私
の
幼

少
期
は
三
歳
か
ら
十
三
歳
ま
で

約
十
年
間
ア
メ
リ
カ
で
生
活
し

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
私
は

十
一
年
目
に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
先
い
つ
ま
で
ア
メ
リ
カ
に

い
る
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い

け
れ
ど
、
英
語
力
、
ア
メ
リ
カ

の
文
化
を
取
り
入
れ
る
大
事
な

機
会
で
あ
る
事
を
私
は
特
別
に

感
じ
ま
し
た
。

続
い
て
私
が
中
学
二
年
の
時

に
日
本
へ
帰
国
し
た
時
の
事
に

つ
い
て
、
自
分
が
思
う
事
を
述

べ
ま
す
。
私
は
十
年
間
の
間
ま

と
も
に
日
本
の
教
育
を
受
け
た

事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
体

験
入
学
等
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
小
学
の
六
年
間
だ
け

で
、
中
学
校
は
私
に
と
っ
て
、

新
た
な
世
界
で
、
と
て
も
不
安

で
正
直
最
初
の
一
年
間
は
学
校

に
行
く
の
も
嫌
々
な
が
ら
で
し

た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
普
通
だ
っ

た
事
が
日
本
で
は
ル
ー
ル
違
反

だ
っ
た
り
、
よ
く
分
か
ら
な
い

事
ば
っ
か
り
で
、
周
り
の
視
線

が
す
ご
く
気
に
な
っ
て
、
ち
ょ

っ
と
不
安
定
な
時
期
で
し
た
。

中
学
三
年
に
な
っ
て
、
受
験

に
向
け
皆
が
活
動
す
る
中
、
私

は
一
年
の
ハ
ン
デ
を
背
負
い
な

が
ら
、
挑
み
ま
し
た
。
そ
の
頃

の
私
は
英
語
以
外
平
均
以
下

で
、
英
語
力
だ
け
に
長
け
て
い

た
の
で
、
英
語
力
が
評
価
さ
れ

る
海
外
帰
国
生
徒
選
抜
と
い
う

方
法
で
浜
松
湖
南
と
い
う
高
校

の
英
語
科
に
入
学
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
や
っ
と
し
っ
か
り

英
語
が
勉
強
で
き
る
と
思
い
き

や
、
レ
ベ
ル
が
ア
メ
リ
カ
の
小

学
校
高
学
年
の
内
容
で
か
な
り

低
く
、
絶
望
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
こ
ん
な
簡
単
な
事
を
や
っ

て
も
、
上
達
で
き
な
い
と
ま
た

学
校
が
嫌
に
な
り
ま
し
た
。
わ

ざ
わ
ざ
二
十
分
チ
ャ
リ
を
漕
い

で
部
活
で
は
初
心
者
で
体
は
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
人
生
で
一
番

学
校
が
苦
手
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
年
が
過
ぎ
て
、
父

親
か
ら
信
じ
ら
れ
な
い
報
告

が
。
「
ア
メ
リ
カ
に
転
勤
に
な

っ
た
。
」
「
し
か
も
、
サ
ン
ア
ン

ト
ニ
オ
。
」
私
は
言
葉
に
表
せ

ら
れ
な
い
位
嬉
し
く
な
り
、
思

わ
ず
「
行
く
！
」
と
言
い
ま
し

た
。
や
っ
と
こ
の
地
獄
か
ら
解

放
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。私

は
引
っ
越
し
慣
れ
し
て
い

て
、
こ
の
渡
米
は
五
回
目
の
引

っ
越
し
で
し
た
。
で
す
が
こ
の

引
っ
越
し
が
一
番
辛
か
っ
た
で

す
。
私
が
病
ん
で
い
る
時
に
支

え
て
く
れ
た
仲
間
や
、
先
生
、

高
校
の
仲
間
の
絆
、
そ
の
他

色
々
な
人
々
と
さ
よ
な
ら
し
な

い
と
い
け
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。
一
番
辛
い
時
期
に
隣
で
元

気
付
け
て
く
れ
る
人
が
い
た
高

校
な
の
で
、
別
れ
る
の
が
と
て

も
辛
か
っ
た
で
す
。
今
も
ス
マ

ホ
で
や
り
取
り
し
て
ま
す
が
、

直
接
会
い
た
い
気
持
ち
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
今
ア
メ

リ
カ
で
高
校
に
行
っ
て
ま
す
。

日
本
で
の
生
活
、
ア
メ
リ
カ

で
の
生
活
の
ど
ち
ら
も
経
験
し

て
、
私
は
今
こ
う
思
っ
て
い
ま

す
。片

方
だ
け
経
験
し
た
ら
、
こ

っ
ち
の
方
が
こ
う
い
う
所
が
良

い
と
か
、
偏
見
を
持
つ
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
、
い
ざ
ど
ち
ら

も
経
験
す
る
と
、
ど
ち
ら
も
好

き
に
な
っ
て
、
一
方
の
国
に
い

る
と
、
も
う
片
方
の
国
の
事
が

気
に
な
っ
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ

ん
。こ

れ
が
私
の
思
う
事
で
す
。

（
滞
米
６
か
月
）

「
ピ
ン
ク
の
手
帳
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６

イ
ス
ラ
ス
　
華

「真の友」
ニュージャージー州プリンストン日本語学校小６

森永　衣舞

（記載学年は応募時のものです）

■児童生徒作文のページ■

「
私
の
思
う
事
」

テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
高
２

清
原
　
佑
斗

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には

全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリ

カ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限

ります。●文字数＝1000字（400字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000字まで。●写真を

必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、保護者名、Eメールアドレスを明記のこと。

主催:ニューヨーク生活プレス社　後援:全日本空輸株式会社

これまで作文掲載者には掲載紙を１部郵送していましたが、2018年10月より郵送を中止させて頂き

ます。本紙デジタル版よりPDFをダウンロードして頂くようお願い致します。学校単位で応募、掲載

された方は学校に郵送された掲載紙を学校担当者よりお受け取り下さい。別途、掲載紙をご希望の方

は郵送料負担にて個別郵送致しますので編集部までご連絡下さい。

●郵送先：NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn : Sakubun
71 West 47th Street #307, New York, NY 10036

http://www.fly-ana.com/
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ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
ト
・
シ

ー
ン
の
最
先
端
を
紹
介
す
る
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
の
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
が
14
日
、
開
幕
し
た
。

同
館
キ
ュ
ー
レ
ー
タ
ー
の
ウ
ジ

ェ
コ
・
ホ
ッ
ク
リ
ー
と
ジ
ェ
ー

ン
・
パ
ネ
ッ
タ
２
人
の
キ
ュ
ー

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
も
の
だ
。

日
系
の
作
家
１
人
を
含
む
75
人

の
作
家
に
よ
る
作
品
が
ロ
ビ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
含
む
、
３
階
、

５
階
、
６
階
の
４
つ
の
フ
ロ
ア

に
分
か
れ
て
展
示
さ
れ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
素
材
を
使
っ

た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
フ

ァ
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
巨
大
ア

ー
ト
が
多
く
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
驚
か
さ
れ
る
よ
う
な
ハ
イ
テ

ッ
ク
な
も
の
よ
り
も
素
材
や
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
手
で
作
ら
れ
た

ロ
ー
テ
ッ
ク
な
作
品
も
多
い
。

ア
フ
リ
カ
や
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、

南
ア
メ
リ
カ
出
身
者
を
含
む
、

多
種
多
様
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
年
齢
層
幅

広
く
20
代
か
ら
40
代
以
下
の
作

家
も
多
く
見
ら
れ
る
。

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
日
系
人
作

家
、
江
沢
コ
ウ
タ
に
よ
る
ビ
デ

オ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
と
水

彩
画
作
品
は
、
警
察
に
よ
る
ア

フ
リ
カ
で
の
黒
人
に
対
す
る
差

別
に
対
し
、
Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
選
手
が

ゲ
ー
ム
の
前
に
膝
を
つ
き
抗
議

を
し
た
時
の
様
子
を
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
化
。
他
に
も
人
種
や
ア

イ
デ
ィ
ン
テ
ィ
ー
、
そ
れ
に
よ

る
社
会
問
題
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
作
品
が
目
立
つ
。

数
多
く
の
人
が
足
を
止
め
て

い
た
部
屋
に
は
、
オ
ー
ガ
ス
テ

ィ
ナ
・
ウ
ッ
ド
ゲ
ー
ト
に
よ
る

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
ズ
」
と

い
う
題
名
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア

ル
ア
ー
ト
が
展
示
さ
れ
て
い

た
。
学
校
や
工
場
に
よ
く
あ
る

銀
の
淵
の
つ
い
た
時
計
が
壁
に

並
べ
ら
れ
、
時
を
刻
ん
で
い
る
。

「
マ
ス
タ
ー
ス
レ
ー
ブ
」
と
い

う
構
成
で
知
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム

で
部
屋
の
反
対
側
に
あ
る
機
械

で
調
整
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
支
配
者
と
支
配
さ
れ
る
も
の

の
関
係
を
見
せ
つ
け
さ
せ
ら
れ

る
。
ウ
ッ
ド
ゲ
ー
ト
は
こ
の
時

計
の
分
針
に
ヤ
ス
リ
紙
を
取
り

付
け
、
文
字
が
徐
々
に
消
え
て

い
く
仕
掛
け
を
作
る
。
確
実
だ

と
思
え
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
も
時

代
と
と
も
に
無
く
な
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
知
ら
し
め
る
と

と
も
に
、
多
く
の
疑
問
を
心
に

投
げ
か
け
て
く
れ
た
。

75
人
の
作
品
が
た
く
さ
ん
展

示
さ
れ
て
い
て
、
数
だ
け
で
も

圧
巻
だ
が
、
展
示
自
体
も
う
ま

く
ス
ペ
ー
ス
が
取
ら
れ
て
い

て
、
ゆ
っ
た
り
と
鑑
賞
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
（
城
林
希
里
香
、

写
真
も
）

■
入
館
情
報
＝
同
館
は
午
前
10

時
30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で

（
金
・
土
曜
は
10
時
ま
で
）
、
火

曜
休
館
。
入
館
料
は
大
人
25
ド

ル
、
シ
ニ
ア
・
学
生
18
ド
ル
。

18
祭
未
満
は
無
料
。
金
曜
７
時

か
ら
は
任
意
寄
付
制
。

舞
踊
家
・
振
付
師
の
池
田
薫

が
主
宰
す
る
「
マ
ス
タ
ッ
シ
ュ

キ
ャ
ッ
ト
・
ダ
ン
ス
」
が
６
月

14
日
（
金
）
と
15
日
（
土
）
の

２
日
間
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

に
あ
る
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ア
ー

ト
（
東
４
丁
目
70
番
地
）
で
第

２
次
世
界
大
戦
下
の
日
系
ア
メ

リ
カ
人
強
制
収
容
所
を
テ
ー
マ

に
し
た
ダ
ン
ス
作
品
「
フ
リ
ー

ダ
ム
・
イ
ズ
ン
ト
・
フ
リ
ー
」

を
上
演
す
る
。

同
作
品
は
日
系
米
国
人
強
制

収
容
所
で
の
苦
悩
か
ら
現
在
の

米
国
、
そ
し
て
世
界
中
で
起
こ

っ
て
い
る
人
種
差
別
に
つ
い
て

考
え
る
作
品
。
出
演
は
ア
イ
ザ

ッ
ク
ス
尾
松
陸
代
、
豊
ム
ー
ニ

ー
ケ
ビ
ン
、
ボ
ラ
ン
ダ
ー
紗
良
、

大
久
保
全
也
、
吉
田
駿
太
朗
、

池
田
ベ
レ
ッ
シ
ィ
薫
。
14
日

（
金
）
は
午
後
８
時
、
15
日

（
土
）
は
午
後
７
時
開
演
。

入
場
料
は
一
般
15
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
は
５
ド
ル
（
当
日

の
購
入
も
可
能
、
現
金
の
み
）
。

問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ル

in
fo
@
m
o
u
sta
c
h
e
c
a
t-

dance.org

ま
で
。
チ
ケ
ッ
ト

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トm
o
u
s-

tachecatdan
ce.brow

n
pa-

pertickets.com

か
ら
。
詳
細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

h
ttp
://m

o
u
stach

ecat-
dance.org/

を
参
照
。

リ
ハ
ー
サ
ル
風
景
。
左
か
ら
大
久
保
全
也
、
吉
田
駿
太

朗
、
池
田
ベ
レ
ッ
シ
ィ
薫
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
尾
松
睦
代
、

豊
ム
ー
ニ
ー
ケ
ビ
ン
、
ボ
ラ
ン
ダ
ー
紗
良

日
系
強
制
収
容
所
の
苦
悩

フ
リ
ー
ダ
ム
・
イ
ズ
ン
ト
・
フ
リ
ー

ダ
ン
ス
で
作
品
表
現

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
幕
開
け

日
系
含
む
75
人
の
作
家
ロ
ー
テ
ッ
ク
多
し

Whitney Museum
of American Art

99 Gansevoort St

Tel:212-570-3600

www.whitney.org

https://america-keitai.com/
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「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
（
２
０

１
２
年
）
で
ア
カ
デ
ミ
ー
助
演

女
優
賞
を
受
賞
し
、
シ
リ
ア
ス

系
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
コ
メ

デ
ィ
ー
ま
で
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ル

を
こ
な
す
ア
ン
・
ハ
ザ
ウ
エ
イ

と
「
ピ
ッ
チ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」

シ
リ
ー
ズ
で
度
肝
を
抜
く
パ
ー

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
人
気
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
、
レ
ベ
ル
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が

コ
ン
ビ
を
組
む
痛
快
コ
メ
デ
ィ

ー
。嘘

の
話
を
持
ち
掛
け
お
金
を

巻
き
上
げ
た
り
、
本
物
の
宝
石

を
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
よ
う
に
ニ
セ

モ
ノ
と
す
り
替
え
た
り
す
る
コ

ン
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
い
わ
ば

詐
欺
師
、
ペ
テ
ン
師
。
い
か
に

騙
し
て
大
金
を
せ
し
め
る
か
が

腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
、
ス
マ
ー

ト
か
つ
粋
に
事
を
運
ぶ
の
も
器

量
の
う
ち
だ
。
ハ
ザ
ウ
エ
イ
と

ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
そ
の
腕
を
競
う

爆
笑
路
線
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
マ
ー
テ
ィ

ン
、
マ
イ
ケ
ル
・
ケ
イ
ン
主
演

の

「

D
irty

R
otten

Scoundrels

」
（
ペ
テ
ン
師
と

詐
欺
師
／
だ
ま
さ
れ
て
リ
ビ
エ

ラ
、
１
９
８
８
年
）
の
リ
メ
イ

ク
女
性
版
と
い
う
と
こ
ろ
だ

が
、
予
告
編
で
こ
れ
ぞ
と
い
う

シ
ー
ン
を
出
し
す
ぎ
て
い
る
せ

い
か
本
編
の
物
足
り
な
さ
は
否

め
な
い
。
監
督
は
ウ
エ
ー
ル
ズ

出
身
の
監
督
・
俳
優
・
作
家
ク

リ
ス
・
ア
デ
ィ
ソ
ン
。

ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ン
（
ハ
ザ
ウ

エ
イ
）
は
美
形
、
ス
リ
ム
、
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
な
女
詐
欺
師
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
上
流
階
級
も
し
く
は

成
金
の
富
豪
。
彼
女
の
美
貌
に

ふ
ら
ふ
ら
っ
と
き
た
ら
も
う
罠

に
は
ま
っ
た
も
同
然
。
一
方
、

ペ
ニ
ー
（
ウ
ィ
ル
ソ
ン
）
は
顔

だ
け
見
る
と
な
か
な
か
の
美
人

だ
が
ボ
デ
ィ
は
超
プ
ラ
ス
サ
イ

ズ
で
色
仕
掛
け
は
武
器
に
な
ら

な
い
。
相
手
選
ば
ず
、
カ
モ
と

見
れ
ば
手
あ
た
り
次
第
だ
。
稼

ぐ
額
は
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ン
の
足

元
に
も
及
ば
な
い
。

こ
の
二
人
が
偶
然
に
出
会

い
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す

ペ
ニ
ー
が
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ン
の

特
訓
を
受
け
、
コ
ン
ビ
で
よ
り

大
き
な
仕
事
を
す
る
こ
と
に
。

ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ン
は
南
フ
ラ
ン

ス
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
地
ボ
ー
モ

ン
・
シ
ュ
ル
・
メ
ー
ル
に
邸
宅

を
構
え
、
そ
こ
が
彼
女
の
砦
だ
。

世
が
世
な
ら
ど
こ
ぞ
の
プ
リ
ン

セ
ス
と
い
う
ふ
れ
込
み
で
億
万

長
者
に
求
婚
さ
せ
、
ミ
リ
オ
ン

級
の
婚
約
指
輪
を
せ
し
め
た
と

こ
ろ
で
「
気
の
ふ
れ
た
妹
ペ
ニ

ー
」
が
登
場
。
仰
天
し
た
フ
ィ

ア
ン
セ
が
自
分
か
ら
婚
約
解
消

を
申
し
出
て
逃
げ
出
し
て
し
ま

う
筋
書
き
。

し
か
し
常
に
人
を
騙
し
て
い

る
と
、
自
分
が
騙
さ
れ
る
と
は

つ
ゆ
ほ
ど
思
わ
な
い
の
が
彼
女

ら
の
弱
点
。
二
人
が
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
若
き
ハ
イ
テ
ク
億
万
長

者
と
の
関
係
は
予
想
外
の
方
向

に
進
ん
で
い
く
。
１
時
間
33
分
。

Ｐ
Ｇ
。
　
　
　
　
　
　
　
（
明
）

騙
さ
れ
る
も
一
興

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

Regal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St.

AMC Empire 25

234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

The Hustle

ライバル同士でもあるジョセフィーン（ハザウエイ、左）とペニー（ウィルソン、右）

Photo : Christian Black/M
etro-G

oldwyn-M
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初
夏
が
訪
れ
、
こ
れ
か
ら
の

季
節
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
風
物

詩
と
言
え
ば
、
芝
生
の
上
で
夕

涼
み
を
し
な
が
ら
の
野
外
映
画

鑑
賞
。
今
年
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
か

ら
新
作
、
人
気
の
定
番
ま
で
、

今
年
も
多
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が

無
料
上
映
さ
れ
る
。
お
す
す
め

し
た
い
９
ス
ポ
ッ
ト
は
次
の
通

り
。

■
ハ
ド
ソ
ン
・
リ
バ
ー
・
フ
リ

ッ
ク
ス
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
ラ

イ
デ
ー
ズ
」
（
チ
ャ
ー
ル
ズ
通

り
、
ピ
ア
46
）
＝
７
月
12
日
か

ら
８
月
23
日
ま
で
の
毎
週
金

曜
、
午
後
８
時
30
分
上
映
開
始
。

「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
」
や
「
レ

ゴ
・
ム
ー
ビ
ー
２
」
「
イ
ン
ク

レ
デ
ィ
ブ
ル
ズ
２
」
な
ど
、
家

族
向
け
。

hudsonriverpark.org

■
ハ
ド
ソ
ン
・
リ
バ
ー
・
フ
リ

ッ
ク
ス
「
ア
イ
コ
ニ
ッ
ク
Ｎ
Ｙ

Ｃ
ム
ー
ビ
ー
ズ
」
（
西
23
丁
目

ピ
ア
63
）
＝
７
月
10
日
か
ら
８

月
21
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
、
午

後
８
時
30
分
上
映
開
始
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
舞
台
に
し
た
」

「
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
」
「
ラ
ス
ト
・

ド
ラ
ゴ
ン
」
な
ど
。
今
年
は
シ

ャ
オ
リ
ン
・
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏

も
あ
り
。

hudsonriverpark.org

■
イ
ン
ト
レ
ピ
ッ
ド
海
上
航
空

宇
宙
博
物
館
（
ピ
ア
86
）
＝
５

月
24
日
か
ら
８
月
16
日
ま
で
不

定
期
の
金
曜
。
開
場
は
午
後
５

時
、
無
料
だ
が
先
着
順
。
「
ト

ッ
プ
・
ガ
ン
」
「
フ
ァ
ー
ス
ト

マ
ン
」
「
な
ど
。

Intrepidm
useum

.org

■
ア
メ
リ
カ
華
人
博
物
館
Ｍ
Ｏ

Ｃ
Ａ
シ
ネ
マ
（
コ
ロ
ン
バ
ス
・

パ
ー
ク
）
＝
６
月
７
日
か
ら
28

日
ま
で
の
毎
週
金
曜
。
「
カ
ン

フ
ー
・
パ
ン
ダ
や
「
ク
レ
イ
ジ

ー

・

リ

ッ

チ

！

」

な

ど

。

m
ocanyc.org

■
ム
ー
ビ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ズ
・

ア
・
ビ
ュ
ー
（
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
・
パ
ー
ク
）
＝

７
月
11
日
か
ら
８
月
29
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
午
後
６
時
上
映
開

始
。
第
20
回
目
を
迎
え
る
今
年

は
、
「
ク
ル
ッ
ク
リ
ン
」
「
ガ
ー

ル
フ
ァ
イ
ト
」
「
グ
ロ
ー
リ
ー/

明
日
へ
の
行
進
」
な
ど
を
上
映
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
名
物
ス
モ
ー
ガ

ス
バ
ー
グ
の
屋
台
料
理
も
。

brooklynbridgepark.org

■
サ
マ
ー
・
オ
ン
・
ザ
・
ハ
ド

ソ
ン
（
西
70
丁
目
、
リ
バ
ー
サ

イ
ド
・
パ
ー
ク
・
サ
ウ
ス
、
ピ

ア
１
）
＝
７
月
10
日
か
ら
８
月

21
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
午
後
７

時
開
場
、
８
時
30
分
上
映
開
始
。

「
オ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
！
」
「
リ
ト

ル
・
ミ
ス
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
」

な
ど
。nycgovparks.org

■
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ー
ク
・

ム
ー
ビ
ー
・
ナ
イ
ツ
（
６
番
街
、

40
丁
目
か
ら
42
丁
目
）
＝
６
月

10
日
か
ら
８
月
21
日
ま
で
毎
週

水
曜
。
５
時
開
場
、
日
没
に
上

映
開
始
。
「
ビ
ッ
グ
」
、
「
ビ
ッ

グ
・
ダ
デ
ィ
」
「
星
の
王
子
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く
」
な
ど
。

bryantpark.org

■
ソ
ク
ラ
テ
ス
彫
刻
公
園
（
ロ

ン
グ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
シ
テ
ィ

ー
、
バ
ー
ノ
ン
・
ブ
ー
ル
バ
ー

ド
３
２
０
５
番
地
）
＝
７
月
３

日
か
ら
８
月
21
日
ま
で
の
毎
週

水
曜
。
午
後
７
時
開
場
後
、
生

演
奏
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
あ
り
、
映
画
作
品
に
ち
な

ん
だ
国
の
料
理
な
ど
も
用
意
さ

れ
る
。
外
国
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ

ン

ト

作

品

を

上

映

。

socratessculpturepark.org

■
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
・
フ
ィ
ル
ム

ズ
（
ブ
ロ
ン
ク
ス
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
エ
ク
ス
テ

リ
ア
通
り
６
１
０
番
地
）
＝
６

月
11
日
か
ら
８
月
13
日
ま
で
、

月
１
回
開
催
。
「
ス
パ
イ
ダ
ー

マ
ン
」
な
ど
。

bronxterm
inalm

arket.co
m

Ｎ
Ｙ
厳
選
の
９
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

野外映画シーズン

ブライアントパーク

http://iwaokadental.com
http://myriverside.net/home
https://www.parkavesinusallergy.com
http://www.ojfd.com
https://www.thehustle.movie/videos/


パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
が
主

催
す
る
無
料
の
野
外
公
演
「
シ

ェ
ー
ク
ス
・
ピ
ア
・
イ
ン
・

ザ
・
パ
ー
ク
」
が
、
現
在
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
内
野
外
劇
場
デ

ラ
コ
ル
テ
・
シ
ア
タ
ー
（
西
81

丁
目
の
入
口
か
ら
入
場
）
で
上

演
し
て
い
る
。
１
９
６
２
年
６

月
に
開
演
、
今
年
で
57
回
目
を

迎
え
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
に
愛

さ
れ
て
き
た
夏
の
恒
例
野
外
劇

場
イ
ベ
ン
ト
。

前
半
は
ト
ニ
ー
賞
を
受
賞
し

た
演
出
家
、
ケ
ニ
ー
・
レ
オ
ン

ィ
ス
演
出
の
「
か
ら
騒
ぎ
」

（
21
日
〜
６
月
23
日
）
、
後
半
は

同
じ
く
ト
ニ
ー
賞
に
輝
い
た
ダ

ニ
エ
ル
・
サ
リ
バ
ン
が
演
出
す

る
、
古
代
ロ
ー
マ
の
貴
族
を
主

人
公
に
し
た
悲
劇
「
コ
リ
オ
レ

イ
ナ
ス
」
（
７
月
11
日
〜
８
月

11
日
）
を
上
演
す
る
。

公
演
は
週
や
曜
日
に
よ
っ
て

違
う
が
、
開
演
時
間
は
午
後
８

時
に
決
ま
っ
て
い
る
。

入
場
無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
は
各
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EVENT
■メモリアルデー・パレード＝26日
10:00  Manhattan ( Riverside Drive, 89th
St) 米国のために命を捧げた人々を讃え
る行進。マンハッタンでは軍人や海兵
隊の行進が見られる。ニューヨークで
はクイーンズの行進が最大級、ブルッ
クリンでも151年目となる行進がある。
詳細はhttp://rove.me/to/new-york
■フリート・ウィーク2019＝28日まで
会場、時間、料金はイベントによって
異なる　メイン会場 Intrepid Sea, Air &
Space Museum (Pier86 W 46th St) Tel:
212-245-0072　入場料：＄33（13〜64
歳）＄31（65歳以上）＄24（５〜12歳）
海軍兵士や沿岸警備隊が市内に集結す
る１週間。式典をはじめさまざまなイ
ベントが開催される。
詳細はwww.fleetweeknewyork.com/
■ブック・エクスポ・アメリカ＝29日
〜31日　Jacob K. Javits Convention
Center（655 W. 34th St）Tel: 800-840-
5614　出版業界関係者約2000社、約
500人の著者・文筆家が参加する国内最
大規模の本のイベント。
詳細はwww.javitscenter.com

■NYPD vs NYFD・ファン・シティ
ー・ボール＝6月1日　17:00　MCU
Park (1904 Surf Ave Brooklyn ) Tel: 718-
449-8497　1973年より歴史のあるニュ
ーヨーク市警官と消防士の友好フット
ボール試合。最近では10年ぶりに開催。
詳細はhttp://nypdfinestfootball.org
■ フ ァ ー ス ト ・ サ タ デ ー ＝ 6月 1日
17:00 Brooklyn Museum of Art (200
Eastern Pkwy at Washington Ave,
Brooklyn) Tel:718-638-5000  入場無料
毎月1週目土曜の夕方に開催されるイベ
ント。さまざまなプログラムやエンタ
ーテインメントを無料で楽しめる。　
詳細はwww.brooklynmuseum.org

MUSIC
■ニューヨーク・フィルのオープン・
リハーサル＝30日　9:45　David Geffen
Hall (10 Lincoln Center Plaza) Tel: 212-
875-5818　料金:＄22　コンサート当日
の朝に行われる最終リハーサルを一般
公開。本公演とはまた違う緊迫感があ
り、音楽ファンにとって裏舞台を垣間
見ることができる絶好の機会。
詳細はhttp://nyphil.org/concerts-tick-
ets/season/open-rehearsals
■石ぐれ雅代＆マルコ・リンバート琴
と尺八の演奏会＝31日 20:00  Resobox
East ( 91 E 3th St) 料金:＄27, $18（学
生・シニア） ニューヨークで20年間活
動をともにする琴／三味線奏者の石ぐ
れ雅代さんと尺八奏者のマルコ・リン
バート氏による演奏会。
問い合わせは646-418-7098まで
■ブルー・ノート＝6月2日まで　開演
時間20:00、22:30　料金はアーティスト
によって異なる　Blue Note（131 W.
3rd St）Tel：212-475-8592　出演: 〜
26日クリス・デイブ・アンド・ザ・ド
ラムヘッズほか／28日、29日ロベル
タ・ガンバリーニ・カルテット／30日
〜6月2日ケニー・ガレット
詳細はwww.bluenote.net
■2018年〜19年カーネギー・ホール・
コンサート＝6月3日まで　時間、料金
は ア ー テ ィ ス ト に よ っ て 異 な る
Carnegie Hall (881 7th Ave) Tel:212-
247-7800　クラシック音楽、オペラ、
リサイタルからポピュラーな軽音楽や
ジャズまで幅広く紹介する。出演：25
日、27日、31日、6月1日ニューイング
ランド・シンフォニック・アンサンブ
ル／26日マスター・ワーク・フェステ
ィバル・コーラス／6月3日ザ・メッ
ト・オーケストラ　
詳細はwww.carnegiehall.org
■マリンバ奏者ミカ・ストルツマンの
リサイタル＝6月12日 20:00 Carnegie
Hall (881 7th Ave) Tel:212-247-7800  料
金:＄40  ボストン在住のマリンバ演奏
家、ミカ・ストルツマンの新アルバム
CD「Palimpsest」のリリースを記念。リ
チャード・ストルツマン（クラリネッ
ト）、スティーブ・ガット（ドラム）ら
がゲスト出演する。
詳細はwww.carnegiehall.org

DANCE&THEATER
■ハリヤマバレエ「スプリングパフォ
ーマンス」＝6月2日16:00 Symphony
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日
本
か
ら
の
広
告
も
承
り
ま
す

www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

397

今
は
も
う
だ
れ
も

唄
　
ア
リ
ス

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2019年5月25日号

❶ 世界が舞台いまNYで
ラーメン、旭川の家具

70
年
代
フ
ォ
ー
ク
か
ら
80
年

代
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
へ
の
橋

渡
し
的
曲
と
も
い
え
る
青
春

の
恋
愛
歌
。
作
詞
・
作
曲
の

佐
竹
俊
郎
は
、
ウ
ッ
デ
ィ
・

ウ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
。

Space(2537 Broadway, 95th St.) Tel: 212-
864-5400 入場料：＄25　「海賊」「みに
くいアヒルの子」からジャズ、タップな
どバラエティーあふれるマンハッタンの
バレエ教室の発表会。
詳細はwww.hariyamaballet.com
■ニューヨーク・シティー・バレエ春季
シーズン＝6月2日まで　時間は曜日によ
って異なる David Koch Theater（20
Lincoln Center）Tel: 212-870-5570　入場
料: $30〜$175　フルレングス・バレエ
は「真夏の夜の夢」や「バランシン特集」
など振付作品を一挙に見せる。詳細は
https://davidhkochtheater.com
■アメリカン・バレエ・シアター春季公
演＝7月6日　公演によって時間は異なる
Metropolitan Opera House (Lincoln Center
Plaza) tel:212-362-6000 入場料:$22〜
今季は同バレエ団の初代在籍芸術家とし
て任命された振付家アレクセイ・ラトマ
ンスキーの就任10周年を記念する新作の
ほか、初の上演作はトワイラ・サープ作

「デュースクープ」とキャシー・マース
トン作「ジェーン・エアー」（全幕）。そ
のほかレパートリー作品「白鳥の湖」

「ハーレクイナーデ」「眠れる森の美女」
なども上演。詳細はwww.abt.org

ART
■ジョアン・ミロ「世界の始まり」＝6
月15日まで　ニューヨーク近代美術館
(MoMA＝11 W.53rd St) Tel: 212-708-9400
入場料：＄25（大人）、＄18（シニア）、
＄14（学生）スペイン・カタロニア出身
の画家ジョアン・ミロ（1893-1983）が
シュルレアリストの詩人に影響を受けて
描いた代表作を中心に1920年代から5年
代の作品60点余を展示。同館は6月15日
から10月21日まで改修工事のため閉館す
る。詳細はwww.moma.org
■展覧会「源氏物語」in New York ~ 紫
式部、千年の時めき」＝6月16日まで
Metropolitan Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel ：212-535-7710 入場料：＄25

（大人）、＄17（シニア）、＄12（学生）、
12歳未満無料（NY州居住者、NJ、NJ、
CT州の学生は任意額。要IＤ提示）日米
の美術館や大学、寺院、個人所蔵から選
りすぐりの120点以上を展示、紫式部

（978〜1019頃）によって書かれた物語
が日本美術にどのような影響を与えてき
たのかを探る。 詳細はmetmuseum.org
■ティファニーのガラスの虹色合い展＝
10月6日まで　Queens Museum (New
York City Bldg. Flushing Meadows Corona
Park) Tel:718-592-9700 入場料：＄8
＄4（シニア）18歳未満無料　ステンド
グラス製作で第一人者として米国で名を
残すルイス・C・ティファニー。ノイシ
ュタット夫妻の膨大な収集品から展示。
フランスでアールヌーボーに触発された
ティファニーが古いヨーロッパの技法を
再現して創り出したガラスに魅了され
る。　詳細はhttps://queensmuseum.org
■ザ・ロング・ラン＝終了期間未定
MoMA (11 W 53rd St) Tel: 212-708-9400
入場料は同上。所蔵作品からルイーズ・
ブルジョワ、ジャスパー・ジョーンズ、
フランク・ステラ、ジョジア・オキーフ
などさまざまなジャンルを展示。
詳細はwww.moma.org

「
今
は
も
う
だ
れ
も
」

は
、
１
９
６
９
年
７

月
に
ウ
ッ
デ
ィ
・
ウ

ー
が
リ
リ
ー
ス
し
た

シ
ン
グ
ル
で
、
後
に

１
９
７
５
年
９
月
に

ア
リ
ス
が
カ
バ
ー
し

て
オ
リ
コ
ン
１
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
る
大
ヒ

ッ

ト

曲

と

な

っ

た

。

久
し
ぶ
り
に
「
ア
ー
ガ
イ

ル
・
ソ
ッ
ク
ス
」
を
見
た
気
が

し
た
。
そ
れ
も
上
皇
さ
ま
が
お

召
し
に
な
っ
て
い
る
お
写
真
を

見
て
、
う
れ
し
く
な
っ
た
。

ア
ー
ガ
イ
ル
が
日
本
で
は
や

っ
た
の
は
、
１
９
６
０
年
代
後

半
。
皇
太
子
の
お
写
真
は
69
年
、

な
ん
と
ト
レ
ン
ド
を
取
り
入
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

ア
ー
ガ
イ
ル
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ダ
イ

ヤ
柄
。
30
年
代
に
ア
メ
リ

カ
で
大
流
行
す
る
。
折
か

ら
の
英
国
風
の
流
行
に
の

っ
て
英
国
か
ら
輸
入
さ
れ
、
爆

発
的
に
売
れ
た
と
さ
れ
る
。
40

年
代
に
入
る
と
一
般
化
さ
れ
、

特
に
ツ
イ
ー
ド
の
服
と
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
す
る
よ
う
説
明
が
付

く
。日

本
で
の
ア
ー
ガ
イ
ル
は
、

戦
前
か
ら
お
し
ゃ
れ
な
紳
士
の

間
で
は
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ

が
、
ご
く
一
部
の
し
ゃ
れ
者
の

も
の
だ
っ
た
と
聞
く
。

わ
た
し
が
こ
の
ソ
ッ
ク
ス
を

知
っ
た
の
は
50
年
代
、
「
男
子

専
科
」
だ
っ
た
。
カ
ッ
コ
い
い

ソ
ッ
ク
ス
と
思
っ
た
が
、
学
生

に
は
手
の
届
か
ぬ
世
界
の
モ
ノ

と
あ
き
ら
め
て
い
た
。
初
め
て

履
い
た
の
は
60
年
代
に
入
っ
て

か
ら
で
、
と
て
つ
も
な
く
高
い

買
物
だ
っ
た
。
　

（
つ
づ
く
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

公
演
日
の
正
午
か
ら
劇
場
に
て

配
布
（
１
人
２
枚
ま
で
）
、
ま

た
は
午
前
11
時
30
分
か
ら
ア
ス

タ
ー
プ
レ
イ
ス
に
あ
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
シ
ア
タ
ー
（
ラ
フ
ァ
イ
エ

ッ
ト
通
り
４
２
５
番
地
）
で
抽

選
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
バ
ー
チ

ャ
ル
抽
選
が
あ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
入
手
で
き
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
野
外
劇
場
は
夏
の
風
物

詩
と
し
て
人
気
だ
。
演
目
な
ど

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.

s
h

a
k

e
-

speareinthepark.org

274：アーガイル・ソックス

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w

w
.n

y
s
e
ik

a
ts
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o
m

courtesy @ PublicTheater

夏
は
野
外
劇
場
で

ー
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
内
ー

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
楽
し
む

独自のコンテンツも充実

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからもご覧下さい！

デジタル版バックイシューも10年分保存！

www.nyseikatsu.com

http://op-ed.jp
http://jmart-usa.com/en/
http://nyseikatsu.com/editions/726/726.m4v
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